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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　不穏な幕開け





〝サトゥーです。必要は発明の母と言いますが、思いつきを実現するには相応の基礎知識が必要になります。きっと発明の父は日々の努力なのでしょう。〟






　クハノウ伯爵領で巻き込まれた「幻想の森」の魔女達とセダム市太守補佐官との魔法薬の納品を巡る騒動も無事解決し、オレ達は知り合いになった人達に見送られながらセダム市を出発した。

　年少組の四人は馬車の後ろで、小さくなっていく見送りの人達に名残なごり惜しそうに手を振っている。

　オレは年少組から離れ、操車するルルの様子を見に御者台の方に向かう。

　リザとナナの二人は馬に乗っているので、馬車の中からは見えない。

「ご主人様、門からしばらくは人通りが多いのでゆっくり走らせますね」

「ああ、安全運転で頼むよ」

　艶つややかな長い黒髪を翻して御者台からそう声を掛けてきたのは、水色のワンピースに暖かそうな白いショールを肩に掛けたルルだ。

　この世界の審美眼では不細工に見えるそうだが、オレの主観ではアイドルも裸足はだしで逃げ出すような美少女にしか見えない。

「ご主人様、私とナナが先導いたします」

　その声に振り向くとリザの凛り々りしい眼まな差ざしと出合った。

「歩行者優先でね」

「承知いたしました」

　セダム市で新しく仕立てた革鎧よろいに身を包み旅用の分厚い外がい套とうを帯びたリザは、橙とう鱗りん族の特徴であるオレンジ色の鱗うろこがほとんど隠れてしまっている。僅わずかに尻しつ尾ぽが見えるくらいだ。

　彼女のトレードマークの黒槍やりは少々悪目立ちするので、普段は布が巻かれている。

　この黒槍はセーリュー市の地下迷宮でリザを助けた時に、オレが魔物の部位から即興で作った物だ。

　普通の鋼鉄製の槍と同程度の性能なのだが、リザが宝物のように大切にしているのでそのまま使わせている。

　リザの少し後ろに続いているのは、長い金髪をポニーテールにしたホムンクルスのナナだ。

　見た目はリザと同じ鎧姿だが、豊かな胸部が革鎧を内側から押し上げている。リザと違い兜かぶとを被かぶっていないので、無表情な美び貌ぼうは全て陽光の下に晒さらされている。

「ナナは無理に馬を操ろうとしないで、馬に任せるようにね」

「マスターの命令を受託」

　乗馬技術の拙いナナにそう指示を出すと、ロボのような独特の口調が返ってきた。

　ナナが指示を出すまでもなく、ナナの馬が勝手にリザの後に続いて馬車の前に移動した。

「サトゥー」

　馬車の後部で手を振っていたエルフのミーアが馬車の後ろからやってきた。

　淡い青緑色の長い髪をツインテールに結わえ、尖とがった耳がその間から覗のぞいている。

　あまり人里に姿を見せない種族なので、普段はトラブル防止の為に外套のフードで髪と耳を隠している。

　ライムグリーンの丈の短いドレスは幼い容姿の彼女に良く似合う。

　肌寒い季節なので、アリサとお揃そろいのカーディガンを羽織り、足元もタイツでガードしている。

「甘草」

　無口なミーアがいつものように単語でオレに話しかけてきた。

　たぶん、オヤツに棘とげ甘草の茎を出して欲しいと言いたいのだろう。

　オレは格納鞄ガレージ・バツグの中から壷つぼを取り出す。この鞄は見た目の何倍も物が入る魔法道具マジツク・アイテムだ。

　壷を開けるとふわりと柔らかな甘い香りが漏れる。

　中に入っていたアロエのようなエメラルドグリーンの果肉に楊よう枝じを突き刺して一欠片かけら取り出す。

「あ～ん」

　ミーアが小さな口を開けてねだってきたので、そのまま甘草の果肉を食べさせてやる。

「おいし」

　幸せそうな微笑を浮かべたミーアが頰に手を添える。

　実年齢はオレより遥はるかに年上のはずだが、この姿を見る限りとてもそうは見えない。

「甘い匂い～」

「この香りは甘草なのです！」

　甘い香りを嗅かぎつけたタマとポチが馬車の後ろから飛んできた。

　白いショートヘアに猫耳のタマが、本物の猫のようにオレの手に頭を擦こすり付けてくる。彼女は猫耳族という珍しい種族だ。

　茶色いボブカットに犬耳のポチはお座りする犬のように良い子座りをして待っている。わくわくした表情を反映するように尻尾が左右にパタパタと動いている。

　彼女は犬耳族と呼ばれる種族で、猫耳族と同様にシガ王国では希少な存在だ。

　二人共、いつもの白いシャツとカボチャのように膨らんだお揃いのショートパンツを穿はいている。ショートパンツはタマがピンク色でポチが黄色だ。二人の外套も同じ色合いになっている。

「すぐあげるから、ちょっと待って」

「あい～」

「はいなのです」

　オレがそう声を掛けると、タマもポチの横に並んで大人しく待つ。

　小学生くらいなのに、彼女達はとても聞きわけが良い。

　甘草の果肉に楊枝を刺して二人の前に壷を差し出してやる。

「あ～ん？」

「あ～ん、なのです」

　ミーアに食べさせてやったのを見ていたのか、二人が雛ひな鳥どりのようにパカリと口を開けてねだってきたので、口の中に甘草の果肉を一欠片ずつ入れてやる。
















「でりしゃす～？」

「甘くてポチは幸せなのです」

　タマが伸びをするように甘みを嚙かみ締め、ポチが手と尻尾を振りながら嬉うれしさを表現している。

「ルルも食べるかい？」

「はい、欲しいです」

　そんな二人の声を楽しそうに聞いていたルルにも一欠片食べさせてあげる。

　恥ずかしそうにパクリと甘草の果肉を口に入れたルルが、淑しとやかに微笑む。

「ちょっと、わたしも！」

　遅れてやってきたアリサにも甘草の果肉を食べさせてやる。

　アリサは不吉とされる紫色の髪を金色のカツラで隠し、えんじ色のカーディガンとピンク色のふわふわの上下という良家のお嬢様のような衣装を着ている。

「セダム市を離れるのが何か寂しいわね」

　もにゅもにゅと甘草の果肉を咀嚼そしやくしながら、アリサがそんな事を呟つぶやいた。

「お祭りの後ってのもあるのかしら？」

　アリサが言うお祭りとは、銀山を襲うコボルトの軍を大守が追い払ったお祝いに開催された凱がい旋せん祭の事だ。

　オレ達は祭りを見物する為に、予定よりも五日ほど滞在期間を延長していた。

「お祭り～好き～？」

「皆笑顔で楽しかったのです」

「ん」

　山車だしや神輿みこしを先頭にしたパレードを見物したり、お祭りにしか作られないという料理に舌鼓を打ったり、と実に楽しい日々だった。




　その祭りも昨日には終了し、オレ達はようやくミーアを故郷に送り届ける為の旅を再開した訳だ。

「やけに兵隊っぽい人が多いですね」

　御者台のルルが呟いたように、街道には兵士風の男達が一〇人くらいずつ固まって歩いている。

　少し気になったのでマップを開いて詳細を調べてみる。

　それによると、彼らはクハノウ伯爵領の村々から徴兵された男達だと判った。

「怪我」

「銀山からの帰還兵みたいだね」

　ミーアが単語で伝えたように、集団の中には必ず包帯を巻いた者や杖つえをついた者がいるから、負傷兵が動けるようになるまで待ってから銀山を出発したのだろう。

「めんこい姉ちゃん、うちの息子の嫁にどうだ？」

「ええ腰しとるのう。いっちょ相手してくれんかのう」

「ばっかオメェ、誉めるのはあの立派なおっぱいの方だろうが！」

　怪我をしていても元気なのか、騎乗するナナに下品な声を掛ける者がちらほらいるのには困った。

　ナナは首を傾げるばかりで、特に不安に思ったり不快に感じたりはしていないのが救いだ。

「何よ、あいつらムカつくわねぇ」

「下品」

　むしろ、セクハラを受けたナナではなく、馬車の中でそれを聞いていたアリサとミーアが腹を立てている。

「よっし、いっちょ『不能の檻インポシブル・ジエイル』の魔法で後悔させてやろうかしら」

「やめてやれ。──ナナ、交代だ！」

　腕まくりして立ち上がろうとしたアリサを座らせて、ナナに声を掛ける。

　オレはナナと交代し、リザの横に並んで馬を走らせる。馬車の方が楽だが、たまには乗馬も良いものだ。

　馬車の中からアリサの「セクハラ野郎には死を！」という発言が聞こえたが、ルルが諭してくれているようなので放置しても大丈夫だろう。




　銀山と街道を結ぶ領道との合流地点を過ぎると人通りが無くなったので、馬をナナに返してオレは馬車に戻る。

　ナナの未熟な乗馬技術を見かねたミーアがナナの馬に同乗して言葉少なに指導に当たっている。

「余よ所そ見みしない」

「ミーア、樹上にリスがいたと報告します」

「前」

「……はい、と反省します」

　ミーアに叱られて、無表情のままナナがしょげる。

　くしゅん、と御者台からルルの可愛いくしゃみが聞こえた。

「風が冷たいから、これを羽織れ」

「あ、ありがとうございます」

　格納鞄から取り出した毛皮のコートをルルに手渡し、彼女が着込むまで手綱を預かる。

「思ったよりも寒くなってきたね」

「はい、たまに向こうの山の方から吹いてくる風が冷たいです」

　ルルの言う向こうの山とは、ムーノ男爵領との領境にある山の事だ。

「風を遮る物が無くなってきたからかもね」

　オレは毛皮のコートに腕を通すルルを横目に街道沿いを見回す。

　領境の山岳地帯に近付くにつれて植生が変わり、木々が減って岩や草地が増えてきた。

　ムーノ男爵領はクハノウ伯爵領より寒いと商人から聞いていたが、これほど寒くなるとは思わなかった。

　オレはストレージからカイロを取り出して魔力を充塡じゆうてんする。

　これはセダム市に滞在中に作った物で、白金カイロのような外見をした魔法道具だ。火傷やけどをしないように小さな巾着きんちやくの中に入れてある。

「ルル、寒いからこれも着けなさい」

「ありがとうございます。……あったか～い」

　ルルが両手で包むように持ったカイロを頰に当てて暖を取る。

　傾国の美少女顔が温かさに、ふにゃりと緩む。

　──この瞬間を写真に撮りたい。

　この笑顔を広告に使ったら、カイロのシェアを三割は切り取れそうだ。

「あ、ごめんなさい。ご主人様にいつまでも手綱を持たせたままでした」

「別にいいさ。ルルの可愛い笑顔が見れたからね」

　ナンパ男みたいなセリフだが、ルルのコンプレックス解消の為にも積極的に誉めていきたい。

「そんな……私なんて……」

　オレの誉め言葉を聞いて、ルルが顔を真っ赤にする。

「ぎるてぃ」

　御者台に座るオレとルルの間に、頰を膨らませたミーアが割り込んできた。

「次！　次、わたし！」

　続けて、アリサが手を上げてオレに必死でアピールしてくる。

「はいはい、可愛いよ、アリサ」

「ちょっとぉ、ルルに比べて誉め方が雑っ。もっと愛をこめて囁ささやいてよ」

　アリサが「もーっ！」と怒ってポカポカと叩たたいて来たが、さほど力が入っているようでもなかったので、本気で怒っている訳ではないのだろう。




　予想よりも冷え込みが激しいので、昼食の休憩時にアリサの提案でイヤーマフラーを量産した。

　ちょっとレトロなヘアバンド型の布製イヤーマフラーで、お揃いのデザインに色違いのリボンを付けて見分けがつくようにしてある。

「ぬくぬく～」

「耳が幸せなのです」

　薄着好きなタマとポチも気に入ったようで、何度もオレの前に見せに来ている。

「二人共可愛いよ」と誉めると、くねくねと照れるのが可愛い。

　そんな平和なやり取りを享受するほど旅は平和だった。遠目に狼の群れを見かけたくらいで、特にイベントもなく日が傾く頃には領境の山へと入った。




　山間の隘あい路ろを進み、他の人や馬車と出会う事もなく一時間ほどで関所を兼ねた砦とりでまで辿たどり着いた。

　砦の門が閉まっていたが、門の上の楼閣に兵士の姿があったので近寄ってみた。

「そこの馬車！　砦に何用だ?!」

「私どもはムーノ男爵領を抜けてオーユゴック公爵領へと参ります行商人でございます」

「……呪われ領を通ってだと？」

　誰すい何かしてきた兵士に丁寧に目的を伝えたところ、怪け訝げんな顔をされてしまった。

「かの領地が魔物や無法者の跋ばつ扈こする危険地帯と知ってのことか？」

「はい、その為の備えは充分にいたしております」

「ならば良い。しかし、夜間は関所を通すわけにはいかぬ──」

　兵士によると、夕方から夜間の領境の谷には雲うん霞かのごとく毒虫や吸血蝙蝠こうもりが湧くので、安全の為に通行を制限しているのだそうだ。特に馬が危ないらしい。

　手前の村で夜を越すように言われたが、隘路の途中に手頃な場所があったので、そこで野営する事にした。




「ご主人様、お願いがあります」

　野営地で真しん摯しな顔でそんな事を言い出したのはルルだ。

　なんでも、美味おいしいステーキの焼き方をレクチャーして欲しいらしい。

　まず、悪いところを知るために、ルルに一回焼かせてみる。

「ああ、ダメだよ、ルル。ステーキを焼く時は何度も裏返したり、フライ返しで押さえたりしちゃ」

「そうなんですか？　焼く時にいい匂いがするから、これで良いのかと思ってました……」

　気落ちするルルの頭をポンポンと撫なでて、理由を教えてやる。

「流れ出たステーキの美味しい成分が焦げて良い香りになっているんだよ。だから、ステーキの中から美味しい成分を逃さないように、裏返すのは一回だけにしないとね」

　この辺の薀うん蓄ちくは昔ネットで読んだ記事からの受け売りだ。

　実際は調理スキルが何度も裏返すのを良くないと教えてくれたからなのだが、納得できそうな理由をそれっぽくルルに語って聞かせた。たぶん、そんなに間違っていないはずだ。

　今度は順を追って焼き方を教えていく。

「耳を澄ませてごらん、美味しいタイミングは音が教えてくれるよ」

「は、はいっ！」

　脂の焼ける音がフライパンの温度を教えてくれる。

　教えた時に距離が近かったのか、ルルが耳まで真っ赤にして恥ずかしがる。その様子が可愛くて、コツを教える時に耳元で囁くようにしてしまった。

「下拵したごしらえの済んだ肉をフライパンに載せたら表面に肉汁が浮くまで、じっと我慢だ」

「は……はぃ、が、我慢します！」

　ルルが上ずった声でテンパる。

　おっと、やり過ぎたようだ。セクハラにならないように、オレが適度な距離を取るとルルの表情ががっかりした感じに変わった。思春期の娘は扱いが難しい。

　オレはルルの真剣な横顔を愛めでながら、ステーキの焼き方をレクチャーし続けた。

　何度目かの挑戦でルルがコツを摑つかんだので途中からはオレが量産し、ルルの失敗作を含めて皿に盛って、オレが肉汁やおろし醬油しようゆから作った和風ソースで頂く事にした。

　失敗作が最後まで残ったら、オレが責任を持って片付けようと思ったのだが、そんな心配の必要もなく獣娘達の胃袋に納まってしまった。




　食後の後片付けを他の子達に任せ、オレは馬車の陰に魔法道具の材料を用意して暖房器具の製作を開始した。

　今から作るのは馬車内用の暖房器具だ。寝る時にも使うとなると床暖房型が良いだろう。

　カイロの魔法道具を作った時のノウハウを活いかそう。

　スノコのような木製のフレームを作って、その内側に暖房回路を入れた金属管を配置する形にしようと思う。

　オレの持つ資料にはバッテリーに相当する回路が載っていなかったが、カイロを作った時に魔力の循環回路と魔法薬の瓶に使っている魔力放散防止用の薬液や魔法陣を流用して擬似的なバッテリーをでっち上げたので、それを今回も使う事にした。

　フル充塡でも三時間ほどしか魔力が持続しない性能だが、夜番の交代要員が再充塡するようにすれば問題ないだろう。

　セダム市で大量に仕入れた板や金具があったので、サクサクと作業が進む。

　もっとも、色々なスキルのサポートがなかったら、馬車一台分の床暖房魔法道具を一時間で製作するような異常なマネはできなかったはずだ。

　オレは完成した魔法道具を一いつ旦たんストレージに収納し、馬車の床面に取り出して固定する。

　魔力を充塡して寝転がってみたが、特に熱くなりすぎる事も無く、柔らかな暖かさが床から伝わってくる。

　隙間風が入ってくるので、後で皆に手伝って貰もらって目張り作業をしよう。

「何やってるの～？」

「暖房器具を作っていたんだよ」

　アリサが馬車の後ろから顔を出して尋ねてきた。

「暖かい」

「こんな魔法道具もあるんですね。ご主人様、凄すごいです！」

　アリサの後からやって来たミーアとルルも床をぺたぺたと触って感想を口にする。

「まさかこの世界で床暖房に出会えるとはねぇ」

　べちゃっと床に寝そべって暖かさを堪たん能のうしていたアリサが突然目をカッと見開いて、オレに迫ってきた。

「コ、コタツ！　次はコタツが欲しい！」

「馬車用には床暖房があれば充分だろ？」

「そ、そんにゃあ～。そんな事言わずに、コタツを！　ぜひ、次はコタツを作ってくだされぇ～」

　アリサの必死の訴えに気け圧おされる。

「もう、アリサったら。ご主人様が困っているじゃない」

　ルルがやんわりとアリサを叱る。

　こういう所は実に姉妹らしい。

「ううっ。コタツは良いものなのにぃ。あれは異世界に広めるべき日本文化だと思うのよ」

　ちょっと大げさな表現だと思うが、ヤボな事は言うまい。

　涙目で見上げてくるアリサに仕方なく頷うなずいてやる。

「判った、判った。暇ができたら作ってやるから。コタツ布団は自分で作れよ」

「ぃやったぁー！」

　アリサが馬車の中で飛び上がって喜ぶ。スカートがへそまで捲めくれ上がっていたが、そんな事は気にならないようだ。

「コタツ、良い」

　ミーアが喜ぶアリサの横でコクコクと頷きながら、ぽそりとそう呟つぶやいた。

　そういえば何百年か前の勇者を通して、エルフの里に日本文化の一部が伝わっているんだっけ。

　アリサがルルにコタツの形状やどう良いのかなどを熱く語っている。

　コタツの次は蜜み柑かんや餅もちを要求されそうだ。米があるオーユゴック公爵領なら餅米くらい手に入りそうだが、蜜柑の方は当てがない。

　交易の盛んな都市に着いたら探してみよう。

　さて、それはさておき、せっかくなので他の皆にも床暖房を披露してみたところ──。

「この温ぬくもりは素晴らしいです。お風ふ呂ろの温もりには届きませんが、これもまた実に良いものです」

　──と、リザが珍しく熱い口調で絶賛してくれた。

　もちろん、他の子達にも大好評だった。

　魔力の持続時間は製作前の予想通り三時間ほどだったが、三時間も保もてば充分だ。

　寒くなってきたので夜番を三交代に減らす予定だが、オレは必ず深夜の番をするつもりなので、夜番の前後で魔力を充塡すれば朝まで暖かい状態を維持できるだろう。

　夜番は、タマとポチにオレを加えた索敵能力の高い者を必ず含むようにして、他のメンバーは交代制だ。

　目張りと床暖房のコンボで馬車の中は暖かく、隙間風に身を震わせる事なく眠れそうだ。

　その日の晩、絵本の朗読をアリサと一緒にノリノリでやっていたら「演技」「腹話術」の二つのスキルと「大根役者」という称号をゲットした。

　この称号を与えるのが何者かは知らないが、悪意のある称号を付けるのは止めて欲しい。




　深夜、一緒に夜番をしていたアリサが夜風に身体を震わせたので、セダム市で魔法の巻物から覚えたばかりの「防御壁シエルター」という術理魔法を風除よけに使ってみる事にした。

　メニューの魔法欄から「防御壁」を使用すると、半径三メートルほどの透明なドームがオレ達を覆う。

「おおっ、寒くない。これって、セダム市で手に入れた魔法？」

「そうだよ──っと失敗した」

　風は防げたのだが、焚たき火びの煙が透明なドームの天てつ辺ぺんあたりに溜たまっている。

　防御魔法だけあって、内外で空気の流れが遮断されているようだ。

「あらら、ホントだ。気付かないで居眠りでもしていたら窒息死だったわね」

「まったくだ。一旦解除するぞ」

　オレは「防御壁シエルター」の魔法を解除して煙を空に逃がす。

「煙突でも作ればいいのかしら？」

「そうだな、試してみるか」

　オレは格納鞄から取り出した三本の棒を地面に突き立てて、それを布で覆って高さ一メートルくらいの簡単な筒を作る。

　その筒の中ほどに重なるように「防御壁」を生み出す。

　筒はそのままだ。筒がくしゃりと潰つぶれたり「防御壁」と重なった部分が切断される事はなかった。

　布や棒を回収すると、筒のあった場所の「防御壁」に穴が開いていた。

「盾シールド」の魔法と違って作った場所から動かせないから移動中には使えないけれど、「かまくら」のような形にして出入り用の穴を作ったら夜番で活躍してくれそうだ。

　この魔法の効果時間は三時間固定だった。それはメニューの魔法欄から使用した時でも変わらない。たぶん、中にいる者が窒息しないようにとの配慮だと思う。

　壁の強度が強化されていたようなのだが、どちらもパンチ一発で壊れたので強化度が判らない。そのうち獣娘達に手伝って貰って強度試験をしてみたいと思う。




　ちなみにセダム市に滞在中に手に入れた新しい魔法の巻物は「防御壁」だけじゃない。

　他にも術理魔法の「短気絶弾シヨート・スタン」「魔法の矢マジツク・アロー」、それから土魔法の「落とし穴ピツト」がある。

　オレは巻物を入手した日の深夜にセダム市の近くの廃村まで行って、魔法の試射をして巻物に記載されていた呪文を魔法欄から使用できるようにしていた。

　巻物として使った時は「小火弾フアイア・シヨツト」と同様に、微妙すぎる性能だったが、メニューの魔法欄から使った時は「小火弾」と同様に馬鹿げた性能向上を果たした。

　攻撃系の二種は発射数が最大一二〇本まで任意に発射できるようになり、非殺傷系のはずの「短気絶弾」さえ大木をへし折るほどの攻撃魔法に変へん貌ぼうしていた。

　消費魔力は両者共通で基本一〇ポイントに加え、発射二本ごとに一ポイントが必要になる。

　魔力一〇ポイントで岩壁を溶岩状に変えてしまう「小火弾フアイア・シヨツト」の魔法効率には及ばないが、魔物相手なら常用している魔法銃よりも使い勝手が良さそうだ。

　最後の「落とし穴ピツト」は半径一〇センチ、深さ一〇センチの穴を作るだけだったのが、魔法欄から使うと最大で半径一二メートル、深さ一二メートルの穴が作れるようになった。

　このサイズは一〇センチ単位で変更できるので、本来と違う用途で便利に使っている。主にトイレとかゴミを捨てる穴を作るのにだ。

　ただ、作った穴を埋める方法がないので、それには少し困った。

　この「落とし穴ピツト」は穴を作った時の土がどこかに行ってしまうのだ。穴の側面や底の土が石みたいに硬くなっていたが、単に圧縮したのならもっと硬質化するはずなので大半はどこかに消えたのだろうと推測できる。

　多少興味があるが、わざわざ研究するほどでもないので、土魔法の大家や研究者に会えたら尋ねてみようと思う。

　アリサと二人でそんな魔法の不条理な点をネタに雑談していたら、あっという間に交代の時間がやってきた。




　　　　◆




　翌日未明に出発準備を整え、日の出と共に砦とりでに向かった。

「昨日のヤツか。最近はムーノ男爵領の盗賊がこっちにも遠征に来るくらい領内が困窮しているそうだ。盗賊や兵士だけでなく、普通の村人相手でも油断するなよ」

「はい、ご忠告感謝いたします」

　──おいおい、ナチュラルにムーノ男爵領の兵士と盗賊を同列に置いちゃってるよ。

　オレは心の中で兵士に突っ込みを入れつつ、親切な彼に感謝の言葉を返した。

　関所を越えるのに通行手数料のような物は無いようだ。

　それどころか──。

「もし、向こうの砦で何か理不尽な要求をされたら全力で逃げて来いよ。領境を越えてくれたら、うちの兵隊で助けに行ってやるからな」

「お気遣い感謝いたします。もし何かあればご親切に甘えさせて戴いただきます」

　兵士に感謝の言葉を返し、馬車をムーノ男爵領に向けて発進させる。

　オレは馬車を進めながら、セダム市で聞いたムーノ男爵領の噂話を思い返していた。

　元々貧乏な領地で治安が悪かったそうだが、ここ三年ほど続く飢き饉きんのせいで奴隷に身を落としたり盗賊業に手を染める領民が後を絶たないらしい。

　さらに役人の不正や横領が常態化し、兵士達の怠慢によって街道には魔物や盗賊が溢あふれているそうだ。

　これから向かう領境の砦もご多聞に漏れず、関税と称して積荷を巻き上げたり、近くの村から女性を攫さらってきたりと、盗賊より質たちが悪いそうだ。

　オレ達が朝早くからムーノ男爵領に向かっているのは、そんな不良兵士達を避ける為だ。

　不真面目な輩やからは朝から仕事をしていないだろうし、ムーノ男爵領側に関所が無いのは確認してある。

　賄わい賂ろ用の酒を用意してあるが、変に絡んでくるようならアリサの精神魔法で眠らせて突破しようと考えている。

　不真面目な兵隊が居眠りするのはよくある事だしね。




　クハノウ伯爵領側の砦を出てしばらくすると、両側を切り立った崖がけに挟まれた谷あいの細い道になった。馬車が一台通過するのがやっとの広さで視界が悪い。

　そんな谷間を一〇分ほど進むと、領境最大の難所に辿たどり着いた。

　幅三〇メートル、深さ一〇〇メートルほどの谷があり、そこに馬車がギリギリ一台通れるくらいの吊つり橋ばしが架かっていた。その対岸がムーノ男爵領だ。

「リザ、ナナ、戻って。皆とここで待っていてくれ」

　馬で先に渡ろうとしているリザとナナを呼び戻して、皆に待機を指示する。

「ちょっと、向こう側の安全を確かめて来る。オレが向こうから逃げろって言ったら、オレを待たずに逃げるんだよ？」

「あい！」

「はいなのです！」

「……は、はい」

　オレの言葉に素直に従ったのはポチ、タマ、ルルの三名だけだった。

「サトゥー」

「また、一人で無茶しようと考えているんじゃないでしょうね！」

　ミーアとアリサが心配そうにオレを引き止める。

「大丈夫だよ。砦の様子を確認したらすぐ戻るさ」

　オレは二人の頭を順番に撫なでながら、御者をルルに任せて馬車を降りる。

「マスター、随行を希望します」

「ご主人様、僭せん越えつですが私を護衛にお付けください」

　ナナとリザがそう主張してきたが、二人は多いのでリザだけ連れて行く事にした。彼女なら何かあった時に自分の面倒くらい見られるだろう。

「判った、リザ付いて来い。ナナはここで待機だ」

「はい！」

「了解ですと答えます」

　オレはナナに代わって馬に乗り、リザと一緒に何事も無く吊り橋を渡りきった。

　対岸は馬車が数台置けるくらいの広場になっており、高さ五〇メートルほどの岩場が視界を妨げている。




　さて、まずは情報収集だ。

　メニューの魔法欄から「全マップ探査」を行使してムーノ男爵領の地図を始めとした情報を取得する。

　事前情報でも知っていたが、この領地はやけに広い。歪いびつな形ながら北海道並みの面積がありそうだ。もっとも、正確な北海道のサイズを覚えていないので大体の感覚だ。

　全体的に平地が占めており、ムーノ市の北西に領地の三割ほどを占める大森林が存在する。河川は大森林の中央にある湖に集まり、ムーノ市前を経由してオーユゴック公爵領方面に流れが続いているようだ。

　クハノウ伯爵領とオーユゴック公爵領を結ぶ街道沿いは平地が多いが、ポツポツと標高の低い山が存在している。

　一方で、領境付近には標高の高い山々が連なっていた。

　また、クハノウ伯爵領と同じく大小様々な空白地帯がある。一番大きな空白地帯は大森林の奥に存在しているようだ。




　さて、地理の把握はこの辺にして外敵の確認に移ろう。

　マップの絞り込み検索で調査していく。

　アリサのような「スキル不明」の転生者がいるか──該当無し。

　レベル五〇を超える強者がいるか──該当無し。

　うちの子達の脅威になるようなレベル三〇以上の者がいるか──該当有り。

　最後の検索に複数の対象がヒットした。しかも、一番近いのはこの先の砦がある場所だ。

　それ以外は遠いようなので索敵を一時中断して、リザを連れて確認に向かう。

　岩場の間の街道を抜けると、傾斜した荒地に出た。

　荒地の中ほどに砦があり、その砦を半ば押し潰すようにヒュドラが鎮座していた。ヒュドラは四つの首を砦の瓦が礫れきの間に潜り込ませている。

　乾いた冷たい風に乗って、バリボリという何かを咀嚼そしやくする音が聞こえて来る。

　マップを確認したが、砦周辺に生存者はいなかった。

「リザ、馬を頼む」

　オレはリザに馬を任せ、斜面に歩き出す。

　ヒュドラのいる砦までは直線距離で三〇〇メートルほどだ。

　このヒュドラはレベル四四で、セーリュー伯爵領とクハノウ伯爵領の間で見たものより二回りほど大きい。

「ご、ご主人様、僭越ですが、ここはお引きになられるべきです」

　怪獣映画に登場するようなヒュドラの巨体を見て、リザの顔色が悪い。

「大丈夫だよ。すぐに済ますから、ちょっと待ってて」

　オレは少し思案してリザの心配を解消するために実力の一端を見せる事にした。リザなら慎重で口が堅いし、少しくらい実力を開示しても大丈夫だろう。

　リザから充分に離れた所でメニューの魔法欄から「魔法の矢マジツク・アロー」を選ぶ。

　ここは荒地だから「小火弾フアイア・シヨツト」を使っても類焼などを心配する必要はないのだが、小火弾は時速九〇キロ程度の低速なのでこの距離だとヒュドラに避よけられてしまう可能性がある。

　そこで少しでも速い「魔法の矢」を選択したのだ。

　魔法を発動すると矢の本数を選択する表示が出た。一本から一二〇本の数が選べる。オレは迷わず最大の一二〇本に決定する。

　視界に映るヒュドラにＡＲ表示で小さな赤い丸が表示される。まるで、空戦シミュレーターのターゲットマークのようだ。

　だが、あの姿勢だと首が隠れているので致命傷にならないかもしれない。

　オレはワザと足元の石を蹴けって音を出し、ヒュドラの注意を引く。

　ヒュドラは四つの首をもたげてこちらを見下ろし、コウモリのような翼を広げて威圧の姿勢を取る。

　オレがヒュドラの四つの首を狙おうと考えると、その思考に従ってノータイムで四つの首にターゲットマークが移動した。

　──発射。

　そう心のトリガーを押す。

　消費した魔力ＭＰは七〇ポイントだ。

　オレの前方に次々と短たん槍そうのような大きさの「魔法の矢」が現れ、空気を裂く音を残して次々とヒュドラの首に殺到していく。

　高レベルで各能力値が高いせいか何かのスキルが影響しているのか、時間の流れがコマ送りのように感じられる。

　一発目の「魔法の矢」がヒュドラの体表に生まれた赤い膜に防がれて砕ける。「魔法の矢」が二発三発と命中し、四発目で赤い膜を砕き、五発目がヒュドラの頭を抉えぐった。

　首が慣性に引っ張られるよりも早く六発目、七発目がヒュドラの頭を肉片に変えていく。

　八発目から後は飛び散った肉片を消し飛ばすくらいの役目しか果たしていない。

　ヒュドラの頭を貫通した「魔法の矢」はそのまま真っ直ぐ飛んで背後にあった山に命中し、枯れ木を、土を、岩を粉砕し、地形を変えていく。
















　それはまるで大口径機関砲を掃射したような圧倒的な暴力の発現だった。

　一二〇本の「魔法の矢」がヒュドラの四つの首と背後の山を破壊し終わった後、ようやく周囲の時間の流れがいつもの速さに感じられるようになった。

　鼓膜が破れそうな耳を押さえ、ヒュドラの死をログで確認する。

　全ての首を失ったヒュドラが慣性に引かれて後ろ向きに倒れこみ、砦の残り半分を瓦礫に変えた。腹に響く震動がヒュドラの重量を伝えてくる。

　風に乗って流れてきた土埃つちぼこりから喉のどを守る為に口元に布を巻きつけた。

　リザのいる場所に戻り、絶句したままの彼女に声を掛ける。

「終わったよ」

「ご主人様、先ほどの愚かな発言をお許しください。ご主人様がお強い事は存じていましたが、まさかこれほどとは……」

　大げさに驚くリザにオレは軽い口調で口止めする。

「悪いけど、さっきの魔法は皆にも内緒にしてくれよ」

「はい、この命に代えましても」

　そんなに重く考えられても困る。

「いや、命が懸かっている時は喋しやべっていいから」

　オレはリザから手綱を受け取り、騎乗してヒュドラの屍し骸がいの方へ向かう。

　こうして近くで見ると、その巨体は圧巻だ。元の世界で出会っていたら、逃げる事を思いつく前に無抵抗に食われてしまっただろう。

　赤茶色の染みが付いた瓦礫が転がっている先には、酷ひどく損壊した遺体や壊れた武具が転がっていた。

　ろくでなしの巣そう窟くつだとは聞いていたが、ここまで酷い死に様だと同情を禁じえない。

　わざわざ遺体を埋葬してやろうとまでは思わないが、ここを去る前に黙もく禱とうくらいはしていこうと思う。

　ぴちゃぴちゃと音のする地面を通り過ぎ、ヒュドラの墓標となった砦とりでの前で馬から下りる。

　地面に降り立つと、さっきまで僅わずかだった鉄臭さが強くなる。

　リザに魔核コアの回収を頼み、足元に落ちていた剣を一本拾い上げて墓標代わりに地面に突き刺す。

　ストレージから弔いに使うために一本の酒瓶を取り出す。これは砦を通過する時の賄わい賂ろ用に持ってきた物だ。

　オレは使い道が変わってしまった酒を剣に振り掛けて、彼らの冥めい福ふくを祈った。




　さて、リザが魔核を回収している間に、ムーノ男爵領の調査の続きをしておこう。

　先ほど途中で中断した敵の検索だが、レベル三〇以上の魔物はそれなりにいるようだ。

　西南西の山岳地帯に、先ほど倒したのと同種のヒュドラがいる。検索で見つけたのはレベル三七が一体だが、周辺にレベル二九とレベル二四のヒュドラもいた。

　今いる場所からすると領土の端と端だ。さっきのヒュドラはあんな場所から遠征してきたのか。航続距離が不明だが、飛行型の魔物は厄介そうだ。

　──今は対空魔法があるから対処可能だけどさ。

　大抵は街道や人里から離れた山奥に存在するので、遭遇する事はなさそうだ。

　そして検索リストの中に一体の魔族を見つけた。しかもその場所がムーノ市の領主の城だ。どうやら、この領地が荒れているのは魔族がなんらかの悪事を働いている可能性が高そうだ。

　魔族の詳細情報を確認しておく。レベル三五で、前にセーリュー市で見た目玉悪魔と同じ下級魔族らしい。種族固有能力に「飛行」「変身」「分身」「下級魔法耐性」の四つがあり、通常スキルに「精神魔法」「死霊魔法」の二つがあった。

　今度は魔族でマップ検索しなおすと、他に三体の魔族がヒットした。どの魔族もレベル一で、称号に「分体スプリツター」とある。先ほどの下級魔族の「分身」で生み出された存在のようだ。

　これらの分体は「分身」以外の種族固有能力を持ち、通常スキルは「精神魔法」か「死霊魔法」のどちらかだけを保持していた。

　一体がムーノ市に存在し、残り二体は別の街にいるようだ。中でもムーノ市に潜入した一体は執政官に成り代わっているらしい。こいつは要注意だ。

　そういえばセーリュー市にいた魔族は人間に憑依ひよういしていた。

　念の為にマップ検索で状態が「憑依」の者を探してみたら、ムーノ城にいる二人の騎士が「憑依」状態になっていた。

　城にいる騎士の中にはその二人よりもレベルが高い騎士がいたが、色々と比較した結果、賞罰に罪科が刻まれている人間が選ばれている事が判った。そういえばセーリュー市で憑依されていたのも悪人だったっけ。

　うちの子達を危険な場所に放置してまで、こちらから積極的に討伐に行く気はないが、さっきのヒュドラみたいに立ちふさがるなら別だ。その時は全力で退治しよう。

　セーリュー市の迷宮発生事件の時のように上級魔族を召喚されたら面倒だから、魔族や憑依されている者達の全てにマーカーを付けて、怪しい動きがあったら察知できるようにしておこう。

　ムーノ男爵領に滞在する間は、最低でも朝夕の二回くらいはマップで情勢を確認しておいた方が良さそうだ。

　危険な兆候を感じたら、その時はこちらから出向けば良いだろう。

　もちろん、最優先するべきはうちの子達の安全だけどね。




　魔物達の情報をチェックし終わった頃に、リザが戻って来た。

「ご主人様、魔核を回収して参りました」

「ああ、ありがとう」

　受け取った魔核を馬の鞍くら袋から出した袋に入れる。ソフトボールより二回りほど大きいサイズの真っ赤な魔核だ。等級を調べたら、朱九の良質な物である事が判った。

「オレはちょっと休憩してるから、皆を呼んできてくれないか？」

「はい、すぐに行って参ります」

　リザに指示をした後、砦の残ざん骸がいに半ば埋もれるようなヒュドラの巨体の事を思い出した。

「皆が心配するから、この魔物の事は内緒にしておいてくれ」

「畏かしこまりました」

　リザは神妙に頷うなずくと、馬に乗って皆を呼びに向かった。




　オレはそれを見送りつつ、情報収集に戻る。

　今度は「幻想の森」の老魔女から頼まれた手紙の届け先を調べよう。

　巨人で検索した所、見つけたのはたった一人だった。大森林の奥の空白地帯の近くにいたので、彼らの集落がその空白地帯の中にある可能性が高い。

　老魔女の塔もクハノウ伯爵領の空白地帯にあったしね。

　途中までは馬車で向かえそうだが、大森林の奥に進む間道は馬に分乗して移動する事になりそうだ。マップの３Ｄ表示でも確認したので間違いない。間道まで一二日くらいの距離だ。

　続いて、人の分布を確認する。

　人口がやけに少ない。土地は遥はるかに広いのにセーリュー伯爵領よりも人口が少ないようだ。一万を超えるのはムーノ市だけで、他は数千程度までの都市や街しか存在しない。

　街道や領道沿いには沢山の村があるが、ほとんどが人口五〇程度だ。

　そして、前情報を裏付けるように多くの領民達の状態が「飢餓」になっている。

　このムーノ男爵領は亜人差別が徹底しているのかムーノ市には人族しかおらず、他の街や村落でも人族と亜人が混在する場所は皆無だった。

　街道から離れた山間には、百名弱の同種の亜人だけの集落がポツポツと存在している。

　また、西北西の領境近くの山沿いにある「廃坑都市」という場所は、コボルト達が占有していた。クハノウ伯爵領の銀山を襲っていたコボルトもこの都市にいるのと同じ氏族だ。両者の距離は直線でも五〇キロ近く離れているのによく遠征しようと考えたものだ。




　それにしても飢き饉きんは思ったよりも酷そうだ。

　このヒュドラを食糧にできるなら、戦後の食糧難の時代のクジラのように結構な数の人が救えそうなのに……。

　もしかしたら、喰くえるかも。カエルの魔物や噴進狼ロケツト・ウルフだって美味おいしかったし、誰か調理法を知っている人に出会うかもしれない。

　馬の胴体くらいの太さがあるヒュドラの首の一本を、一メートルほどの幅に聖剣エクスカリバーで輪切りにしてからストレージに収納した。

　もちろん、残りの本体もストレージに収納しておく。

　ふと、ヒュドラが食べていた物を思い出して、ストレージに収納したヒュドラの詳細項目をチェックする。胃の内容物は別で取り出せるようだ。

　オレは「落とし穴ピツト」の魔法で、直径五メートル、深さ五メートルの穴を作る。

　そしてそこにヒュドラの胃の内容物──砦の犠牲者達の遺体をその穴に出現させた。目を覆うような状態なのは予想がついたので、目を背けて中を見ないようにした。

　オレは穴の中が視界に入らない場所まで下がってから、もう一度犠牲者達に黙禱を捧ささげ、砦を離れた。




[image: ]称号「墓掘り」を得た。




　砦前の斜面を下り、一〇メートルほど離れた街道で馬を下りて皆を待つ。

　乾いた空気を胸いっぱいに吸い込んで、鉄錆さびたような気分と一緒に吐き出す。

　異世界に来てから人死にに遭遇するのには慣れたつもりだったが、やはり気分の良いものではない。

　御者台で大きく手を振るルルやアリサに手を振り返し、気持ちを切り替えて馬車に駆け寄った。




　　　　◆




　皆と合流後、ナナに馬を返し、オレはルルの操車する馬車の荷台で年少組と手製のトランプを使ったババ抜きに興じて、心の疲れを癒した。

　そして砦前を出発して二時間ほど経った頃、先行していたリザとナナが戻って来た。

「ご主人様、この先の街道脇に数名の男女が座り込んでいます」

「マスター、敵意は無さそうだったと報告します」

　二人が見つけた相手は、その村の村長と孫娘、それから二人の農奴の娘達だ。

　危険な生き物や盗賊なんかがいない事はマップで確認済みだったが、この四人の目的が不明だったので二人に様子を見に行ってもらっていたのだ。

「何かしらね？」

「丁度いいから、生の領民の声を聞いてみるよ」

　訝いぶかしげなアリサにそう答えながら、ストレージの食糧在庫をチェックする。情報提供の謝礼は不良在庫の熊か茶色狼の肉あたりで良いだろう。

　オレはルルと御者を交代し、村長達の待つ村道と街道の合流地点を目指した。

　馬車が視界に入ると、村長らしき男が立ち上がり「お～い」と声を掛けながら手を振ってくる。

　レーダーには彼の孫娘も映っているのだが、視界内にはいない。どうやら、物陰に隠れているようだ。

「何か御用ですか？」

「ワシはこの先の村の村長だ。あんた行商人だろ？」

　村長と挨あい拶さつを交わしながら、彼らの様子を確認する。

　ＡＲ表示では四三歳と表示されている村長だが、見た目は六〇代に見える。状態が「飢餓」だけあって、瘦やせ細っていて顔色も悪い。

　この寒いのに彼は薄汚れたチュニックの上に外がい套とうも身に着けていない。

　街道脇に座り込んでいる二十歳前後の農奴の娘達の衣装はもっと寒そうだ。生成りの貫頭衣一枚しか着ていない上に裸足はだしだ。しかも貫頭衣の丈が短く、普通に歩いているだけで下着が見えそうな長さだ。

　不思議な事に、農奴の娘達の方が村長よりも栄養状態が良さそうだ。瘦せてはいるが、状態が「飢餓」になっていない。

　お互いに自己紹介と時節のやり取りを済ませて、ようやく本題に入った。

「あんたに買って貰もらいたいモンがあるんだ」

「あの農奴の娘達の事かい？」

　オレがそう聞くと、村長は首を横に振って否定した。

「いや、違う。こっちに来い」

「うん」

　街道脇の窪くぼみから這はい出てきたのは彼の孫娘だ。やはり瘦せ細っている。

　彼女は村長の物らしき男物の外套を着込んでいて、長い裾すそを引き摺ずりながらやってくる。

「買って欲しいのはこの孫だ。まだ幼いが村一番の美人だった娘に似て将来は美人に──」

　オレは彼の言葉を遮って確認する。

「自分の孫娘を奴隷に、という事か？」

「この村に残っても餓えて死ぬか、砦の兵隊のオモチャにされて殺されるか……」

　村長が悲痛な表情で言葉を紡ぐ。

　クハノウ伯爵領で聞いた話は単なる噂じゃなかったようだ。

「それならあんたみたいな人の良さそうな商人に買われた方が、よっぽど幸せになれるだろうさ」

　貧しくても家族と一緒の方が良いと思うけど、オレは死にそうなほど餓えた事がないからな……。

　村長が馬車から顔を出した年少組の健康そうな顔を眩まぶしそうに見ている。

「商人様、私を買ってください」

　村長の孫娘が子供にしてはハッキリした滑舌で自分を売り込んでくる。その表情は真剣で、こちらが気後れするほど必死だ。

「お願い！　私が売れたお金で食糧が買えれば、何人もの幼い子供達が冬を越せるの」

　村長の孫娘が顔の前で手を組んで懇願する。

　アリサがハラハラした目でこっちを見ているが、この子を買う気はない。

「──悪いけど、奴隷は間に合ってるんだ」

　もっとも、うちの子達は奴隷というよりは家族みたいな感じだが。

　オレの取り付く島も無いキッパリした態度に、村長の孫娘が絶望したように顔を伏せる。

　それを興味深そうに見ていた農奴の娘が立ち上がる。

「村長、もう交渉していい？」

「……ああ」

　農奴の二人がボロい服を脱いで裸身を晒さらす。色っぽいというよりは、瘦せすぎていて痛々しい感じだ。

「むぅ、破廉恥」

「ちょ、ちょっと！」

　アリサとミーアが馬車の中から飛び出してきて、オレの目を塞ふさいだ。

「さ、さっむぅ」

「今日は一段と寒いね」

　農奴の二人が一瞬だけ身体を竦すくめて寒さに身体を震わせるのが、アリサとミーアの指の間から見えた。

　そりゃ、冬の最さ中なかに屋外で裸になったら寒いだろうさ。

「商人さん、春を買わない？」

　年上の方の農奴の娘が変なポーズを付けてそう売り込んでくる。

「代金は銅貨一枚かこの小袋一杯の穀物か芋で良いよ」

「あ、もちろん、肉なんて大歓迎！　兎や鳥なんて贅ぜい沢たくは言わないからさ。ネズミでも魔物でも、肉なら何でも良いよ」

　年上の娘の言葉を補足するように、年下の娘が言葉を続ける。

　魔物の肉か……。

　丁度良い、どんな種類の肉が食べられるのか教えて貰おう。

「魔物の肉かい？」

「うん、虫の魔物は大体マズイけど、バッタとかコオロギの魔物の脚とかは美味しいんだ──」

「この周辺では食糧が不足してるんだ。農奴に無理矢理食べさせてる訳じゃないぞ」

　年若い娘の言葉を遮って村長が言い訳を口にする。

「セーリュー市でもワイバーンを食べてたし、オレも食べた事があるから偏見は無いよ」

　オレの言葉に村長が胸むねを撫なで下ろす。

　皆と噴進狼ロケツト・ウルフの肉を食べる前だったら、顔を顰しかめていたかもしれないけどさ。

「春も奴隷もいらないけど、別のモノなら買うよ」

「別の物？　こんな辺へん鄙ぴな村に売れるようなモンなんて、他には……」

「売って欲しいのは情報だ」

「情報？」

　訝しげな村長に首肯する。

「ムーノ男爵領の情勢なんかを判る範囲で教えて欲しい」

「ワシはしがない農民だ。自分の村と付き合いのある村の事くらいしか」

「それで充分だ。情報の対価に茶色狼の肉を進呈しよう」

　オレの言葉に農奴の娘達が抱き合って喜ぶのが、アリサとミーアの指の間から見えた。

　いいからキミ達は風邪をひく前に服を着ろ。




　村長から聞いた村周辺の情報はなかなか深刻だった。

　不作が三年も続いているせいで、村周辺の野草や木の実も取り尽くし、そのせいで獣が山奥に移動してしまい、採取範囲を広げようにも魔物が出没して犠牲が出るばかりらしい。

　この周辺の魔物はレベル一〇以上あるので、農具で狩るには相手が強すぎるのだろう。

「それでも秋口に村の娘を幾人か奴隷商人に売ったお金で、冬支度はなんとか済ませる事ができたんだが……」

「盗賊でも出たのか？」

　村長が言葉を濁したのだから男爵サイドの理由だと思うが、続きを話しやすいように振ってみた。

「いや、この辺の盗賊達は元々食い詰めた近隣の村落の若者達さ。冬の蓄えを盗みにくるほど非道じゃない」

「だよね～、あたし達のお客はその盗賊達だもん」

「砦とりでの兵隊と違って、した後で、ちゃんと御飯くれるんだ」

　なるほど、この子達が「飢餓」状態になっていない理由はソレか。

「こっちだと盗む相手がいないから、となりの領地に遠征してるって言っていたよ」

「最近は銀山で戦争しているから、遠くの街まで行ってるんだってさ」

　色々と教えてくれる農奴娘達に礼を言い、村長との会話に戻る。

「なら、魔物でも出たのかい？」

「それなら諦あきらめもつくさ。男爵の娘が輿こし入いれする祝い金だって言って、徴税官が冬の蓄えを三割ほど持っていったんだ」

　そう言って村長が重いため息を吐いた。

　しかし、六〇人ほどの村人の越冬の食糧の三割って、祝い金のレベルじゃないと思う。徴税官あたりが勝手に自分の取り分を上乗せしていそうだ。

「陳情とかはしなかったのか？」

「そんな事をしたら村ごと農奴にされちまうよ」

「まさか」

「本当だよ、トンザ村って言ったかな？　村ごと農奴にされちまって、今は誰も住んでないよ」

　試しに村長から聞いた村の名前でマップ検索したら、ムーノ市の近くにある街で元村人が全員奴隷となって存在していた。どうやら実話らしい。

　魔族が暗躍しているにしても酷ひどい話だ。

　ちょっとした好奇心が湧いたので、ついでに聞いてみた。

「男爵令嬢の輿入れ先は知っているかい？」

「徴税官の野郎の話だと、勇者様だとさ」

　──勇者？

　領内をマップ検索するが、勇者の称号を付けている者はいない。どうやらニセモノのようだ。

「ねぇ、村長さん。男爵の娘って何歳くらいなの？」

　静かに話を聞いていたアリサが、身を乗り出して会話に割り込んできた。

「一九歳と二四歳の娘が居たはずだ」

「そっか、ありがとう。話の邪魔してごめんなさい」

　村長の言葉に満足したのか、アリサが馬車の中に引っ込んだ。

「眉まゆ唾つばもいい所だが、徴税官がそう言っていたのは本当だ。なんなら隣村の村長にも聞いてみな」

「そうか、ありがとう。謝礼を用意するからちょっと待ってくれ」

　オレはそう告げて馬車の荷台に乗り込んで、格納鞄経由でストレージから狼肉を取り出す。もちろん、むき出しの生肉だと手が汚れるので、内側に蠟ろうを塗った防水の袋に詰めてから取り出した。

　村人が六〇人ほどだから、六〇キロもあれば充分だろう。

　米俵二個分くらいの袋を取り出して、村長の前に置く。

「おおっ。こ、こんなに沢山」

　袋の中を覗のぞき込んで驚く村長の周りで、農奴娘達が「わ～い」と無邪気に喜んでいる。村長の孫娘は驚きすぎたのか、手をわたわたと振って挙動不審な喜び方をしている。

　さらに同サイズの袋を二つ積み重ねてやる。

　村長が驚きすぎて尻しり餅もちをついた。

　情報料には少し多かったかもしれないが、在庫処分みたいなものだから別に良いだろう。




　出発後、御者をルルに任せて荷台のアリサに話しかける。他の子達は静かだと思ったら、三人でくっついて眠っていた。

「さっき、令嬢の年齢を聞いていたのはどうしてなんだ？」

「あれは勇者が本物か確認したかったのよ」

　アリサの答えにオレは首を傾げる。

「あの質問でどうやって本物か判るんだ？」

「前にわたしが勇者と会った事があるって言ったのを覚えている？」

　オレはその言葉に首肯し、その日の事を思い出して顔を顰める。

　裸の幼女に押し倒された黒歴史を脳裏から振り払う。

「何よ、その顔」

「そんな事より先を話せ」

　オレがぶっきらぼうに促すと、アリサはオレの横まで来てペタンと腰掛ける。

「その勇者なんだけど、幼女趣味ロリコンなのよ」

「──は？」

　意外な言葉にアリサの顔を覗き込む。

　アリサが目を閉じてキスをねだるポーズをしたので鼻を摘つまんで先を促した。

「ふがっ。もう、ちょっとくらいいいじゃない。えっとね、祖国のお城で勇者ハヤト・マサキに会った時の事なんだけど。わたしを見るなり『ＹＥＳ！　ロリータ、ＮＯ！　タッチ』とか奇声を上げて、横にいた従者の女性に殴られてたわ」

　アリサが辟へき易えきした表情で語る。

　──お前も同類シヨタじゃないのか？

　そんな事を呟つぶやきそうになったが、本題から逸それるので我慢した。

「なるほど、それでさっきの勇者がニセモノだと判断したわけか」

「そういう事。勇者についてもっと語る？」

「いや、今度聞かせて貰もらうよ」

　この領地には勇者がいない事は判っているし、変人の情報はヒマを持て余している時で良いだろう。




　　　　◆




　夕方までに道中にあった二つほどの村で、最初の村と同じように情報収集と食糧の提供を行った。

　新しい情報は出てこなかったが、最初の村の村長の話と似た話が聞けて彼の話の信憑性しんぴようせいが高くなったので良しとしよう。

　茶色狼や熊肉のストックはまだあるが、この調子だとすぐ無くなりそうだ。

　最初の村の農奴娘が魔物の肉を食べるような事を言っていたので、夕飯の前に今朝退治したヒュドラの肉を試食してみる事にした。

　格納鞄経由でストレージから取り出した輪切りのヒュドラの肉を折りたたみテーブルの上に置く。

　野営の準備をしていた皆が、その音に振り返った。

　特にタマとポチがわくわくした顔で肉の塊を見つめている。

「ご主人様、もしかしてこれは……」

「食べられるか判らないけど、一度試食してみようと思うんだ」

　体表の色からヒュドラの肉だと気がついたリザが、啞あ然ぜんとした顔で尋ねてくる。

　鑑定した範囲では毒は無かったので大丈夫だと思う。一応、血は洗い流してから調理すれば良いだろう。

　リザが調理し易いサイズにしてくれるというので任せたのだが、ナイフを片手に苦戦している。

「硬いのかい？」

「はい、傷つけるくらいはできるのですが、この外皮がなかなか切れません」

　へー、それなら、この皮で防具とかを作ったら良いものができそうだ。

　オレは横で見学していたルルから包丁を受け取って、輪切り肉を解体する。普通の包丁で外皮を無理に切ろうとすると刃が欠けそうだったので、食道の空間を利用して内側から肉をそぎ落として試食分を確保した。

　ついでに農奴娘が美味おいしいと言っていたバッタ系の魔物の後脚も試食対象に選んだ。こいつは「揺り篭クレイドル」事件の時にハルバードで惨殺しまくった魔物の一部だ。

　カニの甲殻を硬くしたような感じなので、鋼鉄製の片かた手て斧おのを格納鞄から取り出して一〇センチ幅で切断する。

　さらに縦に真っ二つに裂いて食べ易いように加工しておく。中身は黒地に疎まばらに緑のスジが入った繊維質の身だ。色が白かったらカニみたいだったのに。

　ヒュドラの肉片と蟲むしの後脚に塩を振ってから、金網の上に配置して火に掛ける。どんな味の肉か判らないので味付けは最小限にした。

　ルルが調理過程を見逃すまいと真剣な表情でオレの横から覗き込んでいる。研究熱心で結構な事だ。

　なるべくルルが見やすいように注意しながら調理を行う。

　皆に見守られながら焼きあがった肉を、金属製のトングで皿に移す。このトングはセダム市で新調した物だ。

　まずは、ヒュドラの小さな肉片から試食しよう。

　ポチやタマが口を大きく開けて、ぽかんと見上げてくるので食べ辛づらい。

　だが、安全を確かめてからじゃないと与えるわけにはいかない。

　オレは少し後ろめたく思いながらも、口に入れたヒュドラの肉を咀嚼そしやくする。

　──意外に美味い。

　兎肉と鶏肉の中間のような味だ。鶏肉のような淡泊な味だが、予想していた鰻うなぎや穴子のような系統の淡泊さではなく獣っぽい感じの淡泊さだ。

　噴進狼の肉の方が好みだが、調理法やタレさえ確立すれば更に美味しく食べられそうだ。

　ログを確認したが、特に異常は検知されていなかった。

　続いて蟲の後脚を金網から取り上げる。見た目が色違いの焼きガニのような感じだが、匂いが青臭い。取れたてのネギを焼いたような匂いだ。

　ナイフで内側の肉をカニカマくらいのサイズに削そぐ。

　それをフォークに突き刺して色合いなどを確認する。焼いて更にどす黒くなった肉を焚たき火びにかざして検分する。これを口にするのはなかなか勇気がいる。

　思い切って口の中に放り込む──食感がゴムのようだ。

　味自体は悪くないが、美味いとも言いがたい。緑色のスジの部分を食べると変なエグミがあるので、そこは調理時に除去するようにした方が良いだろう。

　代用食としては充分だと思うが、常食したいとは思えない感じだ。

　念の為、ログを確認したが、こちらの肉も安全みたいだ。

「みんなも食べてみるかい？」

　言わずもがなだと思うが、スコールのようなＹＥＳの返事を受けて、皆にも試食してもらった。

　アリサが目を細め、タマが耳と尻しつ尾ぽをピンッと立て、ポチが手と尻尾をぶんぶんと振る。

「ぅんまい。何の肉か聞くのが怖いけど美味しいから許す」

「ばりま～」

「肉はやっぱりサイキョーなのです」

　アリサ、タマ、ポチの三人はヒュドラ肉を食べ終わって感想を言い合っている。タマはアリサに教えられた変な言葉で。たぶん、「バリ美味うま」と言いたかったのだろう。

「実に美味です。調理法は何が良いでしょう？」

「はぁ……美味しかった。兎っぽいからやっぱりシチューでしょうか？」

「串くし焼やきも良いと提言します」

「シチューも良いですが、大きな肉でしたので中に野菜を詰めて蒸し焼きというのも美味しそうですね」

「それはちょっと豪華すぎませんか？　お祭りみたいです」

　リザ、ルル、ナナはヒュドラ肉に舌鼓を打った後に、その調理法の意見を楽しそうに出し合っている。

　リザの提案していた蒸し焼きは美味しそうだ。材料は売るほどあるから、ぜひ一度作って欲しい。後でそれとなくリクエストしておこう。

　今は肉が食べられなくて、一人だけ蚊帳かやの外でご機嫌斜めのミーアの相手が優先なのだ。

　好き嫌いならともかく、種族的な問題で肉が食べられないのは可哀相だからね。

「むぅ」

「そんなに膨れたら顔が元に戻らなくなるよ」

「サトゥー」

　膨らませたミーアの頰を突つつきながら、彼女の前にハンカチに包んだドライフルーツを差し出す。

　セダム市で仕入れた果物で作った自家製だ。

　ルルが仲良くなっていた宿の小間使いのおばちゃんに教えて貰って作った物だ。

「おいし」

「これは何に使ったら美味しいと思う？」

「難しい」

　ミーアは両手で持ったドライフルーツをチビチビと大切に齧かじりながら、眉まゆを寄せて黙考を始めた。

　オレはドライフルーツを食べる習慣がなかったので、そのまま食べるかヨーグルトやシリアルに投入するくらいしか思いつかない。なので、調理方法はミーアに丸投げした。

　そんな感じで試食会は続き、蟲の後脚は──。

「ぐにゅにゅ～？」

「この肉の人はテワゴイのです！」

「歯ごたえが良いですね。このエグミを上手く処理できれば格段に美味しくなるでしょう」

　獣娘達に「歯ごたえが良い」という理由で受けていた以外は微妙な評価だった。

「この硬いのはスジ切りをするか、もっと薄くスライスするしか無いですね」

「うげっマズっ。ミンチにしたらマシだとは思うけど、そこまで手間を掛けて食べたくない味だわ」

　ルルはマズさに身を震わせながらも料理方法を検討していた。アリサも顔を顰しかめつつルルに改善案を提示している。

「マスター、口直しを希望します」

　ナナはエグミがよほど嫌だったのか、どよんとした顔で腕に縋すがり付いてくる。

「もうすぐ夕飯だから、それまで待ちなさい」

「はい、命令を受託します」

　水の入ったカップをナナに渡してそう窘たしなめた。

　蟲の脚は失敗だったが、勝率五〇％なら上等だろう。ヒュドラ肉はなかなか美味かった事だし、明日あしたになっても腹痛を訴える者がいなければ、明日から一日一食ずつくらい色々な魔物の肉を試食していこうと思う。

　なお、今日の夕飯はセダム市で買っておいた兎の肉と野菜をたっぷり使ったシチューが主菜だった。

　今晩の調理当番もルルだったのだが、既に調理スキル持ちのリザよりも美味しい料理を作れるようになってきている。将来が楽しみだ。




　食後の片付けを皆に任せ、オレはマップを開いて野営地周辺の状況を確認している。

　先ほど、食事中にレーダーに不死の魔物アンデツドが出現ＰＯＰしたのを見つけたので、その詳細を確認しているのだ。

　昼間にはいなかったはずなので、夜中になると現れるのかもしれない。

　街道沿いを始め幾つかの廃村らしき場所に、レベル一ひと桁けたの骨の魔物スケルトンやレベル一〇前後の幽霊ゴーストや、レベル二〇台の怨霊レイスなどが徘はい徊かいしていた。

　いつもは就眠時間に使う魔物避よけの粉を焚き火に投入する。

　不死の魔物アンデツド達も魔物避けの粉が出す煙は苦手なようで、レーダーに映っていた幽霊ゴーストが一定距離まで離れていった。その後もこちらに近寄ってくる様子は無い。

　さて安全性を確認した所で、片付けを手伝おうと顔を上げたのだが丁度終わるところだった。

「ご主人様、何か御用はございますか？」

「特に無いから自由時間で良いよ」

　代表して尋ねてきたリザにそう答える。

　獣娘にナナを加えた前衛陣が野営場所の近くの草原で木剣や木槍やりを使った訓練を始め、ミーアとアリサは焚き火の前で顔を突き合わせて、次にオレに作らせる呪文のアイデア出しに勤いそしんでいる。

　ルルはズボンに着替えて焚き火の横の敷物の上でアリサから教わったというヨガのような体操をやりだした。

　馬車の旅だと運動する機会が減るので、ストレッチをするのは体に良いと思う。できれば、運動不足のアリサやミーアにもさせたいところだ。




　そんな皆の様子を確認した後、オレは敷物の端に座って魔法道具製作用の器具を並べ始めた。

　これから作るのはアリサにリクエストされていたコタツだ。

　八人も入れるようなコタツだと格納鞄に出し入れができないので、二人用のコタツを四つ作って連結できるようにしようと思う。

　セダム市で買った木材を使ってテーブル部分をサクサクと作っていく。

　スノコよりも難しいが、木工スキルの補助があるせいか、意外になんとかなっている。

　脚の部分とコタツの加熱部分を取り外し可能になるように設計する。

　加熱部分の安全性を保つのがなかなか難しい。服などが入り込まないように金属網で塞ふさいで、その金属網に触れないように外側に木枠を取り付ける。

　金属網は魚や肉を焼く為に買ったのが大量にあったので流用してみた。

　これで怪我をしにくいはずだ。木枠に足をぶつけるアリサやポチの姿が脳裏を過よぎったので、木枠を面取りして足をぶつけても大丈夫なように工夫した。

　続いてコタツ用の加熱回路をテキパキと作っていく。魔力を供給する時にコタツの中に顔を突っ込まないといけないが、外部にケーブルを出すのが面倒だったので工夫は省略した。今度大きな都市に寄ったら、ケーブルにできそうな品を買い集めるとしよう。

　後は上に乗せる天板か……。

　馬車の向こうに直径一メートル半くらいの岩があったので、聖剣エクスカリバーでスライスして厚さ五ミリの石板を四枚ゲットした。

　さすが、聖剣。石板の切り口が研磨したように滑らかだ。このままだと格納鞄に収納できないので、コタツの大きさにカットしておく。

　テーブルの方も分解して収納できるように加工しておく。固定用のネジを工具要らずに作るのが少々面倒だった。

「アリサ、完成したぞ」

「えっ？　今作ってたの？　まだ二時間も経ってないよね？」

「ゼロから作ったわけじゃないし、有り物を活用したからな」

　驚くアリサに内心ちょっと得意になりながら、敷物の上にコタツを置く。

　一緒に持ってきた格納鞄の中から、アリサが昨日作っていたコタツ布団を出して本体と石板の間に挟んで完成だ。

　オレがコタツ内部の発熱回路に魔力を注ぐと、ふんわりとした柔らかい熱がコタツの中に生まれる。

　入って良いと告げると、アリサとミーアがすかさずコタツに足を突っ込んだ。

「うっは～、やっぱ冬はコタツよね～」

「ん、蜜み柑かん欲しい」

　エルフの里には蜜柑があったらしい。ミーアを送り届けた時に忘れずに分けて貰もらおう。

　そこにヨガもどきを終えたルルが、汗を拭ふきながら興味深そうに尋ねてきた。汗で張り付いた髪がちょっと色っぽい。大人になったら、危険な魅力を放ちそうだ。

「これがコタツですか？」

「そうだよ、ルルも入ってごらん」

　オレが勧めると遠慮がちにルルがコタツに足を入れて喜ぶ。

　さらに前衛陣が戦闘訓練を中断して、興味深そうに寄って来た。

「これもご主人様がお作りになられた魔法道具ですか？　素晴らしい物ですね。夜番が楽しみです」

「こたつ～？」

「中が暖かいのです」

　タマとポチが横から頭を突っ込んで、興味深そうに匂いを嗅かいだり、ペタペタと触ったりしてコタツの中を確認していた。

「マスター、全員で入るには小さいのでは？　と問います」

「同じものが、他にも三つあるんだよ」

　ナナの問いに、少し離れた場所にある解体状態のコタツを指し示した。

　この後、前衛陣の訓練は中止となり、オレの指導によるコタツの組み立て、および解体の練習会となった。

　それらが問題なくできるようになった後に魔力の充塡じゆうてんもやらせてみたのだが、獣娘とルルの四人には上手くできなかった。

　ルルやリザは点火魔具テインダー・ロツドを使った事があるのだが、あれはスイッチを押すと自動的に魔力を吸い上げるタイプなので要領が違うのだろう。

「大丈夫、そのうちできるようになるよ」

　オレはそう言って、できなかった子達を慰め、夜番のシフトを再調整する。

　魔力充塡ができない子達ばかりだと、暖房が止まって寒いからね。




　その日の深夜、ナナと一緒の夜番だ。

　害を為すような獣や魔物が周囲にいないので、なかなか取り掛かれなかった実験に着手する事にした。念の為、ナナに「探知ソナー」の理術で周辺警戒を頼んでおく。
















　オレはかまくら型防御壁の外に出て作業準備を始める。

　今回チャレンジするのは、セダム市で手に入れた「聖剣」のレシピだ。

　アリサのヒントで解読できた暗号に書かれていたのは、「聖剣」の製作に必ひつ須すの特殊な回路液サーキツト・リキツド──資料では「青液ブルー」と書かれていた──の作り方と、「青液」を使った鋳造聖剣の作り方だ。

　この「青液」の方はなんとか作れそうだが、鋳造聖剣の方は鋳造設備や色々な種類の魔法の達人の協力が必須らしいので当分作れそうにない。

　ただ、トラザユーヤ氏の残した資料にある鋳造魔剣の作り方に酷似していたので、「青液」自体は他の魔法道具にも転用ができそうだ。

　そこでトラザユーヤ氏の資料を漁あさって、聖碑の作り方というのをピックアップしてみた。

　これは村落を魔物から守る結界柱のエルフ版ともいうべき物で、魔物を寄せつけない効果があるらしい。効果半径は結界柱の半分くらいだと資料に書いてあった。

　聖碑のレシピは何種類かあり、魔力を通した時だけ効果のある一番簡単な物を選んだ。

　ストレージを検索して手持ちの素材で足りる事を再確認する。

　──よし、これで作ってみよう。

　まずは「青液ブルー」からだ。

　普通の魔法道具を作る時に使う一般的な回路液サーキツト・リキツド──魔液リキツドと似た素材だが、「青液」は安定剤として宝石と黄金の粉末を、魔核の粉の代わりに竜鱗粉ドラゴン・パウダーを使う。

　特に竜鱗粉は希少らしく、レシピが判った時点でセダム市の魔法道具屋や錬金術店を確認してみたが、どこにも売っていなかった。

　幸い、獣娘達とセーリュー市の迷宮を探索中に見つけた竜鱗粉の小瓶があったので、竜の谷の戦利品の中にあった鱗うろこに手を付けずに済みそうだ。

　オレはレシピの手順に従って調合と錬成を始める。

　思った以上に難易度が高い。ちょっと気を抜くと竜鱗粉が分離しようと変な振動を始めるので、注意深く魔力の流れを調整しないといけない。

　──集中だ。サトゥー！

　そして、とても長い数十秒を経て「青液」が完成した。




[image: ]「精密魔力操作」スキルを得た。




　これも気合を入れて集中したお陰だろう。完成した「青液」が劣化したら嫌なので、ストレージに一時退避させておく。

　次に聖碑の魔法回路を刻む為の薄い石板を用意する。この石板はコタツを作った時の端材だ。

　鋭い金属棒で石板に回路図のような線を引いて、布で拭いて表面の埃ほこりや汚れを拭ぬぐう。

　ストレージの中で精密刻印棒に「青液」を充塡する。

　この精密刻印棒は細い溝の付いたペンで、この溝に入れた回路液サーキツト・リキツドで、細かい魔法回路サーキツトを描く為の道具だ。

　ストレージ内の品質が変化しない特性を生かして、できたてを維持したままの「青液」で回路を描いていく。

　この「青液」は普通の「魔液」よりも固まるのが早いようだ。お陰で細かい回路が描きやすいが、オレみたいにストレージがなかったらとんでもなく難易度が高いんじゃないかと思う。

　完成した魔法回路に魔力を通してみる。

　今回は回路が微細なので、塩粒を箸はしで摘つまむような繊細さで魔力を注ぐ。

　先ほど入手したばかりの精密魔力操作スキルを使って、一ポイント未満の魔力、小数点以下二ふた桁けたくらいの精度で魔力を通すと、回路からぼんやりとした青い光が漏れ始めた。

　聖剣から漏れる青い光にどこか似ている。

　この光の色が「青液ブルー」という名前の語源だろう。

　普通の魔法回路は赤系の光を漏らしていたから、区別がしやすい。

　丁度、一ポイントほどの魔力を注いだ所で、聖碑の魔法回路が働き始める。そのまま少しずつ魔力の供給量を増やし五ポイントほどで終了する。

　魔法回路を中心に直径一メートル、高さ六メートルほどの青い光の柱が生まれた。

　一見、ただの光柱だが、角度によって光の中に魔法回路を映したような魔法陣が幾重にも見える。

　そこに周辺警戒をしていたナナが、かまくら型防御壁から出て来た。

「マスター、『探知ソナー』の魔法に映る魔物が急に消滅したと報告します」

　オレは視界の隅に縮小表示していたレーダーに視線を移す。

　確かにレーダーの端の方に映っていた魔物が消えている。

「この光柱に魔物避けの効果があるんだよ」

「マスター、私の情報ライブラリには青い魔法光を発するのは聖剣だけだと記述されています」

　ナナが光柱を眺めて無表情のまま首を傾げる。

「ああ、聖剣と同じ素材を使っているからね」

「なるほど……綺き麗れいです」

　コクリと頷うなずいたナナが視線を光柱から離さない。どこかうっとりと見み惚とれているような雰囲気だ。

　とりあえずナナはそのままにして、光柱の性能を確認する。

　マップを確認すると、五〇〇メートル以内の魔物がいなくなっていた。五〇〇メートルの環状に、聖碑の効果圏内から逃げ出した魔物が密集している。

　ログを確認すると先ほどの発動で、幽霊系の魔物を何体か倒してしまっていたようだ。蟲系の魔物は倒していないし、実体を持つ骨の魔物スケルトンは少数しか倒していないので、非実体系の不死の魔物アンデツドには特効があるようだ。

　──さすが聖剣用のレシピだけはある。

　さて、「青液」を使った聖碑の効果範囲だが、結界柱の効果範囲が半径一〇〇メートルもないはずだから、資料に書かれていた普通の聖碑の一〇倍以上もあるようだ。

　いつも使っている魔物避よけの粉の効果範囲は風任せな所があるので、聖碑の効果範囲が広いのは嬉うれしいのだが、問題はこの目立つ光柱だ。

　これだけ光柱が高いと、近隣の村から見えそうだ。

　魔力操作を使って聖碑の魔力が抜けないか試してみる。

　ナナに魔力を循環する時の要領で、自分自身も回路の一部になったように魔力を循環させる事で少しずつ魔力を抜けた。

　一いつ旦たん全ての魔力を抜いてから、再装そう塡てんしようと思ったのだが……。

「マスター、光が消えたと報告します」

　無表情なままのナナが、どこかしょんぼりした雰囲気で報告してきた。

「ナナが魔力を供給してみるか？」

「イエス、マスター」

　そう勧めてみるとやる気に満ちた声で聖碑に魔力を流し始めた。

　暖房回路よりも繊細だから魔力を流しにくいのか、ナナの額に汗が浮く。

　やがてコツが摑つかめたのか、聖碑の魔法回路が淡い青い光を放ち始める。そして、二メートルほどの高さで光柱の成長が止まった。

「そのくらいで良いよ」

「はい」

　少し乱れた息をするナナにハンカチを渡して汗を拭かせる。

　ナナの魔力を確認したら三割ほどが失われていた。

　アリサに以前聞いた情報からの推測で、ナナの魔力総量は七〇ポイントくらいあるはずだから、少なくともオレの二〇倍近い魔力を消費した事になる。光柱のサイズから考えたら、もっと差異があるかもしれない。

　どうやら、オレの魔力供給効率は他の人とかなり違うようだ。

　ロスなく供給できるにしても倍率が違いすぎる。恐らく同じ一ポイントの魔力でも密度のようなモノが違うのだろう。

　魔法の効果の大きさから考えても、そちらの方がありそうだ。

　なお、ナナが魔力供給した聖碑は朝まで効果を保ち続けた。

　夜番の間に検証したが、光を遮ったり、防御壁で完全に覆っても効果を発揮していた。

　明日あしたからは遮光カーテンで筒を作って、その中に聖碑を置いて魔物避けに使おう。

　魔物避けの粉の不良在庫が大量発生したが、そのうち使う機会もあるだろう。邪魔になる物でも無いしストレージの片隅に死蔵しておこう。




　寝る前にマップを確認した所、魔族の分体が三体から一体に減っていた。

　その代わりに魔族本体がレベル三五から三七に変化していた。どうやら分体を一体作るとレベルが一つ減り、分体を体に戻すとレベルが一つ戻るようだ。

　もし騎士に憑依ひよういしていたのがこいつの分体だとすると魔族のレベルは最低でもレベル四〇あると考えた方が良さそうだ。







　少年少女盗賊団と開拓村





〝サトゥーです。「お家再興の隠し資金」を探す宝探し番組を見るたびに、当時の年貢は大変だったんだろうな、と場違いな感想を抱いたものです。もっとも今の税金も充分大変ですけどね。〟






「とー、なのです！」

　小剣を構えたポチの突きが盗賊の親玉の足を貫く。

「舐なめるな小娘！」

　ポチを叩たたき潰つぶそうと親玉の持つ斧おのが振り上げられる。

「むぅ」

「えい～」

　そこへミーアが短弓から放った矢とタマの投げた石が親玉の腕に命中し、ポチへの攻撃を中断させる。

「ぐっ、この程度で、この──」

　親玉がふらつきながらも、こちらを怯ひるませようと声を張った所に、アリサの精神魔法「精神衝撃打マインド・ブロー」が不意打ちで叩き込まれる。

　意識を刈り取られた親玉が糸を切られた操り人形のように地面に倒れた──。




　盗賊達をアリサの魔法で昏こん倒とうさせてから、武装をはぎ取り縄で縛って街道横の草地に集めた。

「それで、こいつらはどーすんの？」

「この辺だと、どうするのが普通なんだ？」

　アリサがそう問いかけて来たので、こちらの常識を尋ねてみた。

　これまでに出会った盗賊は賞罰欄が綺麗な村人ばかりだったので、適当に痛めつけた後に武装解除してオレの威圧スキルとアリサの「恐怖フイアー」の魔法で怖がらせて追い払っていた。

「面倒な場合は、首を落とすのが普通です。街や都市の衛兵に盗賊の首を渡すと、盗賊退治の報奨金が出ます」

　オレの質問に答えたのはリザだ。

　なかなかバイオレンスな回答が返ってきた。もうちょっと穏便な手段が欲しい。

「面倒じゃない場合は？」

「生きたまま都市に連行します。その場合、盗賊達は犯罪奴隷として奴隷商人に売却され、捕縛した者に売却額の半分が報奨金に上乗せして支払われるのです」

　なるほど、後者の場合、治安が良くなる上に労働力も確保できるのか。契約コントラクトスキルによる奴隷契約があるからこそだろう。

「じゃ、さっき通過した街まで戻る？」

「いや、穴を掘って捨てていく」

　あの街の衛兵も、盗賊と同じく性犯罪や殺人などの重い罪を犯しているようなので、近寄りたくない。無実の罪を着せられて馬車や荷物を奪われた上に、うちの子達に良からぬ事をされそうだ。

「この人数を？」

「ああ、魔法ならすぐだ」

　オレはそれを証明するように「落とし穴ピツト」の魔法を使って、盗賊達を簡単に脱出できないような穴の底に閉じ込めた。

　安全が確保できたので、ルルや馬車を守っていた「防御壁」を解く。

　ルルには馬車と一緒に馬達の事を任せておいたのだが、何やら暗い表情をしている。

「ルル、大丈夫かい？」

「は、はい……」

　優しい子だから、目の前で行われた戦闘で人が傷ついたのを見てショックを受けたのかもしれない。

　戦利品の仕分けをしていたタマが、何かを見つけてオレの方に掲げた。

「ガボの実～？」

　タマの手には拳こぶしサイズのカボチャを赤く塗ったような根菜が摑まれていた。

　たしか、ガボの実はマズい代わりに栄養豊富で量産が利くという話だから、このムーノ男爵領で栽培されていても不思議じゃない。

　ただ、ゴブリンの大好物らしいので、都市などの外壁に囲まれた場所でしか栽培できなかったはずだ。

　なんとなく先ほど通過した街を検索してみたら、大量に栽培されている事が判った。栽培場所から見て街の三分の二にあたる面積が畑に変わっているようだ。

　飢き饉きんの続く領地ならなんの不思議もないが、魔族が執政官に成り代わっているムーノ男爵領だと何か裏がありそうだ。

　領内をゴブリンで検索したら、ムーノ市近くの大森林にデミゴブリンの小集落を五つほど見つけた。各小集落は三〇ほどで大森林に分散しているので、わざわざ繁殖させているわけではないようだ。

　それにしてもゴブリンじゃなくて『デミ』ゴブリンなのか。

　デミは確か亜種という意味だったはずだから、ゴブリンの亜種という事になる。魔物の亜種と聞くと強いイメージがあるが、レベル一から三の雑魚ざこなので多少強くても問題ない。

　デミゴブリンやガボの実についてはこの辺でいいだろう。

　仕分けの終わった戦利品を格納鞄に詰め込んで、オレ達はその場を後にした。




　　　　◆




　そして更に二日後、ムーノ男爵領に入って六日目の昼過ぎ。

　オレ達は困った盗賊に遭遇していた。

「これ？　さっき言ってた少年少女盗賊団って」

「……ああ、そうみたいだ」

　五人の幼女達が街道に寝転んで、馬車の行く手を塞ふさいでいた。

　なんとしてでも馬車を止めたかったのだと思うけど、無謀にも程がある。

「動くな！　森の中から一〇人の射手が馬を狙っているぞ」

　森の中から少年が変声前の高めの声で脅してきた。

　リザが馬車をガードする為に少年少女盗賊団との間に馬を進め、ナナが御者台のオレとルルを守る位置につく。

　もちろん、少年の言葉はハッタリだ。マップ検索で彼らが弓やスリングを持っていないのは確認済みだ。投石用の石は持っているようだが、子供の投げる石なら迎撃もたやすい。

　リザとナナには危なくなるまで手を出さないように指示してある。

「命が惜しかったら食い物を置いていけ！」

　そう精一杯の要求をしてくる少年だが、その後がいけない。

「イモがいい」

「ここは干し肉を置いていけ！　だろ？」

「パンも食べてみたい」

「雑草じゃなきゃなんでもいいよ」

「バカッ、お前達は黙ってろ」

「バカって言った方がバカなんだよ？」

「いいから黙ってろ」

　年少の子供達のお喋しやべりのような要求が、全てを台無しにしている。

　後で食糧を与えるとして、今は進路の確保だな。

「ポチ隊員、タマ隊員、路上の幼女達の排除を命じる。怪我をさせないようにね」

「あいあいさ～」

「らじゃなのです」

　タマとポチがアリサの教えた軍隊式っぽい敬礼をして飛び出していった。

　オレも一緒に馬車を降りて、馬車の進路を塞いでいた小さい子を摑つかんで、森の中の他の子の所に怪我をしないようにふわりと投げる。

　幼女を投げつけられた子供達が慌てて受け止めているのが見える。

　次の子に視線を落とすと、排除に向かわせたはずのタマとポチが幼女達の傍にちょこんと座って、彼女達の顔を覗のぞき込んでいるのが見えた。

「お腹減ってる～？」

「ぐるぐるなのです」

　タマとポチがポケットをごそごそと探って、見つけた干し肉や焼き菓子の小さな欠片かけらを幼女達に食べさせ始めた。

「おにくだぁ」

「おいし」

「ありがと」

　幼女達が小さな声で口々に歓声を上げる。

　オレの視線に気がついたタマとポチがキョロキョロと挙動不審に周囲を見回した後に、オヤツを与えた幼女達を慌てて路肩の森の中に運搬していった。

　路上に一人取り残された女の子が慌てて二人を追って森に入っていく。

「お前らだけズルいぞ」

「ボクもお肉食べたい」

　森の中では子供達が暢のん気きにケンカを始めてしまった。

「なかよく～？」

「ケ、ケンカはダメなのです」

　子供達がケンカをするのを見て、その原因を作ったタマとポチが困ったように仲裁をする。

　二人を呼び戻して馬車を出発させようと思ったのだが、まだ空気を読まずに地面にへばりついている少女が一人残っていた。

　見た目は中学生くらいだが、ＡＲ表示だとルルと同じ歳なので少女と呼ぶべきか。

「自力で歩いて森に帰るか、投げられるのかどっちがいい？」

　オレが少しきつめに言っても、少女は無言で地面に顔を伏せて梃子てこでも動かない構えだ。

　うつ伏せに地面に縋すがりつく少女の腰帯を摑んで持ち上げるが、それが途中で止まった。

　街道に突き出ていた木の根に手を絡ませているようだ。無理矢理引っ張ったら手を怪我しそうなので、木の根を切ろうと腰のナイフを抜く。

「ト、トトナを放せ！」

　リーダー格の少年が棍こん棒ぼうを片手に森から飛び出してきた。

　オレは気にせずトトナと呼ばれた少女の摑む根を切って、少女を地面から引き剝はがして肩に担ぐ。

　でたらめに棍棒を振り回す少年にリザが向かおうとしたので、それを手で制して止める。

　少年が棍棒を振り下ろしたタイミングで踏みつけて奪い取り、そのまま少年の腹を足の裏で押すような形で後ろに転倒させる。一回転して目を回した少年の腰帯を摑んで、森の中の仲間達の所に投げ込む。

　少女トトナもその上に投げ込んだ。

　馬車に戻ると、アリサが格納鞄から出した食糧セットを手渡してくれたので路肩に置いてやる。

　子供とはいえ襲撃してきた相手だから、激マズ食糧セットの方だ。




　出発した馬車の中ではタマとポチの二人が正座させられてリザに叱られている。

　どうやら、主人の許可無く所持品を他者に与えるのは、奴隷としての禁止事項に当たるらしい。

　オヤツくらいいいじゃないか、と思うが二人の教育はリザに任せてあるので、助け舟を出すのは小言がループしてからで良いだろう。

　なお、リザの馬は、ミーアが代わりに乗っている。

　オレはリザの小言をＢＧＭに、マップを開いてこの先の道程を確認する。

　この先にある川を越え、対岸にある大森林沿いの街道を西進すると、三日ほどで大森林の中に進む間道に着く。間道から先は馬車が通れない狭さのようなので、大森林沿いの街で馬を調達する必要がある。

　当面の問題は、この先の川岸にいる謎の老人軍団だ。

　最寄りの村から漁の為にやってきているのだろうが、それにしても老人しかいないのが気になる。

「さっきの子達の事でも考えてるのカシラ？」

　アリサがオレの横に腰掛けて、カウンセラーっぽい作った口調で尋ねて来た。

「いや、今度は謎の老人軍団に頭を痛めてるんだよ」

「……老人？」

　予想外の言葉だったのか、アリサがきょとんとした顔で首を傾げる。

　本人に言うと調子に乗るから口にはしないが、外見相応のアリサのこういう仕草はとても可愛い。

「そう、老人達だ」

　オレはもう一度そう言葉を重ねて、アリサの髪をくしゃりと撫なでた。




　　　　◆




　少年少女盗賊団と遭遇してから二時間ほど馬車を走らせて、オレ達は川岸に辿たどり着いた。

　先ほど見つけた謎の老人軍団は相変わらず川岸に集まっている。

　川で漁をするわけでなく、八人ほどが焚たき火びを囲んで暖を取っているだけだ。

　もっとも、目の前の川はほとんど干上がっていて、川の真ん中あたりに申し訳程度にちょろちょろと流れているくらいなので漁をするのは初めから無理のようだ。

　一級河川並みの川幅があるから、地震か何かで川の流れが変わってしまったのだろう。

　オレ達に気がついているようだが、特にリアクションを起こす様子もない。

　一見、ホームレスのようだが、こんな危険な土地で無防備に野宿するのは自殺行為だ。

　少し興味をそそられたので、オレは彼らが焚き火をしている場所から街道を挟んだ逆側の川原に馬車を止め、リザを護衛に付けて彼らに接触しに向かった。

　手土産は一本の酒瓶と熊肉の燻くん製せいだ。

　セダム市滞在中にアイテムボックスの検証がてら、燻製器を収納して長時間燻製した物だ。

　煙を逃がす場所が無かったので、大抵の肉は燻製のしすぎで変な味と匂いになってしまった。この熊肉の燻製は数少ない成功例だ。

「こんにちは、今日は日差しが暖かいですね」

「おや、商人殿ですか、こんな爺じいに何か御用ですかな？」

　オレが老人軍団のリーダーに話しかけると、意外に丁寧な口調で言葉が返ってきた。

　他の老人は普通だが、この人だけステータスが突出している。

　レベルが一三もある上に、「礼儀作法」「計算」「書写」のスキルがある。元は貴族に仕える文官だったのかもしれない。

「お邪魔をして申し訳ありません、小川で水を補給しようと思って馬車を止めたら皆さんの姿が見えたので、ご挨あい拶さつでもと思いまして」

　ちょっと苦しい言い訳だが、問題ないだろう。

　リーダーが答える前に老人軍団が怒ど涛とうの言葉の弾幕を張って来た。

「そりゃ、ご丁寧に。ワシらの事は路傍の石とでも思ってくれ」

「そうじゃよ、神に召されるまで川を眺めるくらいしかする事もないしな」

「村に戻っても、せがれ達の負担になるだけじゃからな」

「孫を売るくらいなら、ここで神に召された方がマシじゃ」

「食料を恵んでくれるならいつでも歓迎じゃぞ？」

「今、喰くったらまた神のもとに召されるのが先になってしまうぞい」

「それも、そうじゃな」

　どうやら、ここは姥うば捨すて山やまならぬ、姥捨川だったみたいだ。

「そんな顔せんで、ええよ」

　老婆がオレを気遣うようにそう囁ささやく。

　オレには無表情スキルがあるから顔には出ていないはずなんだが、雰囲気に出てしまったのだろうか？

「そうじゃ、ワシらは口減らしのために自分から村を去ったんじゃよ」

「そうそう爺婆が減れば身売りする娘も減るじゃろう」

「最近は、奴隷を買ってくれる商人が来んと村長が零こぼしておったしな」

　娘さん達を買う人がいなくなって、今度は老人が犠牲になったのか。

　この川沿いはあまり魔物が寄って来ないので、ここで寿命が尽きるのを静かに待っているそうだ。魔物が寄って来ない理由は不明らしい。

　マップで軽くチェックしてみたが、老人達の背後にある川沿いの山の頂上に砦とりで跡があるのでそれが理由かもしれない。

「これはお近付きのしるしに──」

　オレは土産に持参した酒と燻製肉をリーダーに手渡す。

　リーダーから素早く酒と肉を受け取った老人軍団が、満面の笑みで騒ぎ出す。

　状態が「飢餓」と「過労」だとは思えない元気さだ。

「おおっ、酒じゃ酒じゃ！」

「なんとも言えん香りじゃな」

「何年ぶりじゃ？」

「おおっ、こっちもええ肉じゃ」

「ささっ、商人殿とそちらの護衛の姐あねさんも一緒に火にあたりなされ」

「死ぬ前にええ思い出ができそうじゃ」

「あの子らが戻る前に食べて良いのかのぅ」

　若干、縁起でもない事を言う人が交ざっているが、概おおむね楽しそうだ。

　最後のお婆さんが言っていた「あの子ら」というのは、さっきの少年少女盗賊団の子供達だろう。

「他にもいらっしゃるなら、出発前にもう少しお分けしますよ」

「そりゃありがたい。ささ、一献」

　爺さんの一人が差し出す茶ちや碗わんの酒を受け取って飲み干す。

「おおっ、ええ飲みっぷりじゃ」

　オレは爺さん軍団と酒を酌み交わしながら、この辺りの噂などを色々と教えて貰もらった。

　さっきの子供達は近くの農村で口減らしに遭いかけた農奴の子供達らしい。

　護衛は必要無さそうなので、リザを馬車の方へ戻して野営の準備を始めさせた。元々、向こう岸の少し上流に野営するつもりだったので、ここに変更しても問題ないだろう。

　リザには大人数が満足しそうな量のスジ肉と芋のシチューと麦粥がゆを作るように頼んである。普段からあまり食べていないはずだから、消化に良い麦粥と、満足感のあるシチューの組み合わせにした。スジ肉はなかなか嚙かみ切れないから、満足度は抜群だろう。

　沢山の芋を剝むく必要があるので、年少組も芋の皮剝きを手伝っているようだ。

「──時は、骨の魔物に囲まれて死ぬかと思いました」

「また、その話か」

　酒で顔が赤くなったリーダーが話すのを他の老人が遮る。

「ここが侯爵領だった頃の話ですか？」

「ええ、そうです。あの時は建物の陰から湧き出すように、次々と不死の魔物アンデツド達が現れたのです」

「よくご無事でしたね」

「それが不思議な事に貴族や魔物に攻撃した兵士以外は、魔物達に襲われなかったのです」

　なるほど、「不死の王ノーライフキング」ゼンは無差別に人を襲ったわけじゃないのか。

「だが、本当に危なかったのはその後だったのです」

「──何があったんですか？」

「侯爵が都市ごと魔物を焼き払ったんですよ」

「……無茶をしますね」

「ええ……。巨大な炎の砲弾が幾つも都市に降り注いで、魔物も市民も区別なく丸ごと全て焼き払っていったのです。あれこそこの世に現れた地獄でした……」

　リーダーが震える声で言葉を紡ぐ。そんな災難に遭遇して、この人はよく生き残ったものだ。

「ならば、今のムーノ市はその後に再建された都市なのですか？」

「いいえ、私がいたのはムーノ市ではありません」

　なんでも、ゼンの奥さんを略取したのは侯爵ではなく侯爵の弟だったらしい。そして、その侯爵の弟が太守を務めていたのが、ゼンに襲われた都市だったそうだ。

「それにしても都市を丸ごと焼き払うなんて凄すごい兵器があるんですね」

「ムーノ侯爵の城にあった魔砲は古代帝国の遺産なのです」

「古代帝国ですかっ!!」

　今度は古代帝国か！　なかなか失われた中二病が疼うずくキーワードだ。

　前にセーリュー市でゼナさんと見学した抗こう竜りゆう塔とうに設置されていた魔力砲とは違うのだろうか？

「え、ええ、シガ王国のできる前に──」

　リーダーが若干引き気味に説明してくれた話を要約すると、古代帝国というのはシガ王国が建国される前に、このムーノ侯爵領から南のオーユゴック公爵領にかけて存在したオークの帝国の事だそうだ。

　しかも、魔砲が設置されていたムーノ市は、オークの帝国を支配していた魔王とサガ帝国の勇者が戦う最前線だったらしい。

　……待てよ、今の話だと魔砲は都市間を攻撃できる事になる。

　源泉の力を利用した兵器だろうけど、何十キロも先の都市を攻撃するなんて、オレの「流星雨」みたいだ。

「もっとも、今はもう魔砲は残っていません。『不死の王』がムーノ侯爵を殺した時に一緒に壊してしまったそうです」

　リーダーの興味深い昔話は夕日が長い影を落とす頃まで続いた。




「爺婆、食料を手に入れてきたぞ」

「今日は雑草じゃないんだよ～」

　体中に木の葉や蜘く蛛もの巣を付けた少年少女盗賊団の子供達が、オレや老人軍団が焚き火をする背後の林から転がるように飛び出してきた。

「あ、さっきの人だ」

「食べ物を取り返しに来たのかな？」

「先回りしてたんだ」

　老人達の中にオレを見つけた子供達が、不安そうにリーダーの子の後ろに隠れる。

　この子達は、この和やかな宴会風景が見えないのだろうか？

「ご主人様、御飯の用意ができたわよ～」

「リザに言ってこっちに運ばせてくれ。皆で一緒に食べよう」

　老人軍団には先に話してあるので、驚いたのは子供達だけだった。

　リザとナナが運ぶ大おお鍋なべが、焚き火の傍に置かれる。

　椀わんはセダム市に滞在中に大量に作ったので、この人数でも足りるだろう。

　老人達とうちの子達の分を配り終わっても、少年少女達は配はい膳ぜんの列に並ぼうとしない。

「麦粥は嫌いかい？」

　一番前にいた少年は敵意剝き出しだったので、横にいる少女に話しかけた。

「ううん、好き」

「なら一緒に食べよう」

　オレがそう誘っても子供達は警戒して手を出そうとしない。

「そうじゃ、オマエらも食え」

「ほら、さっさと座らんかボウズども」

　だが、老人達が突き出した粥の入った椀に我慢できなくなったのか、子供達がおずおずと食事を受け取って食べ始める。

「お、おいし」

「雑草じゃないよ？」

「うわ、何かいい匂いもしてる」

「こっちのシチュー、肉が入ってる」

「うそ？」

「本当だ、肉だ～」

　微妙に変な発言が交じっていたが、子供達は嬉うれしそうに食事を始める。

「よく嚙んで食べないとお腹が受け付けないから注意するのよ」

「そうじゃぞ、よく嚙んで食え。こんな食事は最後かもしれんからの」

「食事中に縁起でもない事を言うなバカもんが」

　アリサの注意に続いて、不吉な発言をした爺さんが隣の婆さんに頭をぽかりと殴られていた。

　そして、一番に皿をカラにしたポチの一言から戦争が始まる。

「おかわり～なのです！」

　その一言で少年少女達の間に、ザワッと効果音が聞こえてきそうな緊張感が生まれた。

　鍋の前で食事をしていたナナが無表情でコクリと頷うなずいておかわりをよそってやっている。

　既に食べ終わっていた少年達が匙さじを口に咥くわえたまま、おかわりを受け取るポチを羨うらやましそうに見つめている。

「ちみっ子が、遠慮なんかしてるんじゃないわよ。どんどん食べなさい」

　その様子を見かねたアリサが、子供達にそう声を掛ける。

　その言葉を聞いて、食べ終わっていた子達がナナに殺到する。

　食べ終わっていなかった女の子や年少の子供達の食事速度が上がった。喉のどを詰まらせる子達に「良く嚙んで食べるんじゃ」と老人達が叱っている。

「まだ沢山あるから、おかわりしたかったら遠慮しなくていいよ」

　オレはそう声を掛けて中座する。

　足りなくなりそうな雰囲気だったので、追加の食べ物を用意しようと馬車前の調理場に向かう。

　手伝いに追いかけて来たルルやリザと一緒に、格納鞄経由でストレージから取り出したヒュドラ肉を一口サイズにカットして串くしに刺していく。

　あの様子なら一人二本ずつくらいは食べるだろう。

「手伝いはいらんかの？」

「あ、あのお手伝いします」

「手伝うの」

　老婆と少女トトナ、そしてトトナの妹らしき幼女がセットで手伝いに来てくれた。

　手伝いが三人も増えたお陰で、肉串の準備は予想より早く終わった。

　どうせなら焼き立てを食べさせてやろうと、金網と肉串のトレイを持って焚たき火びの所に戻る。

「わ～い」

「肉串なのです！」

　焼き始めた肉串の匂いにタマとポチが諸もろ手てを挙げて喜ぶ。

　おかわりを食べていた子供達も、手に持った匙を落としそうなほどルルが焼く肉串をガン見している。

　小食なミーアが肉の煙が来ない場所に移動してリュートを奏で始めた。

　場の雰囲気に合わせた楽しげな曲だ。

　焼きあがった肉串に齧かじり付く子供達の歓声が、曲に乗って星空に流れていった。




　満腹して眠くなった子供達が、焚き火の傍に掘られた穴に潜っていく。

　深いのかと思って穴の中を覗のぞき込んだが、直径二メートルほどで九人の子供達が身を寄せ合って潜めるくらいの深さしかない。

　この穴の上に草で編んだゴザのような物を載せて風除よけにするのだそうだ。老人達が寝る縦穴は別にあるらしい。

　あまりに寒そうだったので、ストレージに死蔵していた茶色狼や熊の毛皮を彼らに提供しておいた。

　一緒に食事をした仲だ。これくらいのお節介は構わないだろう。

「なあ、商人の兄ちゃん」

「なんだい？」

　オレに話しかけてきたのは棍こん棒ぼうでトトナを守ろうとした少年だ。ＡＲ表示によるとトトナの弟らしい。

「これ、食事の礼と昼間襲撃した詫わび」

　少年が差し出したのは、滑らかな表面の木工品だ。五センチくらいの長さの角材三本をそれぞれ一点で直交させたような形状をしている。

　少年から受け取った木工品の意外な重さに驚く。

　ＡＲ表示によると木ではなくダマスカス鋼という金属らしい。よく見ると頂点の何箇所かに接点のような赤いスジが入っていた。

　久々に鑑定スキルを使って調べてみると「魔ま鍵けん装置」という品だと判った。どうも汎はん用よう的な品らしいが、何の鍵になる装置なのかは判らなかった。

「君が作ったのかい？」

　少年が作ったとは思えないが、彼から回答を得る為にそう言ってみた。

「違う、山で拾ったんだ」

「なんじゃと！　あの山には入るなと言っただろう！」

　爺じいさんの一人が近くの山を指して、ツバを飛ばして少年を叱る。

　何か危険な生き物でもいるのかと思ってマップを確認する。

　昼間は何もいなかったはずの砦とりで跡に、怨霊レイスや骸骨兵士スケルトン・ソルジヤーが三〇匹ほど出現ＰＯＰしていた。

　骸骨兵士はレベル一〇前後だが、怨霊はレベル二五もある。

　特に後者は「通常武器無効」や「麻ま痺ひ」「恐怖」「眷けん属ぞく支配」「生命強奪ライフ・ドレイン」の種族固有の能力を持っていた。さらに「氷魔法」まで使うようだ。

　夜中しか現れないにしても、こんなに近くに危険な魔物がいて、老人や子供達はよく無事だったものだ。

　他にはレベル一五もある猪が山を徘はい徊かいしていた。

「あの山には何かいるのですか？」

　オレは少年を叱る老人に話しかける。

「夜中は貴族の怨霊が出るんじゃよ。それに昼間はカタメっちゅうドデカイ猪がウロウロしておる」

「大きな猪ならさぞかし食べ応えがありそうですね」

「倒せれば、じゃな。前に兵士崩れ三人が山にカタメ狩りに行って、生きて帰ってきたのは一人だけじゃった」

　老人は重いため息を吐つく。

　山のヌシみたいな扱いの猪なのか。

　猪肉の補充もしたいし、うちの子達のレベル上げに山の上の砦跡に寄ってみるか。




　　　　◆




　翌日、オレ達は四頭の馬に分乗して砦跡へと続く山道を上っていた。馬車は山の麓ふもとに置いてある。

　今日の目的は猪狩りと砦跡の魔物退治だ。

　危なそうな怨霊レイスだけオレの魔法か聖剣で倒して、他の雑魚ざこはうちの子達の経験値になって貰もらおうと考えている。

　ちなみに馬の分乗は、ナナとポチ、リザとアリサ、ミーアとルル、オレとタマの組み合わせだ。

「なむ～？」

　オレの前に座るタマが山道の谷側に向かって手を合わせている。

「どうかしたのかい？」

「ホネある～」

　タマが指差す方を見ると、確かに谷側の崖がけの途中にボロ布らしき物が引っかかっており、その隙間から白い物が見えている。

　さらにその傍にナイフの柄つかのような物が覗いていた。何気なく見ていると「ミスリルの短剣」とＡＲ表示される。

　おお！　こんな場所でファンタジー金属の代表に会えるとは思わなかった。

「タマ、ちょっと手綱を頼むよ」

「あい！」

　オレは馬をタマに任せ、皆にちょっと遺品を回収すると告げて、谷側の傾斜が急な崖を降りていく。

　出っ張りに引っかかった白骨や遺品類を順番にストレージに回収する。触らなくても回収できるのが実に優れものだ。

　回収した鞄らしき物の中に、頑丈なケースに入った数冊の本と昨日少年から貰ったのと同じ材質のレバーのような物が見つかった。

　本はなかなかヤバそうなタイトルだ。「魔砲『尊き血脈』の整備手順」「魔砲『尊き血脈』の操作手順」の二冊と暗号表のような薄い冊子の三つだ。

　恐らく、老人軍団のリーダーが昨晩昔話で言っていた魔砲に関する物に違いない。

　先ほどのレバーも魔砲操縦桿そうじゆうかんという名称らしいので、少年がくれた「魔鍵装置」もこの人の遺品だったのだろう。恐らくはムーノ侯爵に連なる貴族の一員だったに違いない。

　なかなか、重要機密っぽい資料やアイテムだが、肝心の魔砲が二〇年近く前に「不死の王」ゼンに破壊されているので、今では何の意味も無い蒐集物コレクターズ・アイテムだろう。




　オレ達は午前中に山頂の砦跡に到着した。麓から二時間ほどだ。

　ここの砦跡は領境の砦より広く、二、三〇〇人くらいが常駐できる山城だったようだ。

　正門の鋼鉄製の落とし格子が落ちていて、中に入れなくしてある。

　うちの前衛陣が四人揃そろって力を入れても持ち上がらないようだ。

　まあ、砦の正門なんだから当たり前か。

　皆が格子に集中している間に、オレは外壁を飛び越えて内側から格子の巻き上げ機を操作して扉を開けてやる。

　外壁を飛び越える時に、何か結界のような物を突き破った感じがした。

　結界があった場所を見つめるが何も表示されない。クハノウ伯爵領の「幻想の森」にあった結界と違って、こちらは破れたら完全に消えてしまうタイプのようだ。

　中庭で温かいスープとパンの軽い食事を取ってから、砦本棟の外周の探険をする事にした。

　全体的に雑草の支配下にあったが、草刈り装備をしたタマやポチの活躍で道を切り開き、裏庭エリアまで辿たどり着いた。

　そこではオレンジ色の鳥が無防備にエサを啄ついばんでいた。

「えもの～？」

「こっちはタマゴなのです！」

　オレが裏庭を最初に目指したのは、この橙とう鶏けいをマップで見つけたからだ。

　この鳥は現代日本の鶏と同様に空を飛ぶ事ができない。

　動きも鈍のろいので、タマやポチなら簡単に捕まえられる。

　どの橙鶏も丸々と太り、タマが抱えると顔が半分隠れるほどのサイズだ。一方で卵はそれほど巨大という事もなく、普通の鶏卵のＬサイズくらいだろう。

「うげっ」

「どうした？」

　アリサのうんざりした声の方に向かうとパセリの群生地帯があった。

「パセリか」

「誰がパセリよ！　今世はパセリちゃんなんて呼ばせないわ！　だから、ご主人様、成人までに事実婚でもいいから嫁にしてよね！」

　アリサが「がるる」と猛犬のように吼ほえて、目を三角にして飛びついてきた。

　アリサと一緒にいたルルが、アリサの行動に驚いて目を丸くする。

　パセリは恋人のいない独身女性の事だったかな？　本当に言う人は見た事がないけど、何かの少女マンガでそんなシーンを見た事がある。

「ねっ！　ルルと一緒に姉妹ど──」

「はいはい、一〇年後も独り身だったら考えてやるよ」

　アリサが不穏当な発言をしようとしたので、慌てて遮った。

「本当ね！　絶対だからね」

　うっしゃー、と少女らしからぬガッツポーズをして駆け出していった。

「……いいなぁ」

　そんなルルの小さな呟つぶやきを、聞き耳スキルが拾ってきた。

　視線を落とすと、ルルの直ひた向むきな美少女顔があった。

　そんな傾けい城せいの美び貌ぼうで見つめられたら、ころっとロリコン道に足を踏み入れてしまいそうだ。

　──だからだろうか？

「ご主人様、私も……」

「いいとも、ルルが一〇年経っても独り身だったらアリサと一緒に娶めとってあげるよ」

「はいっ！」

　つい流れで、そんな無責任な発言をしてしまっていた。

　ルルの満面の笑みに、ちょっと罪悪感が疼うずく。

　この国は重婚が許可されているようだが、五年後、一〇年後もこの世界にいるかは不明だ。

　夢を見るように突然この世界に現れたのなら、夢が覚めたように突然元の世界に送り返されてしまうかもしれない。

　それに、元の世界に未練がないわけじゃないし、こちらに永住するにしても元の世界の家族や知人に手紙を送るくらいはしたいから、皆の身の振り方が決まったらサガ帝国にお邪魔するつもりだ。

　──まぁ、そこまで真剣に悩まなくてもいいか。

　召喚や送還の魔法が存在するなら、一〇年もあれば元の世界と自由に行き来するような魔法くらい開発してみせるさ。

　そもそも一〇年後もアリサやルルが独身のままなんてありえないしね。

　オレのそんな内心を知らずにルルが頰を手で押さえて呟く。

「えへへ……お嫁さんかぁ」

　ルルさん、二人っきりなのに美少女顔で蕩とろけそうな笑顔は止めてください。

　劣情に負けそうになったが、そこは理性の力をフル動員して耐え凌しのぐ。

「ご主人様、宜しかったらこちらにおいでください」

　ルルの発するピンク色の雰囲気に吞のまれそうになっていたオレを救ったのはリザの呼び声だ。

　オレはルルを連れてリザの手招きする方に向かう。

　枯れたバラのアーチを潜くぐると、そこには雑草の海から顔を出す噴水があった。

「罠わながあるかもしれないので、誰も侵入させていません」

「慎重なのはいい事だ」

　オレはリザの行動を誉めた後、噴水前を詳細に確認する。

　罠感知スキルに反応は無いし、マップで調べても罠らしき構造は無い。

「──大丈夫みたいだ」

　そう告げると、リザが露払いの兵士みたいに槍やりを構えたまま噴水まで進む。

「草刈り隊登場～？」

「頑張るのです！」

　そこにタマとポチが現れて、噴水前の広間に生えた雑草を刈っていく。実に有能だ。

「サトゥー」

　アーチの向こうから、両手一杯に野菜を抱えたミーアがトテトテと歩いてきた。

「ブロッコリーにセロリかい？」

「ん」

　日本で見たのと品種が違うが、ブロッコリーやセロリの近縁種で間違いないだろう。

　パセリの生えていた一角に一緒に生えていたそうだ。

「晩御飯はブロッコリーを使ったシチューにしようね」

「楽しみ」

　ミーアが嬉うれしそうにコクリと頷うなずく。

　さらに噴水の向こうにいた三頭の山羊やぎを獣娘達が捕まえて来た。

　ナナは橙鶏の雛ひならしきひよこを掌てのひらに載せてご満悦だ。

　裏庭には柿の木と梅の木まで生えていた。柿は渋柿だったが、干し柿に使えるので落ちている実を集めておく。

　まったく、不死の魔物アンデツドの巣そう窟くつのはずなのに、ずいぶん平和な場所だ。




　カツン、カツンと音が響く。

　オレ達は完全武装のリザを先頭に、砦のエントランスホールに踏み込んだ。

　リザの後ろにはタマとポチ、二人の後ろにナナ、そしてアリサ、ミーア、ルルの三人が続き、一番後ろがオレだ。

　エントランスホールは二階までの吹き抜けで、二階部分にある窓から光が差し込んでいる。ちょっとした舞踏会が開けそうな広さだ。

　不死の魔物アンデツド達は夜中しか出現しないので、オレ達は日没後の本番前に砦とりで内部の調査をしにやってきた。

　エントランスホールには白骨化した兵士の死体が幾つも転がっている。

　たぶん、夜中になったら動き出すのだろう。

　昼間の内にストレージに回収して、火葬してから埋めてやろう。

　ふと見ると、ルルが不安そうにしている。アリサとミーアも緊張気味だ。

「そんなに心配しなくても昼間は大丈夫──」

　三人を安心させようと掛けた声を、バタンと扉が閉まる大きな音が遮った。

　同時に窓が黒く斑はん点てん状に染まり、やがて外から差し込む光が消える。

　悲鳴を上げたミーアとルルが正面から抱きついてきた。

　暗視スキルの補助で、暗闇の中を油断無く警戒する前衛陣の姿が見える。

　オレはストレージから取り出した魔灯に魔力を注いで光を点ともす。

「くけけけけ、ムーノ侯爵家復興の秘密拠点に足を踏み入れるとは、身の程を知らぬ愚かな墓荒らし共め」

　声の主の姿は見えない。レーダーに映るのはオレ達だけだ。

　マップで確認した敵は昨日見つけた怨霊レイス。その位置は、砦の地下三階だ。この砦に着いた時はマップに映っていなかったのに、どこから湧いたのやら。

　たぶん伝声管かオカルティックな手段で、この部屋に声を届けているのだろう。

「我が忠実な兵士達の手にかかって、侯爵家の復興を支える礎になるがよい！」

　怨霊レイスの呼びかけに、案の定、床に転がっていた骸骨兵士スケルトン・ソルジヤー達が立ち上がる。

　この部屋にいるのは三体だが、他の部屋にいる骸骨兵士も接近してきている。

「相手は強いぞ、二人一組で一体を倒せ。残り一体はオレが始末する」

「承知！」

「あい！」

「はい！　なのです」

「命令受託。戦闘人形モードに移行」

　オレの指示に前衛の四人が行動を開始する。

　だが、ナナの戦闘人形モードなんて初めて聞いたぞ？

　たぶん、オレの横でニヨニヨと笑っているアリサが、ナナに変な言葉を吹き込んだに違いない。実際ナナのステータスに変化はないしね。

　ストレージから取り出した石を、オレが担当する一体にぶつけてノルマを達成し、あとは前衛陣の戦闘を見守る。

　骸骨兵士はカクカクとした動きながら、剣を振る直線的な動作は速い。

　油断していると一撃でズンバラリンと斬り殺されそうだ。

　ポチが重い剣の一撃を小盾で受け流し、タマが小剣で骸骨兵士の足の関節を狙う。

　タマの攻撃は軽いので、命中しても一撃では破壊できない。だが、何度も何度も攻撃を重ねて四撃目でようやく関節を砕く。

　バランスを崩して倒れた骸骨兵士を二人がタコ殴りにして止とどめを刺す。

　その横では大斧おのを振る骸骨兵士の攻撃を、ナナが丸盾を使ってなんとか受け流している。身体強化の理術を併用して、ギリギリ相手の動きについていっている感じだ。

　そこにリザの槍がガスガスと突き立って、骨を打ち砕いていく。槍の穂先ではなく石突きを使っているようだ。

　奮戦の末に、部屋にいた骸骨兵士を倒し終わった。

　盾役の二人の体力ゲージが少し減っているが目立った外傷はない。

　他の部屋の骸骨兵士達がこちらに向かっているし、治療は後でいいだろう。

　今回の戦闘で獣娘達が全員そろってレベルアップしてレベル一四になった。獣娘達に増えた新しいスキルは、リザが「強打」、ポチが「刺し突とつ」、タマが「索敵」だ。

　もっとも、これらのスキルが自在に使えるようになるのは、ちゃんとした休息を取ってスキルが身体に馴な染じんだ後だろう。

　それにしても、思ったよりも接戦だったし、もうちょっと楽に戦えるように戦場を整えてやった方が良いかもしれない。

　オレはそう考えて、バリケードの設置を行う事にした。

　布を垂らした棒と「防御壁」の魔法を使って防御格子を作る。入り口のある場所にドームを作り、ドームの何箇所かに攻撃用の穴を開けた物だ。

　これで後衛陣の安全を確保しつつ戦えるだろう。

　次は照明を何とかしよう。

　後ろからの魔灯で照らすと、自分の体の影が邪魔になって戦いにくそうだった。

「ミーア、照明を頼む」

「ん」

　ミーアが新呪文を唱える。

「……　■■　蛍泡バブル・ライト」

　淡く光るシャボン玉の泡のような球体が、幾つも生まれる。光魔法の呪文コードを流用したので、魔力ＭＰコストが高いのが玉に瑕きずだ。

　淡い光に照らされた皆を確認すると、ルルが何やら思い詰めたような暗い表情をしているのに気付いた。

　人骨が襲ってくるのを見て怖かったのかな？

「ご、ご主人様。わ、私にも何かできる事はありませんか？」

　ルルが胸の前で手を握りしめ、震える声でそう訴えた。

　そういえば前に本職の盗賊を退治した時も、何か言いたげな様子だったっけ。

　引っ込み思案なルルが、自主的に何かをしたいと言ってくれるのはすごく嬉しいが、何の訓練もしていないルルを前線に出すわけにはいかない。

　オレがどう説得しようかと思案していると、ルルがなおも懇願してきた。

「私も、皆みたいにお役に立ちたいんです！」

「心配しなくてもルルは役に立ってくれているよ？」

　これは事実だ。役立たずなどではないと言い切れる。

　適材適所だと説得しようとしたのだが、後ろからアリサがオレの袖そでを引いたので振り返る。

「ご主人様。前に使っていた魔法銃ってルルに使えないかしら」

「ああ、あれがあったっけ」

　アリサの提案に乗ることにした。アレなら後方から戦闘に参加できるだろう。

　オレは魔灯を床に置き、予備の魔法銃をストレージから取り出してルルに手渡す。誤射が怖いので威力は最小だ。

「これは魔物に向けて、この突起、引き金って言うんだけど、これを引くと、この筒の先端部分から魔法弾が出る」

「は、はいっ」

　緊張するルルに魔法銃を構えさせて、適当な柱に向けて試射させる。

　最初の一発目は大外れだ。

「ルル、そんなに力を入れなくても大丈夫だよ。リラックスして」

　オレはルルの後ろから抱きつくような形で、銃に手を添えて引き金を引く強さを教えてやる。

「こんな感じで優しく、ね」

「は、ははははいぃいい」

　あれ？　ルルが余計真っ赤になってテンパっている。

　そうそう最近の反応が普通で忘れていたけど、ルルって男性が苦手だったっけ。

「ごめんごめん、近すぎたね」

　オレが体を離すと、ルルが「あっ」と切なそうな声を漏らした。

　もし、オレが外見通りの思春期まっただ中の少年だったら、今の声で恋に落ちたかもしれない。
















　だが、中身がアラサーのオレが中学生くらいのルルに感じるのは保護欲の方が大きい。

　ルルが妙に色っぽい潤んだ瞳ひとみで見上げてきたが、オレはことさらマジメな雰囲気を保って試射の続きをさせた。

　ルルは思ったよりも魔法銃と相性が良かったようで、数度でコツを摑つかんだようだ。

　もっとも、二発撃っただけでルルの魔力が尽きていたので、何度も魔力回復薬のお世話になっていた。

　アリサとミーアも魔法銃を使いたがったので、ルルの休憩の間に練習させておいた。




　陣地を整えてからの戦闘は楽だった。

　ルル、アリサ、ミーアの三人に魔法銃で順番に骸骨兵士を撃たせ、その後に投石や槍で止めを刺させる。長物を持った骸骨兵士はオレが接敵して強引に武器を奪い取った。

　ゲームのような緊張感の無い戦いが三セット目になった時、リザの槍から赤い光が漏れた。

　丁度、強打が決まった時だったから、スキル発動時のエフェクトなのだろうか？

　リザの魔力ＭＰゲージが少し減っているから、魔力が関係しているみたいだ。

　次の敵まで間があるので、「防御壁」を一度破壊してから張り直す。

　さて、次の敵が来る前にリザの技をもう一度見せて貰もらおう。

「リザ、さっき最後に放った突きをもう一度見せてくれないか？」

「さっきですか？」

　リザが困惑しつつも突きを見せてくれるが、さっきのように赤い光が漏れる事はない。

　オレは格納鞄経由でストレージから鋼鉄の槍やりを取り出す。これは「揺り篭クレイドル」事件の時に手に入れた槍で、ナナが使う細剣と同じデザインの武器だ。

　オレは先ほどのリザの槍の動きを再現してみる。

　赤い光が漏れないのは当然としても、リザみたいに迫力のある音がしない。

　踏み込みで床を抉えぐらないように注意しているからなのかもしれないが、「ゴウッ」どころか「シュン」とも鳴らないので寂しい限りだ。

「素晴らしい突きです」

　リザがそう誉めてくれるが、迫力の無い突きなので誉め言葉が少し恥ずかしい。

「ご主人様、失礼します」

　何度か試して首を捻ひねっていたオレを見かねたのか、リザが後ろから抱きつくようにして槍を摑んで説明してくれる。

「刺突時はこのように、突き入れた瞬間に手首を捻って槍を半回転させます。握り手は心持ち緩めて持って、突く瞬間に握り込みます。ゆっくりやりますので、私の指と手首の動きを感じてください」

　リザがオレの手の上に自分の手を重ねてタイミングを実演してくれる。

　なるほど、これは口で言われても判りにくい。

　リザに離れてもらって実演する。

　うん、いい感じだ。

「さすがです、ご主人様。たった一度で極意をものにしています」

「リザの教え方が上手いからだよ」

　教え方が上手いのは事実なんだが、一度で覚えられたのは槍のスキルレベルが最大だからに違いない。

　何度か試して感触を覚える。

　さっきよりリザの突きの再現度は上がったが、オレの槍から赤い光が漏れる事はなかった。

　やはりスキルが必要なのだろう。

　部屋の向こうからカチャカチャと音を立てて二体の骸骨兵士がやってきたので、皆に経験値が入るように攻撃を一巡させた後に止とどめを譲ってもらう。

　一体の頭ず蓋がい骨こつ、胸骨、背骨を三連続で突く。




[image: ]「刺突」スキルを得た。

[image: ]「強打」スキルを得た。

[image: ]「貫通」スキルを得た。

[image: ]「連続攻撃」スキルを得た。




　一度で色々なスキルが手に入った。

　今度はスキルにポイントを割り振って有効化アクテイベートしてから、もう一体を倒す。

　残念ながら、槍が光る事はなかった。

　リザがまだスキルとして手に入れていない、何か新しい技なのだろうか？

　リザの魔力ＭＰゲージが減っていたし、魔法道具に魔力を流した時も赤い光が漏れるから、魔力が関係しているのは間違いない。

「ご主人様、新手が来ました」

「オレは良いから、さっきまでの手順で倒してしまってくれ」

「承知しました」

　リザに戦闘指揮を任せ、鋼鉄の槍に魔力を流してみる。

　変な感触だ。言葉にすると、粘土が詰まった穴だらけの水道管に水を流すような感じが一番近い。

　魔力が通りにくく、通しても全部ザルのように漏れていく感じだ。

　そういえば魔法道具の本に、鉄は魔力が拡散し易いと書いてあったっけ。

　力尽くで魔力を流したら一瞬だけ赤い光を漏らしたが、次の瞬間にパキッと乾いた音を立てて鋼鉄製の穂先が割れてしまった。

　タマ以外は骸骨兵士スケルトン・ソルジヤーとの戦闘音で気がついていないようなので、オレはストレージの中の同型の槍と交換して何でもない風を装った。

　タマにはジェスチャーで「他言無用」と送る。

　タマからは「了解」を示す手信号が返ってきた。

　そして、戦闘後にリザから槍を借りて、さっきの実験をもう一度してみる事にした。

「リザ、ちょっと槍を貸してくれないか？」

「承知しました」

　リザが両手で恭うやうやしく手渡してくれた槍を受け取って、軽く魔力を通す。

　万が一魔力を通しすぎて槍が壊れたら嫌なので慎重に行った。

　さっきの鋼の槍に比べると遥はるかに魔力を通し易く、槍の接合部分などから淡い赤い光が漏れる。

　もう少し魔力を流す。僅わずかに引っかかるような感触がある。最初にナナの魔力充塡じゆうてんをやった時と同じような感じだ。

　あの時の事を思い出して、魔力の流れの強弱を巧みに調整して魔力経路を掃除してやると、ナナの身体と同様に魔力の通りが良くなった。




[image: ]「魔法道具調律」スキルを得た。

[image: ]称号「調律師」を得た。




　その整備が功を奏したのか、一ポイントの魔力を通すだけで槍の穂先の辺りや節目の辺りから淡い光を漏らすようになった。

　その状態で槍を振ると、赤い軌跡が流れてとても綺き麗れいだ。




[image: ]「演舞」スキルを得た。

[image: ]称号「舞踏家」を得た。




　相手に槍の間合いや軌道が読まれるので、実戦では使えそうにないが演舞なんかでは映えそうだ。

「も、もしかして魔ま刃じん？」

「これが魔刃ですか。さすがはご主人様、武術の達人が長い修行の果てに会得するという奥義をお使いになられるとは存じませんでした」

　アリサの呟つぶやきにリザが大げさな言葉で賞賛してくれる。

「有名な技なのか？」

「そうね、各領地に二、三人はいると思う。シガ王国みたいな大国なら王都まで行ったら数十人は使えるんじゃない？」

　なんだ、リザが大げさに言うから凄すごい技かと勘違いしたけど、さほどレアなスキルという訳でもないのか。

　──いや、違う。領地単位でそれなら、「宝物庫アイテムボツクス」や「鑑定アナライズ」スキルよりも希少だ。

「なら人前では使わない方が良いか」

「そうね。魔刃が使える騎士を召し抱えるのは貴族社会のステータスになるらしいから、平民で使える事が判ったら引っ張りダコね」

　なるほど、人前では封印決定だ。

　リザに礼を言って槍を返し、もう一度、鋼の槍で魔刃を試してみたが、スキルが無いせいか上手く行かなかった。

　魔物の部位を使った武器は魔刃と相性が良いようだ。

　ストレージにある聖剣や神剣なら更に相性が良いと思うが、ここで実験するのは自重した。




　二〇体目で骸骨兵士からの攻勢が終了したので、今度はオレ達が攻める側になった。

　だが、そこで一いつ旦たん引くか迷う事案が発生した。

　──それはルルの体調不良だ。

「ルル、大丈夫？」

「心配しなくても大丈夫よ」

　座り込んだルルにアリサが心配そうに声を掛ける。

「たぶん、ルルのはレベルアップ酔いというヤツだ」

「これが?!　……都市伝説じゃなかったのね」

　驚くアリサに頷うなずいてやる。

　骸骨兵士との戦いでルルがレベル二から六に上がり、「詠唱」「射撃」「操車」「調理」の四つのスキルを得ている。他の子達のレベルアップは無い。

　ルルの詠唱スキルは昔アリサと魔法の練習をしていた頃の影響だそうだ。実に羨うらやましい。

　少し相談した結果、オレが背負って運ぶ事になった。一人で置いておくのは危険だし、オレの近くの方が安全だろう。

　これで一つ判った事がある。

　出会ってからそんなに経っていないのにルルの胸のサイズが上がっている。Ｂに限りなく違いＡカップだったのが、今では確実にＢカップと言えるサイズまで成長していた。

　さすがに成長期だけある。この調子で健けな気げに育って欲しい。

　心の中でルルにエールを送りながら、オレ達は順調に地下三階の怨霊レイスの部屋の前まで辿たどり着いた。

　ここに辿り着くまでに、地下に行かせまいとする骸骨兵士を六体ほど倒した。地上で倒した骸骨兵士より少し強めだった以外に特筆する事は無い。

　この先にいる怨霊レイスは「麻ま痺ひ」攻撃をするので、皆の保険用に麻痺解除薬を作る事にした。

　割と簡単なレシピなので、名前を空欄にしてサクサクと作る。

　よし、これで準備完了だ。

「いよいよ、ボス敵ね！」

「ボスは氷魔法を使うから、オレが先に入ってヤツを始末する。皆は少し遅れて入ってくれ。他にも四体の強めの骸骨兵士がいるから、そっちは任せた」

「承知しました」

「ちょ、リザさん？　ダメよ一人で特攻なんて」

「マスターなら怨霊程度は問題ないとアリサに告げます」

　オレの作戦にアリサだけが反対する。

「大丈夫だって。心配するのは相手が上級魔族くらいからにしてくれ」

「上級って……」

　オレは冗談めかしてそう告げて、皆を扉から離れた場所まで退避させる。

「ご主人様、せめてこの槍をお使いください」

　そう言ってリザが槍をオレに差し出す。

「ご主人様がお持ちの槍では魔刃が上手く使えないご様子。本来なら私がお供する所ですが、自分の力不足は承知しております。ならば、せめてこの槍だけでもお手元に──」

「判った、少しだけ借りるよ」

　リザの槍を受け取り、オレは持っていた鋼の槍をリザに手渡した。

　中に入ったら聖剣を使って魔刃スキルをゲットしようと思ってたんだが、リザの厚意を無にするのも悪いし、ありがたく借りる事にした。




「くけけけけ、自ら死ににくるとは愚かな墓荒らし共め。偉大なるムーノ侯爵家の──」

　オレが部屋に入ると、怨霊レイスが何やら口上を述べ始めたが、特に興味は無いので聞き流す。

　部屋は謁見の間のような縦長の部屋になっており、玉座になっている場所にボロボロの貴族服を纏まとった白骨死体がある。

　怨霊は半透明で青白い顔色なものの生前と同じような姿で白骨に重なるように存在していた。

　そして、その怨霊の横には金属甲冑フル・プレート・メイルを装備した騎士っぽい四体の骸骨兵士が守っていた。

　怨霊の演説を無視してスタスタと歩み寄りながら、リザの槍やりに魔力を充塡する。間違って壊さないように魔力の量には気をつけた。

「──そして、この地に侯爵家を頂点とした──」

　五メートルほどの地点まで接近したのに、怨霊レイスはまだ演説を続けている。

　やはり怨霊となった時の妄執に支配されているのだろう。

　魔刃スキルを得たら、聖剣で浄化してやろう。神剣だと浄化じゃなくて消滅しそうなんだよね。

　ダンッと踏み込んで、赤い残光を引きながら一瞬で間合いを詰める。

　その勢いを乗せたまま、強打スキルと刺突スキルを発動して、虚空に向けて演説する怨霊の肩を目掛けて渾こん身しんの突きを叩たたき込んだ。

　赤く光る切っ先が怨霊に触れた瞬間、水面に黒い絵の具を一滴垂らした時のような波紋を残して怨霊が消し飛んでしまった。




[image: ]「魔刃」スキルを得た。




　──あれ？　強すぎたのか？

　そこで気を抜いたのがマズかったのか、不必要なスキルを重ねたのがマズかったのか、リザの槍が不規則な振動を始めた。

　──ヤバイッ。

　リザの槍に限界が近付いているのか、裂ける前兆のような赤いスジが黒い槍の表面に生まれ始めた。

　オレは慌てて槍から魔力を吸い上げる。

　この時に一度に吸い上げすぎないように注意した。

　熱したカップを急速に冷やした時のように割れても困る。

　まだ槍は魔力を帯びているが、変な振動は無くなった。何度か振ってみたが槍のバランスは変わっていないし、槍の表面の赤いスジも傷やヒビではないようだ。

　この赤いスジは、魔法道具を作る時に使う魔液リキツドが固まったモノに良く似ている気がする。

　魔物の素材を使った槍だから、魔核と同じ成分が露出もしくは結晶化した物なのかもしれない。

　鑑定してみると、槍の性能が明らかに上がっていた。

　元々の性能を正確に覚えている訳ではないが、元が鋼の槍と同程度くらいだったのに今では七倍近い性能になっている。

　オレの持つ聖剣とは比べ物にならないが、それでも尋常じゃない性能アップだ。

　更に名前も「カマドウマの黒槍」だったのが「魔ま槍そうドウマ」に変わっていた。どういう命名基準なのか気になる。

　変化前とは別アイテム扱いなのか、製作者が空欄に変わっていた。

　さっき、麻痺解除薬を作った時に名前を空欄にして戻し忘れていたようだ。




[image: ]称号「魔槍の鍛冶かじ師」を得た。

[image: ]「魔力付与」スキルを得た。

[image: ]「武器強化」スキルを得た。




　部屋の入り口からリザを先頭にうちの子達が入ってくる。

「あらら？　もう終わっちゃったの？」

「ああ、そのようだ」

　アリサの言葉に、甲冑かつちゆうを着た骸骨が床に転がってバラバラになっているのに気がついた。

　どうやら主が滅びたら、配下も消えてしまうらしい。

「リザ、すまない。槍の姿が変わってしまった」

「──これはヒビではなく模様ですか？」

　リザが驚きながら、受け取った「魔槍ドウマ」の表面を撫なでる。

　おもむろに何度か振って色々と確かめている。

「気のせいでしょうか？　以前よりも穂先まで神経が行き渡ったような不思議な感覚がします」

　リザがそう感想を漏らして、気合を入れた強打の型を行うと、赤いスジから光が漏れた。

「もしかして、これは魔刃を習得させるために改造してくださったのですね！」

　誤解だと言いたかったのだが、リザがあまりに嬉うれしそうだったので事実を言い出せなかった。

　危うくリザの槍を壊すところだったと、素直に謝れたのは翌朝の事だった。

「ちょっと～、こっちに隠し扉があるわよ！」

　アリサが玉座の後ろのタペストリーを捲めくって手招きしている。

　鑑定によると、このタペストリーの紋章はムーノ侯爵家のモノらしい。

　オレの罠わな発見スキルが反応していたので、アリサを下がらせて罠解除を行った。

　オレは隠し部屋の中に足を踏み入れる。隠し部屋の隅になぜか二匹のスライムがいたので、プチッと始末して屍し骸がいをストレージに回収した。

　他に危険が無い事を確認してから、皆を隠し部屋に呼んだ。

「すごい～？」

「ぴかぴかなのです！」

「これは凄いですね」

「うっは、ナニコレ！」

　皆が部屋の中の金銀財宝を見て驚きの声を上げる。

　部屋の中には一万枚くらいありそうなシガ王国金貨の山や貴金属製の像や宝飾品が見せ付けるようにディスプレイされている。

　部屋の壁沿いには武器防具類が入った箱が積み上げてあった。ミスリル合金製の武器も存在し、そちらは綺き麗れいな飾り台に載せて並べてある。油紙のような物で包んであるのは絵画の類だろう。

　この部屋の中には埃ほこり一つなく錆さびた道具類もない。

　恐らく、先ほどのスライム達は掃除や錆取りの為に飼われていたのだろう。殺さずに捕獲しておけば良かった。

　オレが好きな物を見て良いと皆に告げると、各々に部屋の探索を始めた。

　金貨の山の周りをグルグル走り回るタマとポチ、オレに許可を貰もらってから武器の検分を始めるリザ、銀製の楽器類を難しい顔でチェックするミーア、「金貨風ぶ呂ろとかできそう」と両手で金貨をすくってニヤニヤするアリサ。

　──皆すごく楽しそうだ。

　オレは木箱の隅に格納鞄と同種の魔法の鞄が油紙に包まれて隠してあるのを見つけた。

　中には大量の本や書類が詰まっている。ほとんどが領地内の税収や鉱山候補地の情報だったが、中級や上級の魔法書なんかも入っていた。残念ながら巻物は無い。

　この魔法の鞄はオレの格納鞄と同じ大きさなのだが、収容力が遥はるかに少なかった。それでも体積で三〇〇リットルも入れば充分凄すごいだろう。

　劣化格納鞄をストレージに回収した所で、ルルを背負ったナナが入り口から姿を現した。

「すごいです」

「宝物庫ですかと問います」

「そうみたいだね」

　ここにあるのはムーノ侯爵の一族が再興の為に隠していた財宝のようだ。

　これまでに聞いた話だとムーノ侯爵の一族は残っていないはずだから、オレ達が自由にしても問題ないだろう。

　怨霊退治の報酬でいいよね。

　何か欲しい物があったら言うように皆に告げて、オレもアイテムのチェックに参加した。




[image: ]称号「墓泥棒グレイブ・ルーター」を得た。

[image: ]称号「財宝発掘者トレジヤー・ハンター」を得た。




　失礼な称号が付いていたが、特に気にせずに戦利品の物色に参加する。

「ご主人様」

　奥の続き部屋からリザが手招きする。

　そちらに向かうと、軽トラックサイズのタマゴのような物が鎮座していた。

　ＡＲ表示では「魔砲『尊き血脈』」と出た。老人軍団の昔話に出て来た大量破壊兵器の名前だ。

　山中にあった死体が、もし生きてこの砦とりでに辿たどり着いていたら、新たな大量虐殺が実行されていたのかもしれない。

「これは何でしょう？」

「何かの魔法道具だろう。ここは良いからさっきの武器の中で使える物が無いか確認してきてくれ」

「承知しました」

　リザが向こうの部屋に行ったのを確認してから「魔砲」をストレージに回収して、「魔砲関係」フォルダを新設して関係するアイテムや資料を一箇所に集めておく。

　こんな物騒な物は死蔵決定だ。オレのストレージに入れておけば誰かが悪用する事もないだろう。




　　　　◆




　怨霊討伐から三日目、ムーノ男爵領に来て一〇日目の朝。

　オレ達はまだ砦跡に滞在していた。

「ここをお年寄りや子供達の住居にできないかしら？」

　アリサのそんな発言から、老人軍団や子供達を呼んで砦跡の整備が始まったのだ。

　あまり乗り気ではなかったのだが、始めてみると子供の頃に遊んだ秘密基地作りのようで、いつの間にか童心に返って楽しんでいた。




　壊れた井戸を修理して兵舎の一つを住めるようにし、老婆達に布束や毛皮を提供して彼らの寒そうな服を改善させた。

　春から食料を作れるように皆で砦の中庭に畑を作った。作物には育ちやすいガボの実を老人リーダーに渡してある。この前、盗賊達から没収したヤツだ。

　子供達に食べられる食材を教えて貰い、獣娘達とイノシシ狩りをするついでに集めたりした。

　山菜っぽい物ばかりではなく、冬とう瓜がんのような夕顔の実を大量に採取した。生食なましよく向きではなかったが、野菜炒いためやシチューの具に合うようだ。ミーアが喜んでいた。

　当面の食料としては燻くん製せいや干し肉を皆で協力して量産した。魔物はストレージから出したが、彼らには山で狩ったと伝えてある。

　また安全の為に普通のレシピで作った聖碑を砦の中心近くに設置しておいた。老人軍団のリーダーならレベルも高いし、魔力補充くらいできるだろう。

　聖碑が元から砦跡にあった設備に見えるように廃材で外枠を作っていたら、「偽装」や「証拠隠滅」なんかの後ろ暗いスキルを得てしまった。

　そして、三日滞在して不死の魔物アンデツドの復活がないのが確認できたので、オレ達は砦跡を立ち去る事に決めた。

　別れの前に老人や子供達と一緒に、砦跡や山で見つけた人骨を弔った。死者を悼むというよりは、二度と迷い出てくるなという想いからだ。

　そして、砦跡に別れを告げる直前に、子供達から呼び止められた。

「あの、商人のお兄ちゃん。これあたし達からのお礼なの」

　少女トトナの妹が、そう言って小さな袋をオレにくれた。

　中身は川原で拾ったという綺麗な小石だった。この子達の宝物らしい。中には本物の宝石の原石も交ざっていた。

　オレはその中から一個だけ貰って、あとは返す事にした。

「これだけ貰うよ、あとは君が大切に持っておきなさい」

「うんっ」

　少女は恥ずかしそうに、トトナの後ろに隠れる。

　オレ達は老人軍団や子供達からのお礼と別れの言葉を受け取って山を下った。

　少々長居しすぎたが、別に先を急ぐ旅でもないので、問題ないだろう。

　馬車は老人軍団が野営していた川岸を通り過ぎ、石造りの頑丈な橋を渡る。そして川向こうにある街道の分岐点で、干上がった川沿いに進路を変えた。

　オレは馬車の暖かい床に座りながら、先ほど貰った小石を手の上で転がす。

「もっと綺麗な宝石っぽいのもあったのに、どうしてこんな地味なのを選んだの？」

「オレには宝物なのさ」

　小石を見て首を傾げるアリサに、ちょっとキザっぽく言葉を返す。

　この不透明の赤い小石は「蛇じや血けつ石いし」という名前で、錬金術の素材として使われる物だ。

　セーリュー市で大量に買った竜白石りゆうはくせきと同様に、「解毒薬：万能」を作る素材の一つなのだ。他にも不足している素材があるのですぐには作れないが、持っていて損はないだろう。

　トトナの妹は、この街道沿いの干上がった川で採取したらしい。

　マップを開き、範囲を絞って「蛇血石」を検索してみると、干上がった川原に大量にある事が判った。

　オレ達は寄り道ついでに「蛇血石」採取に精を出し、そのまま川原でキャンプとあいなった。

　なお、川原で食べる猪肉のバーベキューは格別だった。







　巨人の森





〝サトゥーです。二九年生きてきましたが、人を救う存在になりたいと思った事はありません。勇者願望や救世主願望とは無縁の生き方をしてきましたが、異世界ではそうもいかないようです。〟






　砦を出発してから四日目、ムーノ男爵領に来て一四日目。

　この四日間も色々な事があった。

　食い詰めた村人の襲撃が三回。これはいつもの対処で済んだので特筆する事は無い。

　本職の盗賊の襲撃が一回。この盗賊団は騎士を襲いでもしたのか、リーダー格の二人がやけに立派な全身鎧よろいと武具を装備して軍馬に乗っていた。

　大森林の間道を行く時に馬が必要だったので、退治ついでに馬の補充ができてラッキーだった。

　また、下流では涸かれていた街道沿いの川も、上流では豊かな水量を保っていた。

　川沿いで野営した時に、飛喰魚フライング・イーターや半馬半魚ケルピーという魔物に襲われたりもした。

　危険なのは魔物だけではなく、川で水みず汲くみをしていたポチがピラニアのような魚に尻しつ尾ぽを齧かじられるアクシデントに遭ってしまった。

　毒などを持っておらず、魔物ではなかった為に対処が遅れてしまったのだ。

　魔法薬ですぐに治せたが、それからしばらくポチが水際を怖がるようになってしまった。

　ムーノ市の魔族調査も続けているが、魔族は分体スプリツターの数を一体から八体の範囲で変化させながら領内の都市や街をウロウロしていた。

　たまに城の地下にあるマップの空白地帯に魔族本体が移動しようとウロウロしていたが、スタミナと魔力を消耗してマップ内に戻ってきていた。

　たぶん、あの空白地帯は都市核シテイ・コアの間にあたるはずなので、都市核の掌握をしようとして失敗しているのだろう。

　観察していて気がついたのだが、厄介な事に魔族は分体と本体とを瞬時に交換できる事が判った。魔力を大量消費するようなので、頻繁に使えないのが救いだろう。本体を倒す時は分体から始末するのを忘れないようにしよう。

　他に特筆する事としては、前に見つけた亜種デミゴブリンの事だ。

　最初に調べた時は数個の集落だったのに現在では小集落の数が増え、二日前には総数が一〇倍以上に増えていた。

　もっとも、ほとんどがレベル一なので周囲の魔物や獣に食い殺されていて、現在では最大時の半分程度の数まで減っている。この調子なら最終的には領軍の脅威にならない程度の数に落ち着きそうだ。




　そして現在、オレ達は大森林への間道と街道との合流地点近くの川原で昼休憩を取っていた。

　リザとナナは調理場の準備、ミーアとアリサは敷物とコタツの設置、ルルはオレが汲んできた川の水で野菜を洗っている。

　タマとポチは、オレと一緒に数が増えた馬達の世話係だ。

　寒さが増してきたので今日の昼食はお鍋なべにしようと思う。具は道中で襲ってきた双そう頭とう鳥どりとたっぷりのキノコ、そして白菜だ。

　今朝寄った村で白菜を栽培していたので、手持ちの食糧と交換で手に入れた。

　日本で食べていた物よりも小ぶりで葉が黄色っぽかったが、ＡＲ表示では「白菜」になっていたので間違いないはずだ。

　血抜きの終わった二羽の双頭鳥の羽を毟むしるのは、馬の世話が終わったタマとポチに任せた。

　羽が飛び散らないように鳥を大きな袋に入れて、真剣な顔で毟っている。この双頭鳥はポチやタマよりも大きいので、羽毟りはなかなか大変な作業だ。

　コタツの設置が終わったミーアは野菜の下拵したごしらえを手伝いに、アリサはコタツへの魔力供給をしつつ、オレと鍋の味付けの相談をしている。

「味付けは味み噌そでいいとして、鍋をやるなら出汁だしが問題だな」

「コンブもカツオ節もないもんね」

　味噌や醬油しようゆはセーリュー市の高級食材店で買った分があるので問題ない。

　むしろ、その時に米を買わなかったのが悔やまれる。普段はそうでもないが、鍋をするなら御飯が欲しい。

　ま、オーユゴック公爵領まで行けば米があるらしいし、その時に忘れずに俵買いしようと思う。

　そんなオレ達二人を見てリザが首を傾げる。

「ご主人様、その双頭鳥の骨を煮て出汁を取らないのですか？」

　──あ、そうか。いつもリザが作るシチューは骨で出汁を取っていたっけ。

　鍋だから和風の出汁じゃないとダメだと思い込んでいた。

「そうだな、今回はそれで行こう」

　オレはさも知ってましたという顔でリザに頷うなずく。

　アリサが何か言いたそうな顔をしていたが華麗にスルーしておいた。

「完了～？」

「ご主人様、毟り終わったのです！」

　タマとポチが嬉うれしそうに、丸裸の鳥を見せてくれる。

「うん、綺き麗れいに毟れてるね。偉いぞ！」

「あい～」

「はいなのです」

　ポチが尻尾を千切れそうに振り、頭を撫なでられてくすぐったそうにする。

　タマは尻尾をピンと立てて、頭を撫でるオレの手を押し上げるように頭を擦こすり付けてくる。

　そんな風にスキンシップを楽しんでいる間に、リザが鳥を捌さばいて肉と骨、内臓に分けてくれた。

　この鳥の内臓はスタミナ回復系の魔法薬の材料になるので、食べずに保管しておく。

　オレは水を張った鍋を火にかけ、リザの解体した鳥の骨を投入して煮出していく。途中で少々臭みが気になったので、におい消しに使う香草を投入しておく。

　骨から剝はく離りした肉片や灰汁あくを地道に掬すくうのは、繰り返し作業が得意なナナに任せる。無表情で感情が読めないが、なんとなく楽しそうだ。

　ストレージに長期保存できるので、出汁だしは大鍋二つで量産する事にした。

「つみれ！　つみれも欲しい」

　アリサが「はい！　はい！」と手を上げて、そう主張する。

　つみれか、鍋の定番だな。

「いいね。ところで、つみれの作り方は知っているのか？」

「へ？　鳥肉のミンチを何かと混ぜて団子にするんじゃないの？」

　……その何かを知りたかったんだよ。

　リクエストするのは良いが、できれば作り方も思い出して欲しかった。

　旅に出てからの経験だと、繫つなぎに使えそうな物といえば小麦粉や卵あたりか。

　ミーアがキノコを真剣に薄切りする横で、ミンチにした鳥肉に小麦粉と砦とりで跡で手に入れた橙とう鶏けいの卵を混ぜて練ってみる。

　調理スキルのサポートがあるので、いい感じに団子用のペーストが作れた。スキル様々だ。

　団子の量産はアリサに任せる。言いだしっぺだし、それくらいはやって貰もらおう。スプーンで掬ったペーストをそのまま投入するのでも良いが、先に団子状にしておくのが我が家の仕様だった。

　ルルとリザが鳥を鍋の具にする分と、今晩以降に食べる分に切り分けている。一度に食べるには量が多すぎるからね。

　土鍋が無いのが風情に欠けるが、いつものシチュー用の鍋に出汁だしを入れて火が通りにくい具材から順番に煮ていく。

　最後に鴨肉に似た双頭鳥の肉を投入して蓋ふたをする。

　後は煮えれば完了という所で、レーダーに一般人を指す光点が映った。

　マップで確認した所、一九歳の女性で二レベル、スキル無し。状態は「空腹」になっている。「飢餓」の一つ手前の状態だ。

　山菜でも摘みに来て道に迷ったのだろう──いや、彼女の名前を見てその予想が間違っている事に気付いた。

　彼女の名前はカリナ・ムーノ。このムーノ男爵領の領主の娘だ。

　野獣や魔物の跋ばつ扈こする森で、護衛も無しに何をしているのだろう？

　もしかしたら偽勇者との婚約が嫌で逃げ出したのかもしれない。

　厄介事の臭いがするので見捨てたい所だが、森の中を彷徨さまよう少女を見捨てるのは少々後ろめたい。

　さて、どうしたものか……。

「ぐつぐつ～？」

「良い匂いなのです」

　オレのそんな迷いとは関係なく、鍋の前に座ったタマとポチが具材が煮える匂いに目を細めている。

　煮えるまではまだ時間がかかりそうだ。

　レーダーの光点を確認すると、いつの間にか停止していて状態に「昏こん倒とう」が増えていた。

　怪我はしていないようだが、カリナ嬢の魔力とスタミナが枯渇している。魔法系スキルを持っていないのに何に魔力を使ったんだろう？

　見捨てるのも忍びない。仕方ない、人命救助に行くか。

「一仕事増えたよ。ちょっと行ってくる。悪いけど、タマとポチも来てくれ」

「あいあいさ～？」

「らじゃなのです」

　オレの言葉に涎よだれをぬぐった二人が、敬礼のポーズを取る。二人によると「シュピッ！」のポーズと言うらしい。

「ご主人様、魔物の討伐なら私もお供させてください」

「マスター、出陣許可を」

　リザとナナも武器に手を伸ばすが、その必要は無い。

「いや、戦いに行くわけじゃないよ。遭難者がいるみたいだから、助けに行ってくる」

　そう告げ、タマとポチを連れて森に入る。

　これまでの森と違って、ジャングルのような鬱うつ蒼そうとした植生をしている。

　歩きにくいし、木が密集しているせいか視界も悪い。

　こちらは風下なのか、後ろから流れてくる鍋の香りが鼻び腔こうを擽くすぐる。

　そのせいか二人のお腹から、ぐるぐると獣の唸うなり声のような空腹を訴える合唱が聞こえてきた。

「はらぺこ～？」

「お腹の虫のヒトは我慢が足りないのです」

「帰る頃には鍋も煮えているだろうから、楽しみにしているんだよ？」

「あいあい～」

「今から楽しみなのです！」

　そんな会話をしているうちに、女性が気絶しているはずの場所に辿たどり着いた。

「何かある～？」

「光っているのです！」

　ポチが言うように、女性は白色に淡く発光する繭状の防御壁に守られている。光の加減か、小判サイズの光るウロコが集まってできているようにも見える。

　該当するスキルは持っていなかったから、彼女の手首で青い光を漏らしているアイテムが防御壁を生んでいるのだろう。

　女性は街中で着るような薄手の外がい套とうに乗馬で履くような編み上げの革靴を身に着けている。外套に隠れてよく見えないが、その下は貴族の女性が着るようなドレスだ。

　フードから色の濃い金髪が零こぼれ、その金髪の間からフランス映画に出てくるような美び貌ぼうが覗のぞいていた。

　ルルには及びもつかないが、アリサやミーアに匹敵するくらいには整った顔立ちをしている。ありていに言って美人だ。

「二人共、危ないかもしれないから触っちゃダメだよ」

「らじゃ～」

「はいなのです」

　小枝で防御壁をつんつんと突つつく二人に注意する。

　魔法で守られているなら救助できないな。どうしたモノか。

　なんとなく防御壁を触ってみると、触った部分が〝しゃりん〟と涼やかな音を残してウロコ状に剝落していく。

「見た目だけなのか？」

「硬い～？」

「カチカチなのです」

　オレの呟つぶやきをタマとポチが否定する。触っちゃダメと言ったせいか鞘さやのままの短剣で、防御壁をカンカンとリズム良く叩たたいている。

　オレはそれを止めさせて、防御壁を砕いて中の女性を取り出せるくらいまで破壊した。

『貴殿は何者だ』

　エコーの掛かった渋い男性の声が、美女の口元から聞こえた。

　一瞬、ニューハーフかと驚いたが、美女の色っぽい唇は微動だにしていない。

　先ほどの声は彼女の身体の下から聞こえていた。

　美女の身体の下の隙間に手を差し込んで、彼女を仰あお向むけに寝かせる。




　──魔。




　ありえないモノが視界に入る。

『我が防御を容易く砕いてしまうなど、只ただ人びとではあるまい』

　先ほどと同じ声が耳に届く。




　──魔。




　それが現実に存在すると、この目で見ていても信じられない。

『今一度、問う。貴殿は何者だ』

　そう、それは二次元フイクシヨンにしか存在しないもの。




　──魔。




〝魔乳まにゆう〟──それは爆乳を超えた存在──重力など知らぬとばかりにロケット状に突き出た冗談みたいな双丘に目を奪われる。

『我が言葉に答えよ、少年！』

　やや苛いら立だったような男性の声が耳じ朶だを打つ。

　──おっと、創作物フイクシヨンの中でしか見たことのないサイズの胸に意識を奪われていた。

　彼女の胸元で青い宝石の嵌はまった銀色のペンダントが明滅している。

　このペンダントが先ほどからオレに話しかけていたに違いない。ＡＲ表示によると魔法道具マジツク・アイテムの一種と出ている。ゲームなどに登場する「知性ある魔法道具インテリジエンス・アイテム」と呼ばれる物だろう。

　そんな事に思考を巡らせつつ、オレは青く明滅するペンダントに話しかけた。

「ああ、失礼。喋しやべる器物は初めて見たから驚いたんだ」

『ならば良い。我が名はラカ、我への敬語は不要だ。強き者よ、我が主の保護を依頼したい』

　このラカには「魔族看破」「悪意看破」「強者看破」「超強化付与」「苦痛耐性付与」の五つの機能がある。種別としては伝説級の秘宝アーテイフアクトに分類されるらしい。

　喋るたびに漏れる青い光から考えて、聖剣に使う青液ブルーを使って作られているのだろう。

「こんな森の中で出会った人間に任せて良いのか？」

『我には看破という機能があるのだ。貴殿らから悪意は感じぬ。魔力蓄積の為に我はしばし眠りにつく。カリナ殿の事を頼む』

「ああ、任せろ」

　オレが力強く頷くと、ペンダントの青い明滅が安心したように消えた。

「じゃ、帰ろうか」

「あい～」

「お鍋なべが待っているのです！」

　不思議そうな顔でカリナ嬢の胸を突くタマとポチにそう声を掛け、カリナ嬢の背中と膝ひざ裏に手を差し入れて抱き上げる。いわゆるお姫様だっこというヤツだ。

　オレより少し背が高いくらいなのに意外と重い。胸元に荷重が偏っていてそう感じるのかもしれない。

　バランスを確認しながら抱き上げると、ロケット状のそれがオレの胸を打つ。

　オレはゆったりと歩いて野営地へと戻った。もちろん、気絶した彼女の身体を気遣っての事だ。他意はない。




「お帰りなさ～い」

「ただいま」

　茂みを搔かき分けて野営地に戻ったオレ達をアリサが出迎えてくれる。

　コタツの上に食器を並べていた他の子達も、その手を止めてオレ達の方に駆け寄って来た。

「それが遭難者──また、女ぁ～？」

「むぅ」

　カリナ嬢の美貌か立派な胸を見てか、アリサとミーアの二人が不機嫌になる。

　オレは胸元の喪失感に耐えながら、リザとナナが敷いてくれた毛皮の上にカリナ嬢を寝かせる。

「すっごいオッパイね。偽乳ぎにゆう？」

「本物だと報告します」

「こら、ナナ。女性同士でも失礼だぞ」

　無遠慮にカリナ嬢の胸を揉もむナナの頭に、コツンと拳こぶしを当てて止めさせる。

　ルルがフードを外して前髪についた木の葉を取ったり、顔の汚れを拭ふいてやっている。

「まきまき～？」

「くるくるなのです」

　今度はタマとポチが、フードから零れたカリナ嬢の髪を突く。

「巨乳の上に、今度は金髪縦ロールだとぅ～？　キャラが立ちすぎてる。これでツンデレだったら、わたしの正妻の座が危ないわ」

「むぅ、危険」

　アリサの妄言にミーアが真剣な顔で頷うなずく。

　……誰が、正妻だ。

　そういう事は一〇年経ってから言ってくれ。

「この人はしばらく起きそうにないし、先に食事にしようか」

　オレのその提案に皆が答えるよりも早く、きゅるきゅると鳴る皆のお腹の音が答えてしまった。

　恥ずかしがる皆を促して、オレはコタツの中央にある簡易コンロ型の魔法道具に魔力を注いで起動し、その上に鍋を置く。鍋は二つある。一つだと皆の手が届かないのだ。

　鍋の蓋を開けると鴨鍋のような香りが広がる。

　う～ん、いい匂いだ。

　でも、香りを堪たん能のうするのはこの辺までにしないと、タマとポチの口元から涎が垂れてしまう。

　なぜかオレが皆の小鉢に取り分ける事になったので、野菜やつみれ、鳥肉などを彩りよく入れていく。ミーアの分だけは野菜オンリーだ。

　いつものようにアリサのいただきますの合図で、皆が食べ始める。

「お代わりは各自で自由に鍋から取っていいからね」

「あちち～」

「つみれが反撃してきたのです」

　タマとポチがはふはふとつみれを頰張り、中から溢あふれる熱々の汁に目を丸くする。

「美味です」

　リザは骨付きの鳥肉を齧かじって満足そうに頷く。

「どの具も美味おいしいとマスターを賞賛します」

「この白菜という野菜も出汁だしが染みていて美味しいです。やっぱりご主人様の料理は凄すごいです」

　ナナとルルが色々な具を口に運ぶたびに大げさな賞賛をしてくれる。

　だが、凄いのは調理スキルであってオレじゃない。

「夕顔の実」

　ミーアが箸はしに摘まんだ豆腐っぽい見た目の夕顔の実に齧り付いて、ふにゅと表情を緩める。

　ここ最近のミーアのお気に入りだ。

　元の世界で食べた冬とう瓜がんとは全然違う味だった。

　まあ、白菜もオレの知っている物よりワイルドな味だったし、こちらの野菜が元の世界の物と全く同じと考えない方が良いだろう。色々な料理を通して食材の特徴を摑つかんでいこうと思う。

「おいし」

　幸せそうに呟くミーアの言葉に、食わず嫌いで夕顔の実を避けていた他の子達も手を出し始めた。

「つみれは一人一〇個までだからね！」

　鍋奉行のようなアリサが、獣娘達にそう宣言をする。

　鍋からつみれを取ろうとしていたタマとポチの手が止まる。恐らく、一一個目だったのだろう。

　オレは自分用に確保してあった二個のつみれをそっと二人の皿によそってやる。

「わ～い」

「ありがとなのです！」

「もう、甘いんだから」

　アリサの母親っぽい言葉に微笑を返し、つみれの代わりに食べごろの茸きのこを口に運んだ。

「いい匂いがしますわ……」

　カリナ嬢の方からうわ言のような声が聞こえて来た。

　オレは取り皿をコタツに置いて、彼女の許もとへ向かう。

「目が覚めましたか？」

「──お、男っ?!」

　寝ぼけたカリナ嬢が飛び起きて、回し蹴げりを放って来た。

　……普通、そこは後ずさるかビンタじゃないだろうか？

　回し蹴りは避よけるまでもない。空腹で倒れていた人間が、突然そんな事をしたらどうなるかなんて明白だ。

「め、目が回りますわぁあ～～」

　貧血で目を回したカリナ嬢を抱きとめ、食卓の方へ運ぶ。

　オレの手の中でカリナ嬢がわたわたしていたが、あまり力がない人なのか簡単に押さえ込めた。

「……は、はなして」

　さっきまでの威勢とは別人のようにカリナ嬢は顔を真っ赤にしてオレの腕の中で震える。

　この人は男性恐怖症なのかな？

「安心してください。ラカに頼まれて貴方あなたを保護したんです」

「──ラカさんが？」

　ラカの名前を聞いて彼女の抵抗が消える。

　それにしても自分の装備品をさん付けするのか。

「はい。私は行商人のサトゥーと申します」

「わ、わたくしは、カリナ。ムーノ男爵の次女、カリナ・ムーノ、と申します」

　カリナ嬢は緊張しているのか人見知りなのか、自己紹介の所々でつっかえていた。

　それにしても、今の領地の情勢で男爵令嬢なのをバラすのは問題あると思うんだが、何か意図があるのだろうか？

「カリナ様は貴族の方でしたか」

　カリナ嬢をコタツの方へ案内し、ナナとルルの間の席を勧める。カリナ嬢が座る途中でタマとポチを見て動きを止めた。

　獣人と同席するのを厭いとうのかと思ったが、どうも様子がおかしい。

「耳族ですわ……。貴方は勇者様ですの？」

　カリナ嬢がくるりとオレの方を振り返って、子供のようにテンションが上がった声で尋ねてきた。

「先ほども申しましたが、私は行商人ですよ」

　オレはそう返事をしながら、彼女の驚いた理由を推察する。

　耳族というとポチの犬耳族やタマの猫耳族を総括する分類だったはず。

　そういえば初代勇者が耳族を従者にしていたと、セーリュー市のなんでも屋のナディさんが言っていた。

　恐らく、そこからの流れで、カリナ嬢はオレが勇者ではないかと考えたのだろう。

　カリナ嬢のお腹がぐぐうぅと鳴ったので、取り皿に具を入れて彼女に差し出す。箸は使えないだろうから、フォークとスプーンを渡した。

「高貴な方のお口に合うかは判りませんが、まずは食事にしましょう」

「いい香り。見た事のない料理ですわ」

　オレの勧めで、鳥肉を取り皿の中で一口サイズにカットして、ぱくりと口に運ぶ。
















　さすがに男爵令嬢だけあって、食べ方が丁寧というか上品だ。

　目を見開いて驚き、口元を手で隠し一生懸命咀嚼そしやくを始める。どうやら口に合ったようだ。

　こくんと飲み込んでから、ようやく彼女が口を開く。

「す、すごく美味しいですわ！」

「お口に合ったようで何よりです。沢山ありますから、お好きなだけどうぞ」

　オレがそう告げると彼女は少し頰を染めて頷いたあと、嬉うれしそうに食事の続きに戻った。

　カリナ嬢の食べ方を見て、アリサとルルがお上品な食べ方に改めている。今更だと思うが好きにさせよう。

　鍋の締めといったら麵めん類るいかおじやだと思うのだが、手持ちに麵も白米も無いので、鍋の汁を使った麦粥がゆを作って皆で食べた。

「しゃ～わせ～」

「大満足、なのです」

　満腹になったタマとポチが仰あお向むけになって、幸せそうな吐息を漏らした。

　そこにリザが容赦なく指示を飛ばす。

「さあ、片付けを始めますよ」

「らじゃ～」

「はいなのです」

　ぴょこんと起きた二人が、他の子達と一緒に食器を運んでいく。

　オレはその間にカリナ嬢に遭難した事情を聞く事にした。

　ルルが淹いれてくれたお茶をカリナ嬢に差し出す。

「お茶をどうぞ」

「まあ、青あお紅こう茶ちやですわね！」

　カリナ嬢が嬉しそうにカップを受け取る。

　一緒に食事をした効果か、普通に会話できる程度には打ち解けてくれたようだ。

「青紅茶なんて二年ぶりですわ」

　二年ぶり？

　輸入が完全に途絶えているわけでもないのに、どうしてだろう？

「美味しい……。さっきのすごく美味しい食事もですけど、貴方は裕福なのですわね」

「そうですか？」

　裕福なのは事実だが、食材はほぼ現地調達だから街中の庶民の食事程度のコストしかかかっていない。

「ええ、城の食事より、よほど豪華でしたわ」

「さほど貴重な食材は使っていませんよ？」

　セーリュー伯爵の城で食べた来客用の食事はもっと豪華だった記憶がある。

「我が領土は飢き饉きんの最中ですもの。領主が贅ぜい沢たくをしていては領民に合わせる顔がありませんわ。ですから、城の食事は豆のスープとお芋の料理くらいですの」

　そんな食事でよくそこまで胸が育ったものだとは思うが、彼女が噓を言っている様子は無い。

　清貧な領主が上にいて官僚や兵士達があそこまで腐っているという事は、やはり魔族が裏で暗躍していると考えて良いだろう。

「ところで、どうして森の中で倒れていたのですか？」

　オレの質問に、カリナ嬢は少し恥ずかしがったあとに口を開いた。

「森の奥に住む巨人の力を借りに旅立ったのですけど、道に迷ってしまったのですわ。木の上をぴょんぴょん飛んで行けば良いと思ったのですけれど……」

　ラカの機能にあった「超強化付与」というヤツだろう。

　地図も土地勘もなしに飛び出すとは、なかなか能天気な人だ。

「何の為に巨人の下もとへ？」

「魔族を倒す手助けをして貰もらう為ですわ」

　オレの質問にカリナ嬢がキッパリと答える。

「魔族が化けた執政官と偽勇者に、お父様やお姉様は騙だまされているんですの。ですから、魔族を倒す事ができる巨人に会う為に、ラカさんと一緒に森に向かったのですわ」

　おいおい、見ず知らずの他人にそこまで話したらダメだろう。

　噓の吐けない人と言うか、完全な箱入りお嬢様のようだ。

『カリナ殿、喋しやべりすぎだ』

　ラカがカリナに苦言を呈する。

「目が覚めましたのね、ラカさん」

　カリナ嬢のペンダントが青い明滅をしていた。

『すまぬが先ほどの話は内密にして貰いたい』

「ああ、他言する気はないよ」

　オレはラカの頼みを承諾する。

『かたじけない、強き者よ』

　助けた時と同様にラカがオレを「強き者」と呼ぶ。たぶん、「強者看破」でオレが強い事を知ったと思うのだが、どの程度の精度で判るのだろう。

「強き者？」

『うむ、貴殿は強い。どのくらいのレベルなのかは判らぬが、我が力で「超強化」したカリナ殿が勝てぬほど強いのは判る』

「でしたら、この方に頼めば魔族も──」

『カリナ殿、無理を言ってはならぬ。この御仁が強いといっても人の範疇はんちゆうの力だろう。魔族を倒すほどの力を持つのは、勇者や一握りの常識を逸脱した者達だけなのだ』

　オレはラカの言葉に無表情ポーカーフエイススキルで作った笑顔を向け、内心で首を傾げていた。

　この領地にいるのは推定レベル四〇の下級魔族のはず。

　前に見かけた巨人もレベル三〇以上だったし、そこまで大げさな表現をするほどじゃないと思うんだが……。

　もしかしたら、魔族看破で判るのは魔族か否かだけで、上級や下級なんかの階級までは判らないのかもしれない。

　強さもカリナ嬢からの相対値だったみたいだしね。

『サトゥー殿、行商人ならば巨人の里の場所をご存じないか？』

「行った事はないけど、大体の道順なら判るよ」

「で、でしたら、案内していただけないかしら？」

　身体の前で手を組む「お願い」のポーズでカリナ嬢の魔乳が凄すさまじい魅了効果を放つ。

　思わず頷うなずきかけたが、そこにアリサがぐいっと割り込んできた。

「──お礼」

「ええ、もちろん、謝礼はお支払いしますわ」

　勘違いしたカリナ嬢の言葉に、アリサの眦まなじりがクイッと上がる。

「違う。まだ行き倒れの所を助けて貰った感謝の言葉をご主人様に言ってないでしょ？」

「あ……」

　アリサの言葉にカリナ嬢が絶句した。

　やはり、忘れていただけのようだ。

「ご、ごめんなさい。サ──貴方の救助に感謝いたします」

　姿勢を正したカリナ嬢が貴族のお嬢様っぽくスカートの端を摘つまんでお辞儀をした。

　カリナ嬢の後ろでタマとポチがキュロットの端を摘まんでマネをしている。

　アリサも腕を組んだ状態で、偉そうにうんうんと頷いている。成長したら良い母親になりそうだ。

「いいえ、どういたしまして」

　オレも立ち上がって昔の映画で見たような貴公子のポーズを取って礼を返した。




[image: ]「礼儀作法」スキルを得た。




「さて、先ほどの話ですが、私達も巨人の里へ向かう所なのでご一緒しませんか？」

「宜しいんですの？」

「ええ、一人くらい増えても問題ありません」

　勝手に決めてしまったが、うちの子達から否定的な声が上がる事はなかった。

　一部、カリナ嬢の胸囲に危機感を刺激されている者がいたが、同行自体は快諾してくれた。




　　　　◆




「きゃぁあああぁぁ」

　カリナ嬢が悲鳴を上げて飛んでいく。そして地面を転がった後、木に激突して止まった。

　ラカの生み出したウロコ状の魔法壁に守られているので、若手芸人も真っ青の派手な転倒でも怪我一つない。

　食後にいつものように訓練を始めた前衛陣を見て、自分も参加したいと言い出したカリナ嬢なのだが、ラカに強化された力を上手く扱う事ができないようで、さっきから自爆を繰り返している。

　カリナ嬢はドレス姿のまま訓練に参加しているので、スカートがめくれてあられも無い姿を晒さらしている。

　ただし、こちら基準での話なので、ドロワーズのような下着が見えても特に嬉しくない。

「カリナ～？」

「大丈夫なのです？」

　タマとポチがカリナ嬢の所に駆けていって、木の根元にひっくり返って目を回すカリナ嬢の顔を心配そうに覗のぞき込んだ。

　二人は敬称を付けるのが苦手なので、カリナ嬢から呼び捨てで良いと許可を貰っていた。

　オレはアリサやミーアと一緒に訓練を見物していたルルに声を掛ける。

「ルル、カリナ様にナナの予備の服を貸してやってくれないか？」

「はい、判りました」

　オレやリザの服でも良さそうだが、カリナ嬢の体型だと胸元がきつすぎるだろう。

　ルルが持って行った服を受け取ったカリナ嬢が、ルルに背を向けて何かを言っている。どうやら、一人で脱げない服のようだ。

　ルルが躊躇ためらいなく脱がせ始めたので、くるりと背を向ける。

　もう少し、男性が一緒にいる事にも配慮して欲しいものだ。

「あら？　見放題なのに」

「アリサ」

　アリサの言葉をミーアが咎とがめる。ミーアはこの手の発言には敏感だ。

　着替えが終わったようなので振り返る。

　胸元がパツパツで張り裂けそうだ。布地が足りなかったらしく、裾すそが上に引っ張られておへそが覗いていた。

　それが恥ずかしいのか、カリナ嬢が一生懸命に裾を引っ張り、その動きに引き摺ずられて胸元がヤバイ感じの変形をしている。

「サトゥー」

「そんなにおっぱいが好きなら、こうよ！」

　オレの視線が釘くぎ付づけなのに気がついた二人が、オレの視線を覆い隠すように顔に抱きついてくる。

　キレ気味のアリサが、脂肪分の少ない胸を押し付けてきて痛い。

　結局、オレの視界が塞ふさがっている間に、カリナ嬢はナナの寝巻き用のダボダボした服に着替えてしまったようだ。

　さっきの素敵な光景は脳内フォルダに保存しておこう。

　メニューにスクリーンショット機能が無いのが非常に残念だ。




「サ──貴方あなたは訓練に参加なさらないの？」

　カリナ嬢が息を整えながらこちらに歩み寄って来た。

　汗ばんだ額に荒い吐息が色っぽい。相手が男爵令嬢じゃなかったら、口説きたくなる。

　さっきからオレの名前を呼ぼうとしているようだが、男性の名前を呼ぶのが恥ずかしいのか赤い顔をして「貴方」と言い直している。

「リザが一番強いのはサ──貴方だと言っていたわ。手合わせしてくださるかしら？」

「ええ、良いですよ」

　オレは立ち上がって、彼女達が訓練をする川原に向かう。

　途中で足元に落ちていた小石を拾って投とう擲てきする。

　もちろん、カリナ嬢に投げたわけではない。

　小石は川原の向こうの水面から姿を現していた半馬半魚ケルピーの頭を撃ち抜き、後ろ向きに倒れた半馬半魚が水柱を上げて水面に消える。

　半馬半魚の存在に気がついていたタマとポチが、安心したように訓練用の木剣を下ろす。

「さあ、始めましょうか？」

　オレはにっこりと微笑んで、突然の事態に呆あつ気けに取られたままのカリナ嬢に声を掛けた。

「え、ええ……。行きますわよ！」

　素人しろうと臭い動きなのに、一瞬でトップスピードになって飛び膝ひざ蹴げりを放って来た。

　格闘ゲームのキャラのようなその動きは、前衛陣との訓練で見ていたので難なく回避できる。

　それにしても速い。ポチ並みの速度だ。

「くっ、避よけられた。まだまだぁああですわ！」

　川原を抉えぐりながら急停止したカリナ嬢が、土煙を上げて再突撃してきた。

　跳躍しながらの回し蹴りを、しゃがみ込むようにして避ける。

　視線を上げると、魔乳が慣性に引っぱられて別の生き物のようにダイナミックな動きをしているのが見えた。

「もうっ、ちょこまかと！」

　彼女の胸の靭じん帯たいが断裂しないか心配になったが、痛そうにしていなかったのでラカの「苦痛耐性」や「超強化」が働いていたのだろう。

　オレは心の中でラカを作った先人に最大級の賞賛を贈った。実に素晴らしい装備品だ。

　苛いら立だったような声と共に、カリナ嬢が飛び蹴りをしてきたので横に飛び退のいて回避した。

　カリナ嬢の攻撃は大技ばかりなので、余計な事に目を奪われなければ避けるのは簡単だ。

　だが、避けてばかりいるのもなんなので、突撃を受けてみる事にした。

　突撃の勢いに乗った肘ひじ打ちをしてくるカリナ嬢を、真綿で包み込むように大きな動きで受け止めて勢いを殺す。

　なかなか重たい肘打ちだ。リザの槍やりみたいな重さがある。とても二レベルとは思えない威力だ。

　ラカの「超強化」はプラス一五レベルくらいの補正をしてくれるらしい。アーティファクトだけあって、ラカのブースト性能はなかなか凄すごいようだ。

　オレは感心しつつ、勢いを殺し終わったカリナ嬢をそのままポイッと投げ捨てる。

　カリナ嬢が「きゃっ」と可愛い声を残して川原を転がっていく。

　ラカの白い防御壁がカリナ嬢を守るので、砂利だらけの川原に遠慮無く投げても問題ない。

　だが、目を回して立てないようなので、彼女の下まで行って手を差し伸べる。

「カリナ様、大丈夫ですか？」

「だ、大丈夫ですわ！」

　だが、カリナ嬢はその手を避けるように挙動不審な動きで立ち上がった。

　少し傷つきかけたが、彼女のテンパった様子と声の震えからして、オレ個人が嫌いなわけではなく異性を過剰に意識しているだけのようだ。箱入りお嬢様みたいだから、潔癖なのかもしれない。

　その後も懲りずに直線的な突撃や特攻を繰り返すのを、回避したり投げ飛ばしたりしてやる。

　いつの間にか、手合わせというよりは教練みたいになってきた。

「カリナ様、大技ばかりでは回避が得意な相手には通じませんよ？」

「そうなのです！　小技で崩してから、大技で止とどめを刺すのです！」

　オレのアドバイスをポチが補完する。

　確か、前にポチがそんな事をリザに教わっていた。

「小技ですの？」

　カリナ嬢はポチよりも不器用らしく、見え見えの牽けん制せいのパンチや足払いをしてくるので、大技だけの頃よりも隙だらけになってしまった。

　やはりスキル頼りのオレにはトレーナーとしての才能はないようだ。

「リザ、悪いけどオレと代わって教えてあげてくれないか？」

「ご主人様、お任せください」

　オレは教官役をリザと交代して見学に戻る。

「カリナ様、私とポチが戦います。最初は小技なし、後から小技ありで戦うので、ポチの動きを良くご覧になってください。ポチ、カリナ様に見えるように、いつもよりゆっくりとした動きで戦いますよ」

「はいぃ、なぁのぉですぅ～」

　──ポチ、ゆっくり喋しやべる必要は無いんだよ？

　二人の演舞のような訓練を見てカリナ嬢は小技の重要性を学んだようだ。

　カリナ嬢と前衛陣は一時間ほど実戦形式の訓練を続け、誰も立ち上がれなくなった所で終了となった。

　汗をかいたままだと風邪を引くので、湯沸かしの魔法道具でお湯を用意して皆に汗を拭ふかせた。もちろん、風除よけのかまくら型「防御壁シエルター」の中でだ。

「お湯を沸かす魔法道具ですの？」

「ええ、お城では使いませんか？」

「侍女に薪まきが高いのでお湯は朝だけと言われてましたから、使っていなかったのではないかしら」

　──なかなか世知辛い。

　それにしても、たかが薪代を高いと侍女が零こぼすようなら、やはり税収のほとんどは魔族か官僚達が横領しているのだろう。

　オレは馬車の寝台で床暖房の魔法道具に魔力をチャージする。

　作業をしていると、お湯で汗を拭ぬぐう皆の楽しそうな声が聞こえてきた。

　川辺に露ろ天てん風ぶ呂ろを作れば良かったと、僅わずかに後悔が胸を過よぎる。森巨人の里から戻ったら、必ず作ろう。

　さっぱりした皆を寝かしつけ、オレはコタツを並べて寝床を作った。馬車の中から、「床板が暖かいですわ！」というカリナ嬢の感嘆の声が聞こえてくる。

　一人だけ蚊帳かやの外なのが寂しいが、さすがに男爵令嬢と同どう衾きんするわけにはいかない。




　強化装備という物に興味が湧いたので、その晩は夜番の子達の横でトラザユーヤ氏の資料を読み漁あさった。

　これらの装備も聖剣並みに大変な設備が必要そうだったのだが、資料を読んでいて気がついた事がある。

　どれも鍛造や鋳造の過程で魔法回路が崩壊しないようにするのが大変なようだ。

　その前段階の魔法回路自体は作れそうだったので、聖剣エクスカリバーで木剣を縦に裂いてその間に魔剣の回路を組み込んでみた。

　特に何のスキルも称号も付かなかったが、無事に模造魔剣を作る事ができた。

　完成した木もく魔ま剣けんは普通の木剣よりも遥はるかに魔力を流し易い。

　複雑な回路は無理だが、頑強さアップ系や威力アップ系の簡単な回路なら組み込めそうだ。

　オレはその晩に二本の剣を完成させた。木製の魔剣と聖剣だ。魔力を流すと前者は赤く光を漏らし、後者は青い光を漏らす。

　実体のない幽霊ゴースト系の魔物の所まで出向いて木もく聖せい剣けんや木もく魔ま剣けんを試用したところ、どちらも砦とりで跡で見つけたミスリル合金製の剣と同等の威力を発揮した。

　帰りに普通の魔物を木もく魔ま剣けんで切ったら砕けて分解してしまったので、実体のない相手か普通の武器が効かない相手にしか使えなそうだ。

　ただ、魔刃スキルの伝導体としてはそれなりに使えた。

　オレは木の枝や指の延長でも魔刃スキルが発動できるので不要だが、前衛陣の魔刃スキルの練習用に良さそうだ。

　オレは夜が明けるまでの間に、スキル練習向きの魔法回路を組み込んだ木もく魔ま剣けんを三本完成させる事ができた。




　　　　◆




　ムーノ男爵領に来て一五日目の朝。

　温かいスープで身体を温めたあと、オレ達は冷たい朝あさ靄もやの立ち込める大森林の奥に出発した。

　なお、馬車は出発時にストレージ収納距離を拡張して、誰にも気付かれずに収納してある。少なくとも意気揚々と出発したカリナ嬢やラカには気付かれていないはずだ。

　間道を進むオレ達は、六頭の馬に分乗している。

　盗賊から奪った軍馬にナナとリザがそれぞれ単身騎乗し、セダム市で購入した乗用馬に乗馬の心得のあるカリナ嬢が一人で乗り、オレはアリサを同乗させている。

　そしてセーリュー市で最初に買った馬車馬に、ミーアとルル、タマとポチがそれぞれペアで乗る。

　タマは騎乗経験が少ないのだが、馬車馬のギーとダリーは妙に頭が良いので、タマの言う事をよく聞いてベテラン騎手が乗っているように如才なく倒木を乗り越えたり、窪くぼみを避けたりしてくれている。

「思ったよりも勾こう配ばいや障害物が多いわね」

「普通」

　アリサのボヤキにミーアが淡々と答える。

　たぶん、森の中の間道なら普通の事だと言いたいのだろう。

「ご主人様！　あそこ！　獲物、なのです」

　ポチが木々の向こうに山鳥を見つけた。

　お昼ごはんに狩るか。オレは鞍くら袋の横の弓入れから短弓を取り出して山鳥を射る。

「やった！　なのです」

　タマの操る馬から飛び降りたポチが、狩猟犬のような速さで山鳥の落ちた場所に駆けて行った。

「貴方は体術だけではなく、弓術も一流なのですわね」

「先生が良いですからね」

　感心したようなカリナ嬢の言葉に、ミーアの頭を撫なでながら答える。

　当のミーアは照れ隠しなのか、頰を染めながら草笛を吹き始めた。




　初日は魔物に出会う事なく終わり、小さな川の畔ほとりで野営となった。

　オレ達は格納鞄ガレージ・バツグから野営に必要な道具を取り出して、野営の準備を進めていく。今使っているのは怨霊砦の宝物庫で見つけた劣化格納鞄の方だ。

　カリナ嬢やラカの前で堂々と使う必要があるので、貴族達に寄越せと言われても惜しくない方を普段使いにしてある。

　だが、それは余計な手回しだったようだ。

「あら？　魔法の鞄ですのね。我が家にも昔幾つかありましたわ」

　劣化格納鞄から取り出した敷物やコタツを見ても、そんなあっさりした言葉が返ってきた。

　ムーノ男爵家の格納鞄は金策の為に売却したらしいが、大商人や裕福な貴族の家ではさほど珍しくない魔法道具との事だった。

「まあ！　この机は中が暖かいですわ！」

　むしろ、コタツの方が驚かれてしまった。

「カリナ、こっち～？」

「これが暖かいのです！」

　カリナ嬢がタマやポチと一緒にコタツの中に頭を突っ込んで、魔法道具の放つ赤い光を眺めている。

　カリナ嬢は胸元だけでなく腰のラインも色っぽいと認識を改めつつ、「行儀が悪いですよ」と軽く窘たしなめておく。

　その時にアリサがイタズラ心を発揮してカリナ嬢のお尻しりを一撫でしたので、驚いた彼女がコタツの中で頭をぶつけて悲鳴を上げる。

　なお、赤い顔に涙目で顔を出したカリナ嬢にアリサがすぐに謝ったので、オレに痴漢の冤えん罪ざいがかかる事はなかった。




「カリナ～？」

「カリナもお手伝いするのです！」

　箱入りお嬢様のカリナ嬢は野営の準備を手伝う事無くコタツに入っていたのだが、タマとポチの二人が彼女の両腕を摑つかんで引き摺ずり出した。

「わ、わたくしにも下働きのような事をしろというのですか？」

「いえす～」

「働かない人にはご飯がないのです！」

　カリナ嬢には食いしん坊属性でもあるのか、「ご飯がない」と聞いた瞬間、「が～ん」と書き文字が付きそうな顔で驚愕きようがくした後、タマやポチに教わって準備に参加していた。

　今日のお昼は朝作ったサンドイッチだったので、夕飯のメインを飾る山鳥の蒸し焼きはルルを助手にオレが担当した。

「ご主人様、下拵したごしらえはこんな感じで良いですか？」

「うん、完かん璧ぺきだ。ルルは仕事が丁寧だから安心して任せられるよ」

　オレはルルから山鳥を受け取って、内臓を抜いた空洞に香草や下した茹ゆでした野菜を詰めていく。

　外側に醬油しようゆベースのタレを丹念に塗って、セダム市滞在中に製作したスチームオーブン型の魔法道具の中に入れる。大きな鳥なので庫内に納まるギリギリのサイズだった。

「この魔法道具は中が見えないから、魔法道具の外側の温度と中の食材の音を頼りに調理するんだ」

「……ちょっと温かくなってきました」

　四角いオーブンに真剣な顔で手を添えていたルルが呟つぶやく。

「音はまだしません」

　耳をオーブンにくっつけて上目遣いに報告してきた。

「ルル、顔を火傷やけどするから、顔をくっつけたらダメだよ」

「は、はいっ。す、すみません！」

　火傷をしても魔法薬で治ると思うけど、一時でもルルの美び貌ぼうが損なわれるのは世界の損失だもんね。

　やがてオーブンから蒸気と共にいい香りが漏れ出してきた。

　ポチとタマの二人がカリナ嬢と一緒にわくわくと吹き出す蒸気を見つめている。

　その姿を見ていると、オレまで仕上がりが待ち遠しくなってくる。

　薬草採取に行っていたミーアとアリサが帰ってきた所で、夕飯となった。

　ポチやタマの涎よだれが決壊する前で良かった。

　……カリナ嬢の半開きの口から垂れそうになっているのは見なかった事にして、テーブルの大皿に蒸し鳥を乗せる。

　皆の皿に鳥肉や野菜を取り分けるのはリザに任せた。

「いっただきま～す」

「「「いただきます」」」

　アリサの音頭で夕飯が始まった。

「いただきます？」

「いただきますって言うのはね──」

　カリナ嬢の質問にアリサが薀うん蓄ちくを披露し始めたが、蒸し鳥の出来が気になるので聞き流した。

　鳥肉は極上の照り焼きっぽい味で脂が抜けた分軽い美味しさだ。オレは少し拍子抜けしながら、小さく切った野菜を口に運ぶ。

　──美味い。

　山鳥の脂と野菜の旨うまみ、隠し味に塗った味み噌そベースのタレが絶妙だ。

　鳥肉と一緒に食べると更に旨みが増す。少し刺激が足りないので胡椒こしようを一振りすると天上の味へと進化した。

　うん、山鳥を見つけたら最優先で狩ろう。

　皆にもオレの食べ方や胡椒を勧めて、一緒に極楽を堪たん能のうした。

　食後の片付けでカリナ嬢が皿洗いに挑戦していたが、五枚目を割ったところでリザから戦力外通告を出されてアリサと一緒にテーブル拭ふきなどの無難な仕事に移されていた。

　ちなみにアリサは握力がなさすぎて皿を落とし、カリナ嬢は落とさないように力を込めすぎて割っていた。




　翌日の旅も平和だったが、決して平へい坦たんではなかった。

「うはっ絶景！」

「不思議な光景ね」

　アリサの横でルルが淑しとやかにため息を吐く。

　二日目の旅路では間道の先が断だん崖がい絶壁となっており、昨日の小川が滝となって虹にじを作っていた。

　森の奥の方にはピラミッドのような謎の建造物や銀河鉄道の汽車が出発しそうな天に延びる石の傾斜路が見える。

　ピラミッドは大昔の神殿跡のようだった。かなり遠い場所にあるが、天体観測の設備もあるようなので、森巨人の里から帰る時にでも寄ってみよう。

　この辺りからレーダーの圏内に強めの魔物が出没し始めたので、夜中に暗躍して巨大な蛇の魔物や石化の凝視ゲイズが怖いバジリスクなどを始末して回った。

　もちろん、戦闘訓練になりそうな強さの単独の魔物は残してある。




『ひとひとひ～と、たまにえるふぅ～、ひとひとひ～と、たまになんだろ～』

　三日目の昼にはラッパのような形の花が付いた歌う樹木を見かけた。

　歌詞が微妙だが、王都辺りに持って行ったら好こう事ず家かが大金を出しそうだ。もちろん、運搬する気はないので放置した。

　また、森の深部だけあって珍しい植物、特に魔法薬や魔法道具に使うような素材が豊富だった。

　中でも、断崖から回収した土つち石いしや透明度の高い泉の底で見つけた水みず石いしなどの魔素マナで変質した属性鉱石エレメント・ストーンを幾つか入手できた。

　水石は「奈落の水袋ウエル・バツグ」のような清水を生み出す魔法道具に使うらしい。

　途中で数回ほど魔物に出会ったが、雑魚ざこばかりだったので皆の連携訓練やカリナ嬢に実戦を積ませるのに利用させて貰もらった。

「カリナ～上～」

「──え？」

　樹上から降って来た「這い蔦クロール・アイビー」という三レベルの魔物にカリナ嬢が絡みつかれた。

　弱い麻ま痺ひ毒を持つが、単独で行動中に奇襲を受けないかぎり怖い魔物ではない。

　それにラカに守られているカリナ嬢なら、大した脅威にはならないのだ。

「しゃらくさいですわ！」

　カリナ嬢がラカの「超強化」がもたらす怪力で、「這い蔦」をブチッと千切って地面に捨てる。

　それをリザが魔ま槍そうで止とどめを刺す。樹上には蛇のように鎌首をもたげる「這い蔦」が何匹かいたが、仲間が潰つぶされたのを感知してスルスルと逃げていった。

「お怪我はありませんか？」

「だ、大丈夫ですわ」

　オレが馬を寄せると、カリナ嬢はテンパった様子で馬を下がらせる。

　男性が苦手なカリナ嬢は戦闘中や食事中以外だと未いまだにこんな感じだ。警戒心の強い猫みたいなので不快感はない。

　三日目の旅はそんな感じで終わった。

　この日の深夜は強い魔物が見当たらなかったので、人跡未踏の難所まで足を伸ばして水石や土石、風かぜ石いしといった属性鉱石を収集して回った。

　これらは特殊な属性魔法系の魔法道具や魔法薬を作るのに必要なのだが、錬金術屋や魔法道具屋でもなかなか買えない品なので、麻袋三つ分ほどを回収させて貰った。

　できれば雷かみなり石いしや火ひ石いしが欲しいのだが、それらは残念ながら手に入れる事ができなかった。

　この素材探しの最中に、ムーノ男爵領の西端にある山脈に知り合いを示す光点をマップ上に見つけた。セーリュー市の前で別れたナナの姉妹達だ。

　どうやら、彼女達が目指すゼンの奥方の墓はあんな山奥にあったらしい。

　久々に会ってみたかったが、距離が離れすぎているので今回は見送った。

　そのうち会えるだろうし、最悪でも迷宮都市で再会できるだろう。




「熊～？」

「猪さんかもしれないのです」

　四日目の昼前に、進行方向の崖がけの上にこちらに背を向ける茶色い獣を見つけた。

　その獣がぐらりと横に倒れる。

「お昼寝～？」

「違うのです！　後ろに魔物がいたのです！」

　獣の後ろからニュッと顔を出したのは金属製のアルマジロといった風体の生き物だった。

　ＡＲ表示によると「鎧鼠アーマー・ラツト」という二〇レベルの魔物で、「突進」と「衝撃吸収」の種族固有能力を持っている。軽トラくらいのサイズだ。

「総員、下馬して戦闘配置につきなさい。馬はアリサとルルに任せます」

　リザの掛け声で、皆が馬から下りて戦闘配置につく。

　その声に刺激されたのか、ダンゴ虫のように丸まった鎧鼠が崖の上から回転突進を仕掛けてきた。

　オレとミーアが短弓で射掛けるが、安物の矢と弓なのでカンカンと鎧鼠の外皮に弾はじかれてしまう。

　──にも拘かかわらず、鎧鼠が回転を乱して近くの大木に激突してバタンと横に倒れた。

　アリサがポソリと「平衡感覚霍乱バランサー・ジヤミング」と呟いてＶサインをオレに向けた。オレも親指を立ててそれを誉める。

「今こそ好機ですわ！　参りますわよラカさん」

　リザの合図も待たずにカリナ嬢が矢のように飛び出していく。

『カリナ殿、待つのだ』

「いけません、カリナ様！」

　ラカとリザが慌てて制止するが、ラカの「超強化」によって常人を超えた脚力を得たカリナ嬢は既に鎧鼠の目と鼻の先まで接近していた。

　ぐばんと音がしそうな勢いで鎧鼠が丸まった状態を解除し、近くにいたカリナ嬢を撥はね飛ばした。

　幾つもの潅かん木ぼくをへし折ってカリナ嬢が飛んでいく。

　普通なら重症を負うほどのクリーンヒットだが、ラカの守りは厚く、カリナ嬢の体力は一ポイントも減っていないようだ。

　うちの子達全員に装備させたいくらいの優れ物だ。どこかに金貨一万枚くらいで売っていないだろうか？

　そんな事を考えている間にも鎧鼠を相手に、タマとポチが注意を逸そらし、ナナが防ぎ、カリナ嬢が撥ね飛ばされ、リザが魔槍ドウマでダメージを与えていく。

　……あまりカリナ嬢が役に立っていない気がするが、まだ四レベルだから仕方が無い。

「みんな下がって！　ミーアの魔法が行くわよ！」

　アリサの合図に皆が距離を取る。

「■■■　■　■　急膨張バルーン」

　ミーアの魔法が鎧鼠の足元に溜たまっていた緑色の血を急速に気化して、魔物をひっくり返す。

　逃げるタイミングを間違えたカリナ嬢がミーアの魔法で魔物と一緒に撥ね飛ばされて、近くの大木から伸びる枝に引っかかった。

「むぅ？」

　想定外の事態にミーアが困惑の表情を見せる。

「今よ！　攻勢に出て！」

　鎧鼠が慌てて起き上がろうと体を反らすが、アリサの精神魔法「精神衝撃打マインド・ブロー」がヤツの意識を一瞬だけ刈り取る。

　動きの止まった鎧鼠に、前衛陣がザクザクと剣や槍を突き立てて止めを刺した。

　この戦いでレベルが一つ上がったカリナ嬢に立体機動スキルが増えていた。何か皮肉めいた物を感じるが、役に立つスキルなのでヤボは言うまい。




　うちの子達がカリナ嬢の縦ロールをすごく気に入っていたので、巻き毛用のコテを魔法道具で作ってあげた。

「くるくる～？」

「まきまき、なのです！」

　そんな感じに皆で毛先を巻いて楽しんでいた。

　実は初日から作り始めていたのだが、髪を焼かない微妙な熱加減にするのが難しく、何度も作り直して、四日目にしてようやく完成したのだ。

　もっとも、この努力は皆には秘密にしている。

　だって、ご主人様はこっそり努力をするモノだからね。

　なお、この日の深夜は石化の吐息ブレスを使うコカトリスという鶏の魔物を退治し、石になった樹木や小動物を収集した。

　なお、翌朝試食したコカトリスの肉は絶品だった。




　そして五日目。出発してすぐに、マップで確認していた最大の難所に辿たどり着いていた。

「すっごい亀裂ね」

「谷底の川はかなりの急流のようだと報告します」

「落ちたら助かりそうにありませんね」

　アリサ、ナナ、リザに続いて他の子達も下を覗のぞこうとしたが、危ないので止めさせる。

「迂う回かいする？」

「大丈夫だよ。この先に橋があるんだよ」

　ちなみに昨晩コカトリス狩りの後に作ったばかりだ。

　馬を少し進めると丸太橋が見えてくる。

「は、橋って、コレ？」

「そうだよ」

　アリサの質問に頷うなずく。

「ちょ、まさかこれを渡れって言うの？」

　オレと一緒に馬に乗っているアリサが丸太橋を見て顔を青くしている。

　二本の丸太の間を板で止めただけなので、渡るのは勇気が必要だ。

「無理、無理ったら無理。ぜぇ～ったい無理。素直に三日かけて迂回しましょうよ。ねっ？」

　アリサが涙目で懇願してくる。

　オレは大丈夫な事を示すために、先頭を切って橋に向かう。

「大丈夫だって」

「ぎぃやあ──」

　アリサの叫びで馬が怯おびえそうだったので、口を塞ふさいで渡りきった。

　アリサは文句を付ける元気も無いのか、馬の鬣たてがみに額を押し付けてぐったりとしている。

「もう、タマは思い切りが良すぎるのです」

「なんくるないさ～？」

　ついて来たのはタマだけだったが、同じ馬に同乗しているポチも一蓮托生いちれんたくしようだったせいか、必死の口調で抗議している。

「タマ、手綱を頼む」

「あい～」

　オレは馬をタマに預けて橋を戻った。

　皆の馬にオレが順番に同乗して渡るのが手っ取り早いだろう。

「ご、ご主人様」

「怖かったら目を閉じていていいよ」

「は、はいっ」

　ひしっとオレの背に摑まるリザを連れて馬で橋を渡る。意外に高所が怖いようだ。

　続いて今度はルルを連れて渡る。

「ご、ご主人様、目を閉じても怖いです」

「なら、横座りしてオレの胸に顔を埋うずめて心臓の音に集中していて」

「は、はいっ」

　震える美少女がひしっと抱きついて来るシチュエーションというのは良いものだ。実に保護欲を刺激される。

　ルルの馬に同乗して橋を渡ると、アリサが指を咥くわえてこちらを見ていた。

「裏山」

　アリサは羨うらやましいと言いたいのかな？

「なら、アリサも、もう一往復してみるかい？」

「え、遠慮しておく」

　オレの冗談に、アリサが真剣な顔でぶるぶると首を横に振った。

「危ないの。人は飛べないのよ？　だって羽が無いのだもの。だからエルフだって飛べないの、本当よ？」

　続いて恐怖のあまり長文を捲まくし立てるミーアを担いで丸太橋を渡り、最後にカリナ嬢の馬に同乗して谷越えを完了した。

　カリナ嬢の魔乳に魅了されかけたが、なんとか耐えた。




　そして、遂にオレ達はマップの空白地帯際までやってきた。

「壁～？」

　先頭のタマが馬体を横に向けて、ペタペタとパントマイムのように見えない壁を叩たたく。

　ルルの馬に同乗したアリサもタマの真似をして手を伸ばす。

「あら、ホントだわ」

「不思議なのです。見えないのに何かあるのです」

　他の子達もタマと同じように見えない壁を叩くのに参加する。

　カリナ嬢も含め、皆が見えない壁をペタペタと叩いては首を傾げる姿が可愛い。

　オレも馬体を横に向けて手を伸ばすが壁らしきものは無い。

　しばらく皆が叩く場所を見ていると、「山樹の結界壁」とＡＲ表示された。

　前に「幻想の森」の境界で見た結界壁と同じようなものだろう。

　それにしても「山樹」って何だろう？

　もしかしたら、見当違いの場所を目指していたのか……。

　一歩前に馬を進めると、少し違和感を感じたものの抵抗無く進めてしまう。

　生暖かい風が頰をくすぐるが、そんな事よりも前方遠くに突然現れた異様に巨大な大樹に視線を奪われる。

　転移させられたのかと思って振り返ると、口をパクパクさせてパントマイムする皆の姿が見えた。必死な姿から遊んでいるのではなく、本気で心配しているのが伝わってくる。

　あの結界壁は声を遮断するようだ。

　さっきの大樹も向こうから見えなかったし、ひょっとしたら映像も遮断するのかもしれない。

　オレはとりあえず、メニューの魔法欄から「全マップ探査」を使って結界内の情報を取得してから結界壁の向こうに戻った。

「もう、急に消えちゃうから、びっくりしたじゃない！」

　アリサを筆頭に心配した皆から散々怒られてしまった。

　心配してくれるのは嬉うれしいが、それよりも結界の向こうが安全かをチェックするほうが先だ。

　皆が怒ったり心配したりするのを神妙な顔で聞きながら、情報を吟味していく。

　まず、先ほど結界壁の向こう側に見つけた大樹は、メニュー情報で「山樹」という名前だと判る。ミーアが囚とらわれていた「揺り篭クレイドル」と同じサイズの大樹のようだ。

　そして、オレが手紙を届けに来た森巨人フオレスト・ジヤイアントの里は、その山樹の麓ふもとに存在するようだ。

　この領域内は森巨人の里に人口が集中している。森巨人は全部で一〇人しかいないけど、最高でレベル三九もある。平均三一レベルだ。

　森巨人以外の巨人族も存在するようだ。

　小巨人リトル・ジヤイアントという種族で、平均二〇レベルだ。少々矛盾する名前だが、巨人としては小さいのだろう。こちらは一二〇人ほどいた。

　他には合計一〇〇〇名ほどの雑多な亜人達が暮らしているようだ。鳥人族が四割、雑多な獣人達が五割、残り一割が妖よう精せい族だ。

　妖精族はブラウニー、ノーム、スプリガンの三種族がほとんどだが、コボルトも三名ほど存在していた。クハノウ伯爵領では会えなかったから、今度は交流を持ってみたい。

　結界壁の内側には幻獣達も色々といるようだ。

　一角獣ユニコーンが幾つかの群れを作っており、他にも、捻角獣ジユルラホーンという聖剣ジュルラホーンの素材かモデルになった幻獣も生息しているようだ。

　山樹の上の方には「幻想の森」の老魔女が使役していた古老雀エルダー・スパローなんかも群生しているようだ。

　とりあえず、うちの子達にとって致命的なレベルで危険な生き物はいないようで安心した。

　安全を確認した後、オレ達は全員で結界の向こうに移動した。

　なぜか、オレが手を引くと普通に通過する事ができてしまったのだ。

　ミーアが山樹を見て動揺するかと思ったのだが、「揺り篭」の外観をほとんど見た事がなかったのか、特に反応はなかった。

「サ……貴方あなたは何者ですの？」

　カリナ嬢が真剣な顔で問いかけてきた。相変わらず、オレの名前を呼ぶのが恥ずかしいらしい。

「巨人の里への手紙を持っているので、結界が通してくれたのかもしれませんね」

　適当な事を言ってはぐらかしたが、オレにも結界を通れる理由は不明だ。

　さて、判らない事に頭を悩ます前に移動経路を調べよう。

　ここから里までは直線距離で二〇キロほど、馬で大体一日から二日くらいだ。




　不意に目の前の古木の一つに緑色の人影が生まれる。

「あら？　誰かと思ったらニンゲンじゃない」

「やあ、この前は助かったよ」

　古木に現れた人影は、「揺り篭」内で移動を助けてくれたドライアドだった。

　手招きするので、彼女の傍に近寄る。相変わらず裸だが、幼女には興味がないので問題はない。

「むぅ、離れて」

　ミーアがオレと幼女の前に割り込んで、オレを守るように両手を広げる。

「干物」

　ミーアが単語で警告を発する。

　たぶん、ドライアドが大量の魔力を吸い取る事を言っているのだろう。

「あらら、幼子ちゃんたら、失礼ねぇ～」

　幼子とはミーアの事だろう。彼女の称号には「ボルエナンの幼子」というのがある。

　オレはミーアの頭に手を置いて、ドライアドに話しかける。

「それで、何か用かい？」

「うん、森巨人の長おさに結界の侵入者を見てきてくれって頼まれたんだけど、少年なら連れて行ってもいいよね。幼子ちゃんも来るでしょ」

　ついて行くのは構わないが、他の子達をここに置いていったら道に迷って森巨人の里まで辿り着けない可能性が高い。

　森巨人の性格は判らないが、温和な老魔女が友人と呼ぶ相手だ。多少は信用しても良いだろう。

「待ってくれ、連れて行くなら全員にしてくれないか？」

「はいよ～。でも、それだと魔力が足りないから、ちょっと貰もらうわよ」

　ドライアドが返事も聞かずにオレの頰に手を添えて、ぶちゅっと音がしそうな勢いで唇を奪い、そのまま魔力を吸い上げていく。

　今回は子供達が見ているので、こちらから意図的に魔力を流し込んでやる。

　その効果があったようで、ものの数秒でドライアドが口を離した。

「腕を上げたわね、ニンゲン」

　そんな風に好敵手ライバルを讃たたえるような発言をしても、実態は只ただの魔力供給だ。

　だから、指を咥えて見上げてきたり、お腹をポカポカと叩いたり、恨みがましい目で見つめてきたりしないように！

「じゃ、跳ぶわよ」

　ドライアドの宣言と共に、オレ達を囲むように地面からポコポコと茸きのこが姿を現し、淡い緑色に光る胞子を生み出していく。
















「妖精の輪フエアリー・リング」

　どこか懐かしそうにミーアが呟つぶやくのと、転移はほぼ同時だった。




「ドライアド！　そいつらは何者じゃ」

　甲高い声がドライアドを詰問する。

　森巨人の声に似合わないと思って顔を上げると、視線の先にはビルほどもある森巨人達の姿と、彼らの椅子の横にある台の上でぴょんぴょん飛び跳ねる小さい爺じい様の姿があった。ＡＲ表示によると小さい爺様は家妖精ブラウニーという種族らしい。

　マップの表示によると、ここは山樹の根元付近にある洞うろの奥にある広間だ。

　この広間は天井まで二〇メートルほどの高さがあり、広さが半径五〇メートルほどもある。壁は木がむき出しになっていて、広間の天井付近に光源があり、優しい白光が広間を照らしている。

　巨人達は樹壁に直接設置された巨大な椅子に腰掛けており、小山のように背が高い。

　オレ達のいる場所からは高低差のせいか、顔に影が掛かって表情が判り辛づらい。微動だにせずに座っているせいか、石像か何かと錯覚しそうだ。

「答えんか！　ドライアド！」

「ニンゲンよ」

「そうではない、誰かと聞いておるのだ」

「つーんっだ。あたしが言う事を聞いてあげるのは、この源泉の主たる『石いし鎚づち』の坊やだけだよ～だ」

『ボゥ・ヤー、メェーロゥ』

　巨人がドライアドに何かを呟くと、身体が震えるほどの空気の揺れを感じた。すごい重低音だ。

　何と言ったかは判らない。オレが判ったのは巨人の言葉がエルフ語の亜種だという事くらいだ。

　恐らくエルフ語を祖とする言葉なのだろう。




[image: ]「巨人語」スキルを得た。




　森巨人族語じゃなくて、巨人の共通語みたいなモノのようだ。

　せっかくなので、彼らの言葉が判るように、スキルレベルを五まで上げておく。

　巨人がこちらを見下ろして口を開くと、腹の底から震えるような重低音が円柱形の広間に木霊こだまする。こちらを向いているせいか、さっきより響く。

『何者だ。この里に何用で参った』

　巨人の言葉が終わると、その傍にいるブラウニーがシガ国語に翻訳してくれている。

『私は行商人のサトゥーと申します。「幻想の森」の魔女殿から貴方様に手紙を届けて欲しいと依頼を受けたので罷まかりこしました』

　オレは拡声スキルの助けで大声を出して、巨人語で彼に語り掛ける。彼らの速度なので非常にゆっくりだ。

「ま、まさか……。これは巨人の言葉ですの？」

『うむ、サトゥー殿は随分博識のようだ』

「何でもできてしまうのですわね」

　オレの後ろでカリナ嬢やラカが驚きの声を上げている。

　他の子達も驚いているようだが、カリナ嬢ほど大げさではない。

『ほう、我らの言葉が判るのか、それは重畳だ。老魔女からの手紙を見せよ』

　やはり、異世界でも自分達の言葉を話す相手というのは、好印象にプラス補正があるようだ。

　重機のようなゆったりと見える動きで伸びて来た彼の掌てのひらに手紙を載せる。

　字が小さくて読めないのか、傍らのブラウニーを自分の肩に運んで手紙を読み上げさせている。個人の手紙なので、盗み聞きにならないように聞き耳スキルをＯＦＦに切り替えておく。

　やがて、手紙が終わったのか、森巨人が視線をこちらに戻した。

『よくぞ遠方より来た。我が古い友人のその又友人の小さき子よ。我が名は──』

　彼らの名乗りはまるで歌のようだ。ゆったりとしたリズムで聞いていると眠たくなってくる。

　巨人族の名前は先祖代々の名前を連結するものらしく、二〇分経ってもまだ続いている。タマ、ポチ、ナナの三人がうつらうつらと舟をこぎ始めるのも仕方ない。

　彼の名前はＡＲ表示で出ているので、特に覚えなくても呼べるが、人族の言葉で喋しやべっても五分くらいかかりそうだ。「じゅげむ」も顔負けだね。

『──だ。長くて呼びにくかろう。我の事は「石鎚」と呼べ』

『ご丁寧にありがとうございます。私は先ほど名乗らせて戴いただいたので、仲間を紹介させていただきます』

「……ミーア」

　オレがミーアを前に出すと、耳を塞いでご機嫌斜めな顔をしてぽそりと名乗る。

　どうやら、石鎚の重低音な大声で耳が痛かったようだ。

『ほう、これはボルエナンの森のエルフ殿か。一〇〇年ほど前にユサラトーヤ殿が訪れて以来だ。里を挙げて歓迎させて貰おう』

　巨人族の口から出た名は、セーリュー市のなんでも屋の店長をしているエルフの名前だ。

　彼もここに来た事があったのか。

　続けて全員の名を紹介していく。最後のカリナ嬢の紹介で少しトラブルが生じた。

「わ、わたくしはカリナ・ムーノと申します。ムーノ男爵の次女──」

「ムーノだと！　あの腐れ侯爵の血族がのこのこと首を狩られにやってきたのか！」

　カリナ嬢の名乗りの途中で、巨人の傍にいたブラウニーが顔を赤黒く染めて怒り出した。さっきといい、沸点が低すぎる。

　こういった悪意を向けられるのに慣れていないのか、カリナ嬢がオレの後ろに隠れてしまう。

　あの体型で後ろにぴたりとくっつかれると、意識が飛びそうなくらい背中が幸せだ。

　この幸せのお返しに、彼女の代わりに弁護してやるか。弁明スキルやめったに使わない調停スキルに頑張ってもらおう。

『お待ちください！』

　オレはカリナ嬢を隠すように両手を広げて彼らに語り掛ける。

　後ろでカリナ嬢が「サトゥー」と呟くのが聞こえた。初めて名前を呼んでもらった気がする。

　ちょっと得した気分になりながら、張りのある大きな声で言葉を続ける。

『ムーノ侯爵の一族は滅びました。彼女の父は名を継いだだけの侯爵とは縁もゆかりもない家の者でございます』

　オレがそう擁護してみたものの、激げき昂こうしたブラウニーは聞く耳を持ってくれない。

　それを見かねたのか、スキルの効果が届いたのか石鎚がオレの代わりにブラウニーを止めてくれた。

『その辺りで止やめよ』

『し、しかし……』

『止めよと申した』

　自分の主の制止にブラウニーがしゅんとなる。

『小さき子のサトゥーよ。貴公が何ゆえムーノを名乗る娘を連れてこの地に参ったのかは聞かぬ』

　今度はオレ達の方を向いて石鎚が言葉を紡ぐ。

　しまった、この流れだとカリナ嬢の目的が達成できない。

　だが、彼の言葉には続きがあった。

『貴公は見知らぬ地を見聞するのが目的と魔女からの手紙に書いてあった。里の小巨人の屋敷に部屋を用意させよう。手紙を届けてくれた礼だ。好きなだけ、この里に滞在するがいい』

　おおっ、老魔女グッジョブ！

　オレは脳裏に浮かべた温和な老魔女の横顔に心の中で感謝の言葉を捧ささげる。

　おっと、ここでカリナ嬢だけ帰らせろと言われても困る。言質は取っておこう。

『石鎚様、ずうずうしいお願いで大変恐縮なのですが、私の友人のムーノ男爵令嬢の滞在もご許可戴きたく存じます』

『……よかろう、そのムーノの娘も滞在して構わぬ』

　少し間があったが、石鎚の許可が下りた。

　これでカリナ嬢も滞在期間中に石鎚達と交渉する余地ができるだろう。

　数日間だが一緒に旅をした仲だ。オレも観光の合間に案を出すくらいは手伝ってやろうと思う。

『寛大なお言葉に感謝いたします』

　オレは石鎚に深々と礼をして、この広間から退出した。




　オレ達は広間の隣にあった部屋で、森巨人の里からの迎えを待つように言われたので素直に待機中だ。

　リザは扉のすぐ脇に門番のように控えている。

『サトゥー殿、先ほどの助力感謝する』

　ラカがカリナ嬢に代わってオレに礼を言ってきた。

　カリナ嬢は人の悪意にさらされた経験が少ないのか、青い顔で小さく礼を呟くに留とどまった。

　タマとポチがカリナ嬢の両脇に座って心配そうに見上げている。

「前途多難みたいだけど、頑張って」

「ええ、まさかあんなに……」

　アリサがカリナ嬢の肩をポンと叩たたいて励ましている。

「落ち込んでいても意味は無いと助言。落ち込む暇があれば前を向くべき、と語ります」

「そうですよ、カリナ様！　お腹一杯御飯を食べて一眠りしたら、嫌なことなんて大抵なんとかなるものです」

　ナナやルルもカリナ嬢を励ます。そういえばルルは故郷で不遇な扱いを受けていたって、アリサが言っていたっけ。




　やがて、身長三メートルほどの小巨人達が迎えに現れ、彼らが持ってきた輿こしに乗せられて彼らの里に向かって出発した。

「お待たせして申し訳ないダホ。輿を準備するのに時間が掛かってしまったんダホ」

　変わった語尾のリーダーらしき小巨人と話しているうちに、山樹の外に出た。

　山樹の外には塹ざん壕ごうのような道があり、一キロ半ほど離れた里へと続いている。山樹の枝の届く距離の更に倍といった所だ。

　一番低い枝で一〇〇メートルほど上から生えているが、枝の先端は地面に近い位置まで下がっており、幾つかの土の塔が作られている。

　小巨人達が塔の上で何やら作業をしているのが遠くに見えた。

　どうやら、山樹の枝から果実を採取しているようだ。

　小巨人達が二人で抱えて取るほどの大きさなので、果実の直径は二メートルくらいあるだろう。

　また、この塹壕の外には高さ三メートルほどの土壁が見える。

　マップで確認した所、山樹を中心に、高さ三メートルほどの土壁が二〇〇メートル間隔の同心円状に作られている。防壁にしては低いし、所々隙間ができている。

　里まであと少しという所で、里の方から警鐘の音が聞こえた。

「何かしら？」

「山樹の実が落ちたみたいダホ」

　小巨人のリーダーが警鐘の理由を教えてくれる。

　なるほど、高さが二キロ近い山樹の上の方の枝から果実が落ちてきたら、惨事になるだろうからね。

　さっきの土壁も外敵用ではなく、落下した果実を防ぐ為の物だったようだ。

　枝の上の方から、葉や枝を揺らして何かが落ちてくるのが見えた。ここからは二〇〇メートルくらい離れている。

「すぐに通路に防御蓋ふたができるから客人は安心して欲しいダホ」

　オレ達を乗せた輿を地面に下ろしながら、小巨人のリーダーが落ち着いた声で告げる。

　彼が話している間にも通路の壁の天井付近にアーチ状の透明な壁ができる。恐らく術理魔法による防御壁だろう。

　そして、枝から朱色の果実が顔を現した。

　大きさがおかしいので、果実はゆっくり落ちているように見えるが、実際はかなりの速さだろう。

　それを証明するように、地面に果実が落ちた瞬間ズドンと地を揺らす震動が伝わってきた。

　オレの膝ひざの上に座ったアリサとミーア、それから左右に座っているタマとポチだけでなく、後ろに座っていたルルとカリナ嬢も腕に摑つかまってきた。

　ぽよんと背中にあたる大小の感触が素晴らしい。

　ただ、カリナ嬢は無意識に「超強化」を発動しているのか、少々摑まれている腕が痛い。

　リザとナナは油断無く果実の落ちた方角に神経を研ぎ澄ませている。

　その後もズドンズドンと何度も揺れが伝わってきた。

「まずいダホ。あれは『弾はずみ果実』ダホ」

　塹壕からは良く見えないので彼は震動が連続する事から判断したのだろう。

　里の前にある高めの土壁に果実が激突して動きを止める。

　だが、次の瞬間、土壁が割れて里に転がっていくのが見えた。

「あ～あ、あの辺はスプリガンの大将の家ダホ。明日あしたは皆で家の修理の手伝いダホ」

　彼の発言は大事件が起こったというよりは、良くある厄介事程度のニュアンスに感じた。

　天井の魔法の防御壁も解除されて、オレ達を乗せた輿が担ぎ上げられ果実が落ちた辺りが見えるようになった。

　落ちた果実は三個だったようで、二個は落下地点にめり込んで止まっていた。

　他にも埋め戻したような場所が沢山見える。

「果実が落ちてくる事は良くあるのですか？」

「いんや、実りの季節は別として、普通は月に一個あったら多い方ダホ」

　なら、たまたま一度に落ちてきただけ──。

「先月くらいに上の実を食べてくれる古老雀エルダー・スパローが減ったから、喰くい残されて熟しきった果実が落ちてきてるんダホ」

　──じゃ、なかったみたいだ。

　古老雀といったら「幻想の森」の老魔女が騎獣にしていた丸っこい巨大な雀だったはず。

　何が原因で減ったんだろう？

「けっこう大きな鳥だったと記憶していますが、何か危険な獣がいるのですか？」

「今はいないから安心するダホ。前の新月の頃だったダホが、ヒュドラの群れが結界内に侵入したダホよ。そのヒュドラの群れに喰われてしまったんダホ」

　小巨人のリーダーが悲しそうな表情で言葉を紡ぐ。

　また、ヒュドラか。機動力のある害獣は始末に負えない。

「ヒュドラ達は森巨人様方が総出で『堅けん殻かく果か実じつ』を投げて追い払ったんダホが、その時に「毒の吐息ポイズン・ブレス」を受けた森巨人様方が毒に冒されてしまったんダホ」

「それは大変でしたね」

　オレは遠距離から反撃できないように瞬殺したから大丈夫だったが、「毒の吐息」なんて受けてたら服の洗濯とかが大変そうだ。ひょっとしたら、繊維が傷んで着れなくなるかもしれない。

「大変だったんダホ。ワシが生まれて三〇〇年で魔物が侵入したのは初めてだったから焦ったダホ」

　邪推しすぎかもしれないけど、もしかしたら里にヒュドラを嗾けしかけたのは魔族なのかもしれない。

「それで、大人の森巨人様方はノームの作る解毒薬で治ったんダホが、子供の森巨人様方がまだ三人臥ふせっているんダホ」

　一ひと月つき前の毒がまだ残っているのか？

　オレはマップで森巨人を検索してみる。

　確かに森巨人の子供三人の状態が「毒／ヒュドラ【慢性】」になっている。体力ゲージは三割から四割の位置になっており、魔力やスタミナのゲージはどちらも枯渇寸前だ。

「子供達には解毒薬が効かなかったのですか？」

「それが……材料がなくて蛇毒用の解毒薬だったから効きが弱かったらしいんダホ。それで、今は森巨人の『編み髭ひげ』様が解毒薬の材料になるヒュドラを狩りに出かけているんダホ」

　──ああ！　男爵領のマップ検索で一人だけ見つけた森巨人か。

　マップを確認したら、彼は結界壁の近くにいた。

　アイテム検索で彼と同じ位置に「ヒュドラの生首」という品があったから、無事に解毒薬の材料をゲットできたようだ。

　オレのストレージにもヒュドラの屍し骸がいがあるけど、凱がい旋せんする彼の努力を無にするのも野暮なので、ここは控える事にしよう。




　オレ達を乗せた輿は里で一番大きな屋敷の前で止まった。

「おかえりなさい、貴方あなた。こちらの方々が森巨人様のお客様ね」

「そうダホ。エルフ様もいらっしゃるから、丁重に頼むダホ」

「まあまあ、我が家にエルフ様をお迎えするなんて、一〇〇年ぶりかしら」

　この小巨人の夫婦はどちらも三〇〇歳越えだ。

「はじめまして、私は『山樹の里』の里さと長おさを務めます『セイタカ』の妻『ユビシロ』でございます」

　さっきの小巨人のリーダーさんは里長だったらしい。

　彼女が名乗ったのは、森巨人達と同じく長い名前を呼びやすくする為の渾あだ名ならしい。巨人語の「背高」「指白」をシガ国語風に直したモノのようだ。

　ミーアがオレの後ろに隠れて挨あい拶さつをしようとしないので、オレが代わりに挨拶をする。

「すみません、ミーアは恥ずかしがり屋でして。私は人族の行商人で、サトゥーと申します」

「まあ、ミーア様と仰おつしやるのね。お気になさらないで、エルフ様が無口なのは存じていますもの。前にいらしたユサラトーヤ様も、滞在中に『ユーヤ』『世話になる』『世話になった』の三言だけでしたから」

　後半は冗談めかした口調で、特に皮肉や当て付けで言っている訳ではなさそうだった。

　他の皆が名乗りを上げ、滞在期間中に使う部屋に通された時に、ミーアがポツリとユビシロさんに名乗っていた。

「ミーア」

「まあ、エルフ様の声はなんて素敵なのかしら。今晩は山樹の実を使ったご馳ち走そうを作りますね。何か嫌いな物はございますか？」

　ミーアの声を聞いてワントーン高くなったユビシロさんが、ミーアに顔を近付けて問う。

「肉」

　ミーアが若干引きながらも、口の前にバッテンを作ってそう呟つぶやいた。

「では、肉料理は無しにしますね」

　ユビシロさんのハイテンションな言葉で、獣娘達の表情に絶望が浮かんだので、こっそりと「ミーア以外の料理には肉も入れてください」とお願いをしておいた。

　里長の家までの間に、毛の長い牛のような動物の群れを連れた牛飼いを見かけたので、肉が貴重すぎるという事はないはずだ。

　セイタカさんが少し後で山樹の実を分けて貰もらいに行くと言っていたので、オレとリザも同行させて貰う事にした。

　疲れたと言って部屋に篭こもってしまったカリナ嬢が心配だったので、時間もある事だし様子を見に行ってみる事にした。

　オレはストレージから取り出した淹いれたての青紅茶と焼き菓子を手土産に、カリナ嬢の部屋を訪れた。

「少しでも口にしてください。お腹が減っていると余計気分が落ち込むとルルが言っていました」

「食べたくありませんわ……」

　そう呟くカリナ嬢だが、お腹は正直らしくキュルキュルと自己主張していた。

　改めて差し出すと悔しそうに手にとって食べだした。

　焼き菓子を両手に持ってカリコリと食べる姿が小動物のようで可愛い。

「どうして……」

　カリナ嬢がボソリと呟く。

「どうして、会った事もない方にあんなに嫌われるのかしら」

　震える声は怯おびえと怒りが混ざり合い、カリナ嬢の複雑な心を如実にオレに伝えてくる。

「ムーノ侯爵が余程酷ひどい事をしたのかも──」

「どうしてっ！　わたくしが縁もゆかりもない人の事でっ！」

　カリナ嬢が激情のままに立ち上がり、オレの襟元を摑んで顔を寄せてくる。

　その瞳ひとみには理不尽に対する怒りと悲しみが浮かんでいた。

「あの人達にすれば『ムーノ』の名を持つ『人族』というだけで充分なのでしょう」

　坊主憎けりゃ袈け裟さまで憎いっていうのは異世界でもあるみたいだね。

　カリナ嬢がオレの言葉を聞いて再び「どうして……」と呟いてオレの胸に額を押し付けてきた。

　微かすかな嗚お咽えつが聞こえてくる。

　震える瞼まぶたや艶つややかな唇から視線を外せない。

　弱気になっている美女とはなんて魅力的なのか……。

　慰めるように軽くハグすると、カリナ嬢は幼子のように身体を預けてきた。

　胸元の暴力的な柔らかさに負けて、そのまま後ろのベッドに押し倒したくなる不謹慎な衝動と必死に戦う。

　──そこに扉を開けてリザが現れた。

「ご主人様、セイタカ殿がそろそろ出発できると──申し訳ありません。出直して参ります」

「待て！　出直さなくていい」

　気を利かせて去ろうとするリザを制止する。

　リザの登場のお陰で、オレの心の中で起こった天使と悪魔の戦いは天使の辛勝で終わった。

　危ない危ない。あやうく貴族の令嬢を傷物にして指名手配か結婚コースに乗るところだった。

　カリナ嬢をハグしていた腕を緩め、彼女をあやすように背中をポンポンと叩たたいてやる。

　オレはリザを少し待たせて、カリナ嬢を励ます。

「カリナ様、諦あきらめるのは早いですよ。私の国の有名な指導者も言っていました。諦めたらそこで終わりだと」

　オレはそこで一いつ旦たん言葉を切って、カリナ嬢の反応を窺うかがう。

　反応は芳しくないがオレの話はちゃんと聞いているようだ。

「カリナ様、彼らの好感度がゼロなら、もう下がる事はありません。彼らの欲する行動を取って好感度を上げればよいのです」

「──好感度？」

　カリナ嬢が縋すがるような視線をオレに向けてきたので頷うなずいてやる。

　非オタの知人に聞かれたら「このゲーム脳がっ！」と一喝されそうだ。

　カリナ嬢もよく判っていないようなので、もう少し判り易く言い直した。

「そうです。嫌いな相手の為に行動してくれる人はめったにいません。ですから、まずは仲良くなる事から始めるのです」

「……仲良く？　どうやったら、仲良くなれるのかしら？」

「それをこれから探しましょう。幸い、滞在許可は戴いただいています」

　カリナ嬢の瞳に生気が戻ってきたが、まだまだ不安そうだ。

「大丈夫です。なんとかなりますよ」

　オレは彼女を安心させる為に彼女の手を取って、努めて軽い感じに微笑む。

「ありがとう……サトゥー」

　小さく呟いたカリナ嬢の感謝の言葉を、聞き耳スキルが正確に拾ってきた。

　オレの安請け合いが効いたのか、頰に朱がさして表情から陰りが消えている。

　泣いた後だからか微妙に瞳が潤んでいて、まるで恋する乙女のようにも見える。

　もう、大丈夫だろう。

「では、私とリザはセイタカ殿の用事に同行して情報収集に行って参ります」

「わたくしも──」

『待てカリナ殿。我らが同行しては情報収集の妨げになりかねない。ここは自重するべきだ』

「──ラカさん」

　カリナ嬢がオレ達について来ようとしたが、ラカが制止した。

　そういえば、ラカもいたっけ。

「情報収集はお任せください。何か良い話を仕入れて参ります」

　オレはカリナ嬢を安心させる為にもう一度微笑んで、その場を後にする。

　出かける前にアリサの所に寄って、カリナ嬢の相談相手をしてやってくれと頼んでおいた。




　オレとリザはセイタカさんに連れられて「山樹の里」の大通りを練り歩く。

　この里には一八〇軒ほどの家屋が並んでいるが、人族の街と違って家屋の大きさがバラバラで見ていて面白い。建築様式も種族ごとの特色があるのか、屋根や窓の形にそれぞれ特徴があって飽きがこない。

「良い里ですね」

「誉められると照れるダホ。自慢の里ダホ」

　オレ達の歩行速度に合わせてくれるセイタカさんと一緒に、街並みを見物しながら果実の加工所へ向かう。

　途中、ポチやタマより小さい妖よう精せい族の子供と、オレより背が高い小巨人の子供が駆けていった。

　なかなか地球では見られないファンタジーな光景だ。小巨人の子供の肩に乗ったスプリガンの少年が一番偉そうだったのが印象的だった。

　明日あしたは皆で里を観光しようと思う。きっとアリサ辺りが喜びそうだ。

　程なく辿たどり着いた加工所は、壁の無い天井だけの工場のような場所だった。

　色とりどりの巨大な果実が並び、小巨人が大きな斧おのやノコギリで加工している。

　近くに転がっていた鈍にび色いろの果実を叩いてみたら鋼鉄のような感触が返ってきた。その隣にあった黄色い果実はココナッツくらいの堅さだったので、種類によって違うようだ。

「ダメだ、堅すぎる。セイタカ代わってくれ」

「仕方ないダホ。ちょっと行ってくるダホ」

　斧で果実を割っていた小巨人が、セイタカさんに泣きついて交代して貰っていた。

　けっこう頑丈な果実らしく、セイタカさんも斧を弾はじかれて苦労しているようだ。

「私にもやらせて貰って良いですか？」

　目立つのは好きじゃないが、こういう体験はぜひやってみたい。

　身体強化の魔法もある世界だし、人族が巨大な斧を持ててもそれほど変じゃないはずだ。

　それに、この里の人が外と交流する事も少なそうだし、変な噂になる事もないだろう。この里ならば、ミーアや「ボルエナンの静せい鈴りん」の威光が通るだろうしね。

「たぶん持てないダホよ？」

「身体強化の魔法道具があるから大丈夫ですよ」

　今日も詐術スキルが大活躍だ。

　オレは巨大な斧を借りて、重さを確かめる。オレの体重が軽くて、斧の慣性を散らしきれない。

　壁際にもう少し軽そうな薄刃の大剣があったのでそれを借りて一いつ閃せんする。

「おお、凄すごいダホ。一度で切れたのなんて初めて見たダホ」

「凄い腕だぜ。もしかしたら『堅殻果実』だって割れるんじゃないか？」

「試してみるダホ。もし割れたら、今晩の宴会は『堅殻果実』の酒が飲めるダホ」

　彼らの言う「堅殻果実」とは、入り口付近にあった鈍色の果実の事らしい。鋼鉄並みに堅いので、森巨人の使う殻割りの器具が無いと割れないそうだ。

　この「堅殻果実」の酒は、味が濃くアルコール度数の高い甘い酒らしい。

　もしかして、クハノウ伯爵領のセダム市で飲んだ蒸留酒「巨人の涙」の原材料かな？

　オレは自分よりも背の高い果実を睨にらみつけて、剣を一振りする。

　振り抜いた薄刃の剣がピキンッと澄んだ音を残して折れた。

「すみません──」

「やっぱり、『堅殻果実』は無理か」

「そりゃ、そうだよな……」

　オレの謝罪の言葉に工場の人達が落胆の声を上げる。

「……お、おい、あれ！」

　工員の一人が「堅殻果実」を指差して叫ぶ。

　その声が後押しするように果実の上端のズレが大きくなる。

「き、斬れてるぞ！」

「すげぇ!!」

「ほ、本当ダホ。サトゥーは剣の名人ダホ」

　工場の人達が口々に驚きと賞賛の声を上げる。

　オレは床に落ちた折れた刃を拾い上げながら、先ほどの謝罪の言葉に補足した。

「──剣を折ってしまいました」

「構わないダホ。果実割りで斧や大剣が折れるのはいつもの事ダホ。後で鍛冶かじ屋やの所に果実酒を持って行けば、二つ返事で修理してくれるダホ。それは工場の人間に任せればいいダホ」




　軽い調子で言ってくれるセイタカさんに励まされる。

　一応、工場の人達にも謝ったが、皆から責められるどころか何本折っても良いから他の「堅殻果実」を切ってくれとせがまれてしまった。

　それから三つほど斬るまでの間に、どんどんギャラリーが増えていた。
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　そんな称号を得た時に、犬の頭をした女性が工場に現れた。

「ここに達人がいると聞いたが、本当に『堅殻果実』を割れるような者がいるのか？」

「ほれ、コボルトの姉ちゃん、そこに沢山切断されたのが転がっているだろ」

「……ほ、本当だ」

　へー、あれがコボルトか。

　少し血の気の薄い青ざめた肌をした犬頭の種族のよう──違う。あの頭は被かぶり物みたいだ。

「この剣を使って見せろ。コボルトが鍛えた青鋼の大剣だ」

　オレの前までやって来た少女が、喰くいつきそうな勢いで反った大剣をオレに突き出す。

　八重歯が飛び出ていて牙きばみたいだ。被り物で顔が見えないが口元は美人さんだ。

　彼女から受け取った剣を抜く。実に綺き麗れいな剣だ。柄つかには拳こぶしを守る護拳が付いていて、片刃で多少反りがある。多少長すぎて両手持ちになっているが、いわゆる曲剣サーベルの一種だ。

　また、青鋼というだけあって、鋼の刃にうっすらと青い色が乗っている。

　ＡＲ表示によると材質は「コバルト合金青鋼」となっている。オレの知っているコバルト合金の包丁は普通の包丁と同じ色だったんだが……。

　まあ、異世界の素材に無粋な突っ込みはやめておくか。

　オレは軽く素振りをして青鋼の大剣のバランスを確認する。重さは普通の鋼の剣と同じくらいだ。

　軽く深呼吸したあと、オレは「堅殻果実」の前で青鋼の大剣を構える。

　魔刃を使えば折れないように保護できるが、ＡＲ表示で見たこの剣の性能なら大丈夫だろうと判断し、そのまま斬りつけた。

「見事」

　なんとか剣を折ることなく切り落とせたオレをコボルトの少女が賞賛してくれる。

「いい剣だね」

　オレは剣についた僅わずかな樹液を振り払って鞘さやに戻し、彼女に返す。

「剣士殿、その腕を見込んで頼みがある。拙をドワーフ達の住むボルエハルトかエルフ様のお暮らしになるボルエナンの森まで連れて行って貰もらいたい。報酬はこの青鋼の大剣『蒼そう牙が』だ」

　思いつめたようにオレに一気に捲まくし立てた少女が、鞘に入った大剣をこちらに突き出してきた。

　結構重いはずなのに、大した筋力だ。

「理由を聞いても良いかい？」

　彼女の口調から、何か厄介事をエルフの里に持ち込む気じゃないのは判るが、急ぎの用事があるなら、物見遊山なオレ達の旅に同行させるわけにはいかないだろう。

　それこそ、森巨人から古老雀を一羽借りて飛んで行った方が早い。

　ここでは話せないという少女に連れられて、リザと一緒に工場の裏手で話を聞く。

「拙らだけではボルエナンの森まで辿り着く事が難しいのが、同行を頼んだ理由だ」

　そっか、コボルトは三名いたっけ。彼女達はレベルが低いから、道中の用心棒が欲しいようだ。

「ボルエナンの森に行ってエルフに会いたい理由は？」

「拙らコボルトの存亡が懸かっておるのだ」

「存亡？」

「コボルトに子供が生まれた時に、青晶と呼ばれる宝石が必要になるのだが、拙らの鉱山が涸かれてしまったのだ」

　……鉱山が涸れてか。

　あれ？　もしかして──。

「クハノウ伯爵領の銀山を襲っていたのはそのせいかい？」

「そうだ。ムーノ男爵の執政官という男が、銀山の下に青晶が眠っていると教えてくれたのだ」

　──執政官って、魔族じゃないか。

　マップ検索できないかな？

　闇雲に山を検索するのも大変だし、近くに産出する鉱石だけでも判れば探し易いんだが。

「青晶は銀鉱脈の傍そばで採れるのかな？」

「銀鉱脈の傍にあるとは限らぬ。だが、エルフ様やドワーフの青銀鉱山なら、確実に青晶が採れるはずだ」

　青鋼に青銀、青晶か。青尽くしだ。

　ミスリルの短剣みたいに緑色なら、さしずめ緑銀って所だろうか？

「あの山樹の葉のような美しい色をしているのだ」

　コボルトの指差したのは常緑樹らしく緑色をした葉だった。

　もしかして、色の見え方が違うのか？

　オレはローブの背に手を回し、ストレージから取り出したミスリルの短剣を彼女に見せる。

「もしかして、青銀ってこれの素材か？」

「ほお、綺麗な短剣だな。そうとも、この美しい青を出しているのが青銀なのだ」

　つまり、ミスリルの鉱脈を探せば良い訳か。

　せっかくだから、ムーノ男爵領の山々をマップ検索して探してやろう。

　試しに、この里から一番近い山をターゲットにして検索してみたが、見つからなかった。

　さすがに運任せじゃ見つからないか──そうだ！　たしか怨霊の砦とりででゲットした劣化格納鞄の中に鉱山候補地の資料があったはずだ。

　資料を検索してみた所、大森林の中にそれらしき鉱脈候補の記述を見つけた。

　少し範囲が広いので順番に検索していき、三つ目の山を検索した時にミスリル鉱脈を見つける事ができた。

　そして、そのミスリル鉱脈の下の空洞に、目的の青晶という素材が存在していた。

　さて、どう伝えたモノか……。

　よし、ここは詐術スキルに頼ろう。

「青晶があるかは判らないけど、ミスリルの鉱脈なら心当たりがある」

「ほ、本当か！」

「ああ、仮面の隠者という謎の男が言っていた」

　オレは足元の地面に、さっき鉱脈を見つけた山までの地図を描いていく。

「この山に住んでいる隠者だ。名刀を得る為に山で一人鉱脈を探していたと言っていた」

「なら、この剣を渡せば……」

　オレの誘導にコボルトの少女が嬉うれしそうに立ち上がるが、途中で言葉を詰まらせる。

「いや、ダメだ。この剣は汝なんじに与えると約束した物だ。他には工具しか無いし……」

　──律儀なヤツだ。

「オレは情報を教えただけだ。無報酬が悪いと思うなら、青鋼で作った工具を分けてくれないか？」

「そんな物で良いのか？」

「ああ、問題ない」

　山に向かう準備をすると言う彼女と別れ、オレは先ほどの話を実現する為の段取りを考える。

　今晩にでも目的の山に出向いて青晶までの坑道を掘ろうと思う。「落とし穴ピツト」の魔法を駆使すればすぐだ。

　坑道の入り口に丸太小屋でも作って、そこに木彫りの仮面と鉱脈を譲る旨を書いた紙を残しておけば良いだろ。シガ国語の文字が読めないかもしれないので、ミスリル鉱石と青晶の現物を並べておくとしよう。

　今夜は忙しそうだ──。




　そして、忙しくなるのは夜になるよりも早かった。

「堅殻果実」の酒を汲くみ出した後の内側の実を、工場の人達と小刀で削そいで味見しているとズシンズシンと地面が揺れた。

　どうやら、結界の外に遠征していた巨人「編み髭ひげ」が帰ってきたようだ。

『ノームよ、ヒュドラの首を取ってきたぞ。これで薬を作れ』

　身長九メートルの巨体が工場の外に聳そびえ立つ。名前の通り、見事な編み髭だ。

　工場の隣にある錬金術屋から小さなノームが転がり出てきた。

　そして、巨人が地面に置いたヒュドラの首を見て悲しそうに首を振る。

「編み髭様、この首は使えません。肝心の毒どく腺せんが潰つぶれて素材にする毒が流れてしまっているのです……」

『なんだと！』

　巨人の理不尽な怒りに身を震わせるノーム。里の人達も、とばっちりの怒りの咆ほう哮こうを受けて震えている。

　リザも腰が砕けそうになっていたので、横抱きにして支えてやる。

　オレはストレージ内のヒュドラの屍し骸がいを素早くチェックする。

　ダメだ。オレのも頭部を粉砕したから、毒腺が残っていない。

　──いや、諦あきらめるのは早い。問題は毒なのだから。

「ノーム殿、『黒こく歪わい石せき』をお持ちではありませんか？」

「そんな使い道の少ない素材は持っておらん。誰か知らんが、今は取り込んでいるんだ」

　やっぱり無いか。

「剣士殿、オレが持っているぞ」

　そう名乗り出たスプリガンの男が自分の家に取りに行ってくれた。彼は宝石の鉱脈を探す山師だと周りの人が教えてくれる。

「ノーム殿。私はセイタカ殿の所に厄介になっている行商人のサトゥーと申します。手持ちに『竜白石りゆうはくせき』『蛇じや血けつ石いし』がございます。先ほどのスプリガンの御仁が『黒こく歪わい石せき』を持ってきてくだされば『万能解毒薬』が作れるでしょう」

　オレはニヤリとしながら言ったのだが、ノームの顔色は悪いままだ。

「すまん。ワシには『万能解毒薬』のような高度な薬は作れぬのだ。ワシの師匠ならできるだろうが……」

　これは想定外。まさか作れないとは思わなかった。

　仕方ない。もう一度ヒュドラの首を取ってくるまで子供達を苦しませるのも忍びない。

「──では私が作りましょう。これでも『幻想の森』の魔女殿の薫陶を受けた者です。必ず完成させて見せますよ」

　その後、大袋にいっぱい詰まった『黒こく歪わい石せき』をスプリガンの男から受け取り、対価に中級の体力回復薬を三本渡した。山師なんて職業をしている割に欲の無い男だ。

　オレは錬金術屋の設備を借りて、問題なく「解毒薬：万能」を小こ樽だるに三つ完成させる事ができた。薬が小樽単位なのは森巨人の巨体故だ。




　リザと二人で編み髭の肩に乗せて貰い、一緒に山樹に赴いた。

　ゆっくり歩いているようでも歩幅が大きいので自動車並みの速度がある。

　高い所が苦手なリザが、移動中ずっとオレにしがみついていてとても可愛かった。これがギャップ萌もえというヤツなのだろう。

　山樹への移動中に実が落ちてきたが、編み髭は気軽に手で払っていた。さすが巨人だ。

　森巨人の居住区へと戻った編み髭は石いし鎚づち達に解毒薬を入手したと告げて、子供達のいる部屋へと向かった。

　後ろからは石鎚達が全員で付いてきている。

　地面の震動が凄すごいのか、森巨人の居住区で働いているブラウニー達がころころと転がっていた。

『薬だ。飲ませろ』

『その人族は？』

『薬を作らせた』

『人族の薬など……』

　さすがに母親は得体の知れないやつが作った薬を、子供に飲ませるのに抵抗があるようだ。

『このサトゥー殿はエルフのミーア様の付き人だ。信頼して良い』

　そう石鎚が保証してくれたが、まだ母親達の顔色は渋い。

『ならば、私が毒見いたしましょう』

　オレはそう告げて、小樽から小瓶ひとつ分の薬を掬すくって飲み下した。

　それを見てようやく信用してくれたのか、小樽の薬を子供達に飲ませていく。子供でも身長五メートル以上あるから、なかなか凄いサイズだ。

　薬を飲み終わった子供達がぐったりとベッドに身を横たえる。

　これで治るはずだが、ステータスの毒状態が解除されない。

　子供達を見守る森巨人の間に落胆の沈黙が広がっていく。

　……変だな。薬はちゃんと完成したはずなんだが？

　オレの疑問に答えるように、子供達の呼吸が安定し表情が穏やかになっていく。

　どうやら、体が大きすぎるせいか毒が慢性だったせいか、効果が発揮されるのに時間がかかったようだ。

　ＡＲ表示される彼らのステータスの状態が「毒／ヒュドラ【慢性】」から「睡眠」に変わった。

　長い間の毒で体が弱っていたせいか、子供達はそのまま眠ってしまったようだ。

　オレに少し遅れて、部屋にいた主治医っぽいノームが人物鑑定スキルで子供達の毒状態が解除された事を確認してくれた。

　森巨人の母親達に次々とハグとキスによる感謝を受けたが、サイズの違いがここまで凄いとは思わなかった。

　身体はベトベトになるし、カリナ嬢の何倍もあるバストも窒息しそうになるだけで、嬉しいというよりは昼寝したら寝心地が良さそうという感想しか出てこなかった。




[image: ]称号「巨人の友」を得た。




　森巨人達が落ち着いた所で、長おさの石鎚から感謝の言葉を貰った。

『貴公の働きに感謝する。何か望みがあれば言うがよい。我らに叶かなえられる事ならなんでも叶えよう』

　一瞬、脳裏にカリナ嬢の顔が浮かんだが、それを願うのは止めておく。

　たった一〇人しかいない巨人達に、人族の都市から魔族を追い払ってくれと頼むのは申し訳ない。それなら、オレが銀仮面を被かぶって排除に向かった方がマシだ。

『私の友人の故郷に魔族が跋ばつ扈こしているのです──』

『よかろう、貴公の為に我らが出向いて魔族と戦ってみせようぞ』

　オレの言葉の途中で編み髭が請け負ってみせる。さすがに長の石鎚は渋い表情だ。

『いえ、さすがにそれは対価としては過分でございます。魔族を弱体化させるような魔法道具か、魔族と戦える武器がございましたら、お貸しいただけないでしょうか？』

『それならば良い品がある。昔、フルー帝国で作られた「魔封じの鈴」だ。一振りで魔族の正体を明かし、魔族の力をしばらく削ぐ事ができるそうだ』

　なかなか良い品だ。まさにカリナ嬢用のアイテムと言えるだろう。

　フルー帝国という名前に聞き覚えがあったのでストレージを確認したら、竜の谷の戦利品の中にその帝国産の貨幣が色々とあった。前に老人軍団から聞いたオークの帝国とは別の国らしい。

　ノーム達がハンドベルや魔法の武器を満載した二つのワゴンを押してやって来た。

　武器は剣、槍やり、斧おの、弓の四種類。ＡＲ表示される性能はどれもなかなかの業わざ物ものばかりだと教えてくれる。

　その中でもハンドベルと一緒のワゴンで運ばれてきた巨剣、大斧、長弓の三つはストレージ内の各種聖剣には及ばないものの、他の武器とは別格の性能を有していた。

『好きな武器を選べ。全てを与える訳にはいかぬが、いずれを選んでも貴公の役に立つだろう』

　ふむ、巨剣はストレージにある聖剣の方が強いし、大斧は趣味じゃない。ここは遠距離の物理攻撃手段の確保も兼ねて長弓を選ぶとしよう。

『では、その朱色の長弓を──』

『これを選ぶか……』

　石鎚が感慨深げに呟つぶやく。

『その魔弓まきゆうを献上してきたスプリガンの魔法剣士は、迷宮で「階層の主フロアマスター」と呼ばれる強大な魔物を倒した証あかしに手に入れた品だと言っておった』

　彼は魔弓の由来を語りながら、ワゴンから魔弓を取って爪の先で器用に弦を張る。

　迷宮の中ボスの戦利品ドロツプ・アイテムだったのか。道理で高性能なはずだ。

『この魔弓は数里離れた岩を穿うがち、竜の鱗うろこにさえ傷をつけるほどの威力を持つ──』

　石鎚が魔弓の弦を爪で弾はじき、神秘的な音を響かせる。

『そして、それ故に使い手を選ぶ』

　期待を込めた目でオレを見つめながら、石鎚が魔弓を差し出してくる。

『小さき子のサトゥーよ。この魔弓を引いてみせよ』

　オレは装飾過多な魔弓を受け取る。朱色の魔法金属ヒヒイロカネで作られた弓で、金色に輝くオリハルコン製の弦が張られている。

　軽く引いてみようとして、思わぬ抵抗に驚く。

　オレは姿勢を正して本気で引きなおす。弦が切れないか心配だったが、それは杞き憂ゆうだった。

　オレが魔弓を引き終わって空撃ちすると、巨人達や側仕え達の間からざわめきが起こる。
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『見事！　──これより、その魔弓は貴公の物だ』

『謹んでお預かりいたします』

　石鎚が満足そうに頷うなずいて、魔弓を指差す。

『魔弓も貴公を新たな主と認めたようだ』

　石鎚の言葉を真に受けるわけじゃないが、なんとなく魔弓の表面の模様が鮮やかになった気がする。

『やるではないかサトゥー。恐らく筋力強化系のスキルを使ったのであろうが、この七〇〇年の間に巨人族以外でその魔弓を引けたのは貴公が初めてだ』

『まさか、われら巨人以外に引ける者がいるとはな』

　他の巨人達も、豪快な笑顔でオレを賞賛してくれる。

　そこに小巨人達が子供達の快癒祝いの酒樽を運んできて、場の流れが宴会へとシフトした。

『今こ宵よいは宴うたげとする。里の者達も招いて盛大に祝おうぞ！』

『『『応！』』』

　子供達が快癒して嬉うれしいのか、巨人達のテンションがおかしい。

　突然開かれた宴会なのに、次々と里から料理と参加者が到着してくる。

　カリナ嬢は不参加だったが、うちの子達はユビシロさんが連れてきてくれた。

　オレ達は巨人達の横にある主賓席で宴会に参加した。サイズの間違っている肉料理や果実に囲まれながらだったので、小人になった気分で楽しめた。

　タマとポチが自分よりも大きな肉に、満面の笑みを浮かべながら齧かじり付いているのが印象的だった。

　それが羨うらやましかったのか、オレが席を外している間に他の子達も齧り付いて笑っていた。

　もちろん、オレも一緒になって齧り付いて周りの笑いを誘った。たまには羽目を外すのも良い。

　巨大果実に身を乗り出して果肉を掬っていたミーアとアリサが、そのままドボンと果実の半ばまで溜たまっていた果汁に嵌はまって溺おぼれかけたりと、スケールの違うアクシデントが起こったりもした。

　冗談交じりに森巨人達に、山樹の実を土産に欲しいと言ってみたら快諾されてしまった。

　向こうも酔っていたのか、古老雀のいるあたりの木の実なら半分くらいもいでいってくれと言って笑っていた。

　たぶん、冗談で言ったとは思うが、半分は本音だろう。

　オレはセダム市で買った高級酒の小樽を片手に色々な種族の人と交流してみた。

　その間に鳥人族語スキルや豹ひよう頭族語スキルをゲットしたり、彼らの出身地の大陸東方の小国群の事を教えて貰もらったりした。

　その時に猟師をしているという鼬イタチ人族の小男が、余っている舟を譲ってくれるという話になったので、帰りは湖経由で川下りを楽しめそうだ。

　舟の対価は結界外の湖上に出没する「湖蛇レイク・スネーク」という全長二〇メートルの魔物の討伐だった。マップで調べたら二〇レベルほどの雑魚ざこだったので、倒しても実力がバレる心配もなさそうだし、彼の依頼を引き受けた。

　舟の整備には三日ほど掛かるらしいので、少なくともそれまでは里の観光を楽しむ事にしよう。




　お開きになった後、オレはドライアドに頼んで山樹の頂上まで運んで貰い、熟して落ちそうな実を中心に半分ほど収穫していく。

　山樹の頂上から三分の二辺りまで来た時にコボルトの鉱脈掘りの事を思い出した。

「ドライアドいるかい？」

　オレが山樹の幹をノックすると、緑色の全裸幼女が幹の上に現れた。

「何～？」

「悪いけど、ちょっと近くの山まで転移させて欲しいんだ」

「いいよ～、お代は戴いただくけどねぇ～」

　オレが鉱脈のある山を指差すと、ドライアドはあっさりと快諾してくれた。

　もちろん、転移の為の魔力供給のたびに唇を奪われたわけだが、アルコールが入っていたのであまり気にならなかった。

　さて、本題の鉱脈掘りだが、予定していた「落とし穴ピツト」の魔法だけでやるのは難しかった。

　途中で出くわした石や岩は「落とし穴ピツト」で穴を空けられない。

　石はストレージに回収し、岩盤は「魔法の矢マジツク・アロー」の魔法や聖剣で掘削した。
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　新しいスキルのサポートもあって、手持ちの魔法や道具を使った最適な掘り方が思い浮かぶ。

　落盤を防ぐ為に上手く穴をずらして円筒を螺ら旋せん状に並べる形にして掘っていき、縦の円筒には戦鎚ウオー・ハンマーで足場の穴を穿っていく。

　後はこの繰り返しだ。

　この掘削時にミスリル鉱石や銀鉱石、それにコバルトを含有する鉱石を見つけた。最後の鉱石は毒性があるようなので、毒耐性があるオレ以外は注意が必要だ。

　一時間後には青晶のある空洞まで掘り抜く事ができた。

　そして、掘り抜いた先の空洞で見たものは──。

「これが、青晶か。……綺き麗れいだ」

　思わずそんな独り言が出てしまうくらいに幻想的な光景だった。

　洞どう窟くつの中に水晶原があるのはテレビの特番などで見た事があるが、この青晶は光を反射するのではなく内側から自主的に青く発光している。

　──いや、光っているのは青晶じゃない。

　オレは一塊の青晶を回収し、その下で白く発光していた光石ひかりいしの塊を採取した。この光石を砕いて加工すると光粒ができる。光粒は照明系の魔法道具に使うＬＥＤ的な素材だ。

　こんな地の底になぜ光石が存在するのかは謎だ。

　オレの持つ魔法道具関係の資料には、日当たりの良い山奥にしか無いという話だったのだが……。

　ま、その辺の矛盾を追及するのは学者に任せよう。

　余よ禄ろくもあったが、目的の物を確認したので空洞の入り口を印を付けた岩で塞ふさぐ。今更だが空気の流入で青晶が劣化するかもしれないと気付いたからだ。

　地上に戻ったオレは、坑道の入り口に小さな丸太小屋を造る事にした。

　膨大な筋力ＳＴＲ値と伐採スキル、そして無闇に切れる聖剣エクスカリバーによって五分とかからずに材料が揃そろう。もちろん、建材が準備できたのはストレージの運搬力があってこそだ。

　さらに木工スキルと新たに手に入れた建築スキルの重ね技で、僅わずか一時間で丸太小屋を完成さる事ができた。我ながらチートにもほどがある。

　オレはセダム市で買った机を小屋の中に置き、その上に洞窟の入り口に描いた印と同じマークを描いた紙を載せ、その重おも石しに青晶とミスリル鉱石を置いておく。

　この山の周囲には誰も住んでいないようなので、コボルト達が見つけ易いように、生木を組んで燃やしておいた。もちろん、延焼をしないように配慮してある。




　　　　◆




「おはようございます。ご主人様が眠そうにしているなんて珍しいですね」

「おはよう、ルル。ちょっと朝まで頑張っていたんだよ」

　ムーノ男爵領に来て二〇日目の朝。何食わぬ顔で山樹の宴会場に戻ったオレを出迎えたのはルルの元気な笑顔だった。よほど昨日の宴会が楽しかったのだろう。徹夜疲れも吹っ飛ぶ素敵な笑顔だ。

　オレ達は里の人達と一緒に昨日の宴会跡地にいる。昨晩の残り物を朝食に戴く為だ。

「ご主人様、お疲れ様です。黄おう橙とう果実のジュースはいかがですか？」

「ありがとう、ルル」

　オレはルルから手渡された山樹の実のジュースを飲む。

　さっぱりしていて美味おいしい。

　そこに、皿一杯に料理を積み上げた年少組が戻ってきた。

「朝まで頑張って……ま、まさか、巨人族のお姉さん達とエッチな事をしていたんじゃないでしょうね！」

「むぅ、破廉恥」

　ルルと同じ事を話したのに、なぜか変な解釈をされてしまった。

「後ろ暗い事はしてないよ。普通に肉体労働していただけだ」

　オレは謂いわれない非難を受け流す。

　昨日は里の落実被害の対策に、コボルト族の出産問題の対策と、結構世の為人の為に頑張ったのに、報われない話だ。

「サ、サトゥー」

　オレの名を呼ぶ声に振り返ると、昨日より大分顔色が良くなったカリナ嬢が立っていた。ユビシロさんが連れてきてくれたのだろう。

　彼女は手を組んでオレの前に立ち、静かに語り始める。一晩寝て落ち着いたようだ。

「あの後、ラカさんと二人で相談したのですけれど、どうしても彼らが何を欲するか判りませんでした。ですから──」

　そして、初めて見せるキリッとした顔でオレと視線を合わす。

「わたくし、『石いし鎚づち』様と話してみようと思いますの。森巨人達が外の世界に望む物があるのなら、それを対価に魔族退治の手伝いをお願いしてみます。きっと何かあるはずですわ」

　カリナ嬢がふっきれたような表情で、オレにそう宣言する。

『その通りだカリナ殿。諦あきらめなければ必ず道は開けるのだ』

　そんなカリナ嬢の決意を、ラカがいい感じに励ます。

　……そうか、昨日いなかったから、子供達の毒の事も、鈴の事も聞いてないのか。

　その辺の話を知っているうちの子達が、なんとも言えない居心地の悪い顔をしている。

　アリサに目で「まだ話してないのか」と尋ねたら、予想通り首を横に振って「話していない」と答えが返ってきた。

「だから、貴方あなたにも情報集めを手伝って欲しいのですわ」

　──あ、また「貴方」呼びに戻った。さっきのサトゥー呼びは何だったんだろう？

『行商人のサトゥー殿なら、人の輪に入るのも得意であろう』

　積極的に行動しようとしているカリナ嬢に水を差すようで悪いが、美味しい朝ごはんの為にも事実を話そう。

「その事なんですが、実は昨日──」

　そこに森巨人の子供達がズドンズトンと足音を立てて歩いてきた。

『サトゥー』

『人族のサトゥー』

『『『ありがとう』』』

　たった一晩で回復したのか、森巨人の子供達が口々にオレに礼を告げ、オレを軽々と摑つかみ上げて頰ずりする。

　オレじゃなかったら肋骨あばらぼねが折れるほどの怪力だが、オレなら少々苦しい程度で済むのでしたいようにさせてやる。

　それは森巨人の母親達がやってきて、慌ててオレを解放してくれるまで続いた。

「──ず、ずいぶん、仲良くなったんですわね」

　オレと子供達のスキンシップを見てカリナ嬢が首を傾げる。

　そんな彼女に順を追って説明していく。オレの説明を聞き終えたカリナ嬢が、ムンクもかくやという叫びを上げて注目されていた。

　すべてを明かして心の重荷を下ろしたオレ達は、カリナ嬢の愚痴と喜びが交ざった難しい訴えを聞き流して、朝食を楽しんだ。

　そして朝食後、カリナ嬢とこんな会話をした。

「ねぇ、貴方はどうして、そんなに何でも軽々とできてしまうの？」

「運が良かっただけですよ。たまたま彼らが必要とする薬を持っていて、その対価に何が良いか聞かれたので、カリナ様の役に立ちそうな品を求めたのです」

　オレは「魔封じの鈴」をカリナ嬢に手渡しながら、そう話す。

　うるうると目を潤ませるカリナ嬢が「魔封じの鈴」ごとオレの手を握り締めた。

「ムーノ男爵領は、何をもって報いればいいのかしら。爵位？　それとも──」

　カリナ嬢の顔が近付いて来る。

「アリサちゃん、鉄壁のガード」

「ん、鉄壁」

　その前にアリサとミーアのペアが割り込んできて、カリナ嬢とオレを引き離した。

「ご主人様、くっつきすぎです」

「マスター、次の任務を」

　そしてオレの手をルルとナナが引っ張る。

　ナナは無表情だが、ルルはカリナ嬢に嫉しつ妬としているのか、珍しく頰を膨らましていて凄すさまじく可愛い。ストレージで眠っているガラケーで撮影したい所だが、それはさすがに自重した。

　静かだと思って振り返れば、そこにはタマとポチを両手に抱えたリザが待機していた。

　さて、カリナ嬢に返答しないといけないが、対価か……。

　爵位を貰って貴族になるのも面倒だし、クハノウ伯爵の時みたいに領内での魔法の巻物の購入許可を貰うのが一番実用的かな。

　元の世界にいた頃のままの年齢なら、カリナ嬢のような魔乳美人を妻に貰って貴族になる安定ルートを選んだかもしれない。

　でも、せっかく若返ったのだから、世界各地の名所を観光したり、異世界の秘境を探検する方を選びたい。
















「そうですね、『魔封じの鈴』の対価は男爵様から直接戴きますよ」

　返答を聞いたカリナ嬢が、「直接」と呟つぶやいた後、ごくりと喉のどを鳴らして「わ、判りました。わたくしも覚悟を決めます」と変な事を蚊の鳴くような小さな声で言っていた。

　何かを勘違いしたみたいだが、誤解を解くのは男爵と会ってからで良いだろう。

　オレは皆を振り返って、本来の行動に移る事を宣言する。

「じゃ、里の観光に出発しようか」

　すぐに鈴を持ち帰って魔族を倒したいというカリナ嬢に昨夜の舟の話を伝え、馬車で旅するよりも舟の整備を待ってから川下りをした方が早い事を説明して、観光を正当化した。

　ここで帰ってしまっては、苦労してここまで来た甲か斐いがないというモノだ。

　そして意気揚々と出発したオレ達だったが、里には誰もいない事を忘れていた。

　仕方なく観光先を変更して、馬に乗って一角獣ユニコーンの群れに近寄ってみたり、遠くから捻角獣ジユルラホーンを見物したりした。

　伝説だと一角獣ユニコーンは乙女にしか触れないはずの獣だったのだが、オレが触っても嫌がらなかった。

　ただ、気難しい獣なのは伝説通りで、背に乗る事ができたのはオレとミーアの二人だけだった。

　捻角獣は聖剣ジュルラホーンそっくりの捻ねじれた角をした純白の山羊やぎのような外見の生き物だった。

　こちらは一角獣以上に警戒心が強く、目の良いタマやポチが僅かに目視できるくらいの距離でも逃げ出すほどだった。

　この捻角獣には「短距離転移」や「飛行」の種族固有能力があるので、近寄るのは無理そうだ。

　その翌日から舟の整備が終わる二日ほどを里の観光に費やした。

　山樹の実の外皮を加工する工場にお邪魔して、繊維の加工を体験させて貰もらったり、最初に見た「弾み果実」のゴムのように伸び縮みする繊維を使った糸を分けてもらって、アリサと一緒に下着や靴下を現代風に進化させたりもした。

　また「堅殻果実」の外皮やヒュドラの皮を使った防具を試作してみた。どちらも軽く耐衝撃性や耐刃性能に優れていたので、前衛分だけでなく後衛達の分も作ってある。

　後衛の分はボディースーツみたいなインナーだが、並みの革鎧よろいの何倍もの防御力があるので、万が一の保険としては充分だろう。

　ちなみに前衛の鎧は金属甲冑フル・プレート・メイルよりも防御力が高くなっていた。




　観光していた二日の間に、ムーノ市周辺の状況も少し変化していた。

　ムーノ男爵領に来て二二日目の朝に定期チェックした所、ムーノ市から領軍一五〇〇名が出撃しているのを見つけた。

　一見少なく感じるが領内の人口を考えると異常な数字だ。

　領軍は憑依ひようい状態の騎士の一人が率いている。騎士には精神魔法を使える分体が憑依しているからか、従軍する兵士達の状態が全員「興奮」になっている。

　進軍の方向から推察すると、大森林の遺跡に拠点を構える大盗賊団七〇〇名を討伐するのが目的らしい。

　もっとも、討伐される盗賊達よりも領軍の兵士達の方が賞罰に罪を刻まれている割合が多いので、どちらが悪党かは断じがたい。




　そして、その翌日、ムーノ男爵領に来て二三日目の早朝。

　日課の詠唱練習の後に、恒例の魔族のチェックをしていたオレは、奇妙な事に気がついた。

　魔族の分体が大森林の奥にあるゴブリンの集落にいたのだが、その周辺にいたゴブリン達の数が変だった。

　一〇日前には総数が七五〇匹ほどだったのが、今ではその二〇倍を超えていた。幾らなんでも増えすぎ──ガボの実か。そういえば前にガボの実を量産していた街があった。

　もともと、このガボの実はゴブリンの異常繁殖の原因究明中に見つかった野菜だったはず。

　もし、魔族が繁殖の為に暗躍していたのなら、この数もおかしくないのかもしれない。

　そのゴブリン達がムーノ市を目指して移動を開始しつつ、三つほどの大集団に集まろうとしている。

　ムーノ市を守るべき領軍は大森林の奥にある大盗賊団の拠点で戦闘中だ。

　位置的に山中の砦とりでに篭こもる老人軍団や子供達は大丈夫だと思うが、ムーノ市周辺の村落が大変な事になりそうな気がする。

　しかも、繁殖を促したのが魔族だろうから、城壁に守られたムーノ市が無事かも微妙だ。

　市内に残る兵士は僅か一〇〇名たらず。ムーノ市にはカリナ嬢の家族もいるし、ここは手早くムーノ市に危機を報しらせに向かった方が良さそうだ。







　ムーノ市防衛線





〝サトゥーです。子供の頃、超能力が流行はやった時に、一番欲しかったのはテレポーテーションでした。自分が使えたら便利そうですが、敵が使ったらこれほど厄介な能力もなさそうです。〟






「ドライアド、頼む」

　今朝、ムーノ市を取り囲む異常に気がついたオレは早急に新装備への着替えと出発準備を整えさせ、世話になった里の人達や森巨人と慌ただしい別れを済ませて、ドライアドの作る「妖精の輪フエアリー・リング」の中にいた。

　幼女とのキスを何度も皆に見られたくないので、魔力の譲渡は先に済ませてある。

「ふぁ～い、いくよ～」

　気の抜けたドライアドの返事と共に、オレ達は山樹の中にある「妖精の輪フエアリー・リング」から、ムーノ市の程近くにある森の縁に転移した。

　一〇日の旅程が一瞬だ。それなりに制約があるそうだが、ドライアドの転移魔法は便利すぎる。

　幼女とのキスという禁忌を犯してなお利用したくなる利便性は、危険な薬物に匹敵する習慣性があると思う。

　オレは転移に驚く馬を宥なだめ、マップを確認する。

　ここからムーノ市の外壁までは直線距離で五キロほどあり、その間には収穫を終えた耕作地が広がっていた。

　その向こうにあるムーノ市は、こっちの世界に来て最初に訪れたセーリュー市の倍近い大きさがあるのに、人口はセーリュー市の半分以下だ。

　都市の中央から南東方向に小高い丘が広がり、ムーノ城はその丘の上に建っていた。城は三重の城壁に囲まれ、その占有面積は都市全体の三割強もある。

　都市の配置を確認したついでに、魔族の位置も再チェックしておく。

　魔族の本体のレベルが二六まで低下していた。増加した分体スプリツターには自動でマーカーが付いたりしないので、魔族本体のレベル確認は必ひつ須すだ。

　どうやら、レベルの変化から計算して、執政官と騎士に憑依したのを除いても一一体の分体を増やしたようだ。

　その内一体が領地の南西方向に移動しているようだ。

　方向からしてヒュドラ達の群生地に向かっているようだ。ヒュドラを使ったＭＰＫモンスター・プレイヤー・キル──誘導した魔物による殺さつ戮りくを狙っている可能性がある。

　ま、食材が増えるのは歓迎だ。ヒュドラの肉は美味おいしいしね。

　そして残り一〇体の分体達は何を企んでいるのか、領軍を外側から包囲するような位置についている。

　領軍と大盗賊団との戦闘も始まっているようで、今朝確認した時よりも数が減っていた。

　オレは数秒でそんなチェックを終了してマップを閉じる。

「こ、ここは？」

「ムーノ市近くの森ですよ。ほら、その茂みの向こうにムーノ市の外壁が見えるでしょう？」

　オレの言葉にカリナ嬢だけでなく、他の子達も馬上からオレの指し示した方に視線を向ける。

「ほ、本当ですわ……。ねぇ、貴方あなたは何者ですの？」

「ただの行商人ですよ。親切なドライアドが運んでくれただけです」

　驚いてそんな問いかけをしてきたカリナ嬢に肩を竦すくめて答える。

「そんな事より、せっかくドライアドが近道をさせてくれたのですから、ムーノ市に向かいましょう」

「え、ええ。貴方の言う通りですわ。行きますわよ、皆さんついていらっしゃい」

　カリナ嬢が威勢よく馬首を巡らせて森の外に駆け出す。

「カリナ、まって～？」

「独断専行はダメなのです！」

　それに釣られるようにタマとポチが、問いかけるようにこちらを振り返る。

「オレ達も行こう」

　オレの合図を待っていた皆に、そう声を掛けてオレもカリナ嬢達の後を追って馬を走らせた。

　本音を言うと、魔族が跋ばつ扈こするような場所にうちの子達を連れて行きたくないが、山樹の里もヒュドラの侵入を許したり、頭上から巨大な木の実が落ちてきたりと、あまり安全な場所とは言いがたい。特にヒュドラ侵入には魔族が関わっていそうなので、里に残しても余計に心配だ。

　どこにいても危険ならば、オレの傍に置いた方が安全だろう。




　ゴブリン達の大量発生を察知したのか、それとも領軍が森の大盗賊団を退治に出発して留守のためか、ムーノ市の門は閉ざされていた。

『開門！　これなるはムーノ男爵令嬢、カリナ・ムーノ殿にあらせられるぞ！　疾とく開門されよ！』

　城壁の上の兵士に開門を促しているのは、カリナ嬢ではなくラカだ。

　カリナ嬢は人見知りで男性恐怖症なところがあるので、体格の良い兵士に声を掛けられなかったのだろう。

　一〇分ほど待たされた後で、ようやく動きがあった。

　正門の横にある鋼鉄製の通用門が開き、何人かの兵士が連れ立って外に出てくる。通用門の向こうには武装した兵士達の姿が見えた。

　どうやら警戒されているようだ。

「男爵令嬢だと？　何か身分を証明する物を出せ」

　髭ひげ面づらの中年兵士が疑いに満ちた眼まな差ざしで、カリナ嬢にそう要求する。

「証明するもの？」

「そうだ、オレ達下っ端兵士は男爵様の家族の顔なんて知らねぇ。家紋の入った指輪なり短剣なりを見せてみろ」

　中年兵士の言葉に「偉そうですわ」と不満そうに零こぼしながらも、中年男性が怖いのかカリナ嬢がオレの後ろに隠れる。

「カリナ様、何かお持ちですか？」

「それでしたら、この外がい套とうの留め金がそうですわ」

　カリナ嬢が留め金を外してオレに手渡す。留め金を失った外套の前が開き、ドレスに包まれた魔ま乳にゆうがその片へん鱗りんを覗のぞかせる。

　それを見た兵士達の間にどよめきが走る。もちろん、その視線は一箇所に釘くぎ付づけにされている。

　やはり魔性の乳を持つ女だ。凄すさまじい影響力と言えるだろう。

「衛兵殿、これで宜しいか？」

「……こ、これはっ」

　留め金の紋章を見た中年兵士が絶句し、跪ひざまずいて許しを請う。

「ご、ご無礼の段、平にお許しを──」

　カリナ嬢が小さな声で「許します」と呟つぶやいて、オレから留め金を受け取る。

　魔乳は再び外套の陰に隠され、周囲の兵士達の間から落胆のため息が零れた。




　オレ達は中年兵士の先導で、馬を引いて通用門を潜くぐる。

　ムーノ市の門前広場は広い。一般的な学校の校庭並みの広さだ。広場の中央にある涸かれた噴水の真ん中には、杖つえと剣を持ち竜に乗った甲冑かつちゆうの騎士像まで設置されていた。

　広場の西端に裕福でなさそうな人々が集まって、誰かの演説を聞いているようだ。

「──魔王様の復活は近い！　滅びの時を越え新たな世界で生を謳おう歌かしたいなら、我らと自由の門戸を叩たたくのだ。それのみが『魔王の季節』を生き延びる手段──」

　オレの「聞き耳」が拾ってきたのは、そんな物騒なセリフだ。

　元の世界なら辻つじ演劇か役者の練習とでも思っただろうが、こちらだと本当に領主への反逆と受け取られそうな演説だ。

　オレは苦々しそうな顔でそちらを睨にらんでいる兵士の一人に、その事を尋ねてみた。

「あの集会って──」

「ああ、『自由の翼』っていう魔王信仰者達だ」

　げっ、魔王信仰とかあるのか。元の世界でも前世紀末には終末思想が流行ったらしいし、その辺は世界が変わっても似たような感じみたいだ。

「いいんですか？」

「悪さをするわけじゃないし、実害は無いんだが……」

　兵士が歯切れ悪く口ごもる。

　その後ろにいた別の兵士が吐き捨てるような口調で説明してくれた。

「執政官様から、見かけても手出しをしないように言われているしな」

「──執政官サマが？」

　そりゃ、魔族の執政官なら魔王信仰を許可するだろう。

「王祖様が建国の際に『信仰の自由』ってのを国民に許されていたからだってさ」

　王祖ヤマトの日本人疑惑が一気に深まりそうな話だ。

「ま、それは建前で、実際の所はあの演説しているやつが公爵領の有力商人のドラ息子ってのが理由なのさ」

　なるほど、景気の悪いムーノ市に足を運んでくれる商人も少ないだろうから、こっちの理由も本当にありそうな話だ。

　念の為確認してみたが、ドラ息子やその仲間達に状態異常はなかった。

　マーカーを付けておくべきな気もするが、魔族検索の邪魔になりそうなので止めておこう。検索ワードに「自由の翼」を追加して、いつでも調べられるようにしておけば良いだろう。




　オレ達は六名ほどの兵士達に前後を守られて城に向かった。

　この都市のメインストリートは幅が一〇メートルもある立派な通りだが、左右の店舗が閉ざされていたり空き地が多かったりしているので、大都市っぽさよりも寂れた印象を受けてしまう。

「もしかして、あの丘の上が全部お城なの？」

「ええ、アリサ。このムーノ城は広さだけなら、王城や公都のお城に次ぐ規模なのですわ」

　丘の上に見えるムーノ城はアリサとカリナ嬢の話にあるようにとても広い。マップでも確認していたが、丘の下から見上げるとその大きさはそれ以上に感じられる。

　城門を潜り、九十九つづら折おりのようになった傾斜路を進む。傾斜路には谷側に狭はざ間まの付いた低い壁が作られており、有事の際はここに弓兵を配置して侵略者を防ぐのだろう。

　二つ目の城壁を抜けると、今度は高さ三メートルほどの壁で仕切られた三〇メートル四方くらいの広間が幾つも繫つながる区画に入る。

　視界が悪く同じ形の広間は迷路のように繫がっていて、侵略者達の方向感覚を奪うのに役立ちそうな造りになっている。

　城の本棟も見えないので、城に勤務する兵士達でも慣れるまでは遭難者が出そうだ。

　広間が繫がる区画を抜けると、万単位の兵士が駐屯できそうな広い空間に出る。端の方には兵舎らしき建物が何棟も建っていた。

　そして空堀を越え、三つ目の城壁を抜けるとようやくムーノ城の本棟の全ぜん貌ぼうが見えた。

　マップで見る数値よりも実物の方が巨大に感じられ、圧倒されるような威圧感がある。

　だが──少々ボロい。

　元は白い石を組んだ美しい城だったと思うのだが、蔦つたの這はう外壁は一部が崩れ、ひび割れている箇所も多い。また、焦げたような跡が幾つも残っている。

　恐らく、「不死の王ノーライフキング」ゼンの軍勢との戦いの跡だろう。

「ご主人様、あれをご覧ください」

　リザが指し示すのは城の四方に立つ塔の一つに鎮座した「魔砲」だ。

　姥うば捨て川の老人軍団の話ではゼンが破壊したという話だったが、魔族執政官が修理でもしたのか下から見る限りでは正常に使える状態に見える。

　リザと前に怨霊レイスの潜む砦とりで跡の地下宝物殿で見た「魔砲」と変わらない姿だ。

「リザは『魔砲』を知っていますの？　お父様が領主になった時に撤去させた物なのですけれど、執政官が治安維持の為に再設置させたハリボテですの」

「ハリボテ──壊れているのですか？」

『うむ、魔族を倒すのに使えないか調べに赴いた事があるが、制御装置が根こそぎ抉えぐり取られていた。恐らく「闇魔法」か「空間魔法」によって破壊されたのだろう』

　カリナ嬢の代わりにラカがオレの質問に答えてくれた。

　もし、破壊したのが「不死の王」ゼンの仕業なら、使ったのは「影魔法」だろう。

　なるほど、セーリュー市では影鞭シヤドウ・ウイツプを使ってやりたい放題に見えたが、あれで充分手加減してくれていたのか。

「貴方なら直せるのではありませんの？」

「不可能です」

　カリナ嬢が期待に満ちた目で聞いてくるが、オレはキッパリと否定した。

　資料もスキルも足りているが、修理する為の機材や設備がない。それに、民衆に向けられるかもしれない大量破壊兵器を修理して、戦争に使われでもしたら寝覚めが悪い。




　オレ達が本棟の正門に到着すると、数名の地味な紺のワンピース姿のメイド達が待っていた。先触れに出ていた兵士が報しらせたのだろう。

「カリナ様！　よくぞご無事で！」

「ただいま帰りましたわ、ピナ」

　全体的にスレンダーなメイドが、カリナ嬢に抱きついて再会を祝う。

　客の前で主人に抱きつく使用人というのは問題があるのだろうが、ここにはそれを気にする者は誰もいないので大丈夫だろう。

　その様子を見守っていると、微妙に落ち着きをなくしたタマがオレの外套を引っ張って見上げてくる。

「どうかしたのかい？」

「む～、足元へん～？」

　オレの質問にタマが地面の方を見て呟く。

「かえろ～？」

「タマ、あまりご主人様を困らせてはいけません」

　リザが窘たしなめるとタマはリザの足に抱きついて、顔をぐりぐりと擦こすり付けた。

　オレの危機感知スキルや罠わな感知スキルに反応は無いのだが、タマは何に怯おびえているのだろう？

　マップを確認すると地ち下か牢ろうらしき場所に、魔族執政官がいた。

　恐らくタマはコイツを感知して怯えたのだろう。野生の勘か索敵スキルかは判らないが大した物だ。

　しばらくして、部下らしいメイド達に突つつかれてオレ達の存在を思い出したメイドのピナが無作法を謝罪し、オレ達をムーノ男爵のいる上階の私室へと案内してくれた。




　オレ達が招き入れられた私室は天井が高く舞踏会でも開けそうなほど広かった。

　だが、私室は閑散としており、奥の一角に衝つい立たてと調度品が置かれ部屋の中の部屋のようになっている。もしかしたら、広いと落ち着かないのかもしれない。

　その一角に近付くと衝立の向こうにいる男爵達の姿が見えた。黒髪に口髭の小太りの中年男とカリナ嬢に良く似た容貌の黒髪碧へき眼がんの美女、それから二十歳くらいの無駄に爽さわやかそうなイケメンがソファーに腰掛けていた。

　それぞれ男爵、長女、偽にせ勇ゆう者しやだろう。ＡＲ表示で確認するまでもない。

「お父様、お姉様、ただいま戻りましたわ」

「カ、カリナ!?」

　カリナ嬢が帰還したという話が伝わっていなかったのか、声を掛けられた男爵がソファーから飛び上がって驚く。

　余程心配していたのか、人の良さそうなポッチャリ顔の目元は落ち窪くぼんで隈くまができている。

「カリナぁあああ!!」

　男爵が足を縺もつれさせながら、転がるようにカリナ嬢の所に駆けて来る。

　一方で、長女の方は「あらあらまあまあ」とおっとりとした驚き方をして、イケメン偽勇者に手を取ってもらってソファーから立ち上がって、こちらに歩いてくる。

　さすがは姉妹、彼女も一歩足を運ぶたびに胸がたわわに揺れる。

　少したれ目な彼女は二四歳で独身だ。この世界は早婚が普通だったはずだから、貴族令嬢としては珍しいかも。

　これだけの美貌にカリナ嬢に次ぐ爆乳を持つ彼女を放置するなんて、周囲の男達の目は節穴だったに違いない。

　そんなオレの邪よこしまな視線とは関係なく、カリナ嬢と男爵は再会を喜んでいた。

「ぶ、無事で、よくぞ無事でぇ」

　男爵がカリナ嬢を抱きしめて号泣する。

「おかえりなさい、カリナ」

「ソルナ姉様」

　遅れてやってきたソルナ嬢が二人を軽くハグしてから、カリナ嬢の髪を撫なで、慈愛に満ちた声で優しく諭す。

「あなたが失しつ踪そうしてから、お父様は夜も眠れずにずっと心配されていたのですよ」

「……ごめんなさい、お父様」

　カリナ嬢が申し訳なさそうな顔で男爵に謝った。

　その三人の後ろで偽勇者が軽く腕を組んでうんうんと頷うなずく。オレの視線に気がついたイケメンがパチンとウィンクをしてきた。こっちの世界でもウィンクの仕草は同じみたいだ。

　後ろにいるアリサが「サトゥー×偽勇者」とか腐った悲鳴を上げているのを、ルルに窘めさせる。オレが直接言うよりも効果的だ。

　そんなオレ達を見てくすりと微笑んだイケメンこと偽勇者ハウトが、気さくにオレに話しかけてきた。

「初めまして、ボクは勇者ハウトだ」

　彼は本物の勇者マサキ・ハヤトと一文字違いだ。もちろん勇者の称号は持たず、片手剣スキルや盾スキルを持っているもののレベルは低く、たった七しかない。

　なお、状態に異常は無く、賞罰欄も綺き麗れいなままだ。

「勇者様でしたか、私は行商人のサトゥーと申します」

「様付けは不要だ。ハウトと呼んでくれ。使徒様にこの聖剣ジュルラホーンを与えられて勇者に任命されたけど、元はしがない農民さ」

　ハウトの自己紹介にアリサが小さな声で呟つぶやく。

「──ジュルラホーン？　シガ王国の失われた聖剣の事？　本物なの？」

　もちろん、偽物だ。なぜなら本物はオレが持っているからだ。

　ＡＲ表示では魔剣ジュラルホーンとなっていたので、神の使徒に化けた魔族が用意した偽聖剣だろう。

　男爵が落ち着くまでの間に偽勇者と話したところ、一年ほど前に老人しかいない寒村に住んでいた彼の下に光に包まれた男性が現れて、彼が勇者であると告げ聖剣を置いていったそうだ。

　そして、その翌日に執政官が彼を迎えに現れ、それ以後、城で兵士達に鍛えられていたらしい。

　それにしても偽勇者は普通に善人のようだ。魔族がそんな彼を偽勇者に仕立てた理由は何なんだろう？

　勇者の名声を地に落としたいなら、もっと俗な人間を勇者に仕立てた方が楽だろう。

　──いや、魔族には変身スキルがあった。

　いかにも善人な彼に信頼を集め、その後に自分が成り代わる事を企んでいるのかもしれない。

　ま、いいか。魔族が何を企んでいたとしても、倒してしまえば実行する事もできないだろう。




　さて、そろそろ益体もない推理は止めて気を引き締めよう。

　レーダーに映る魔族執政官と憑依ひようい状態の騎士を示すマーカーが、もうすぐこの部屋に到着する。

「何か来る～？」

「何が来るのです？」

　粗相をしないようにリザの両手に抱えられていたタマとポチがそんな言葉を交わす。

　どうやら、タマは魔族の接近を察知したようだ。

「ルルはミーアとアリサを連れて、そっちの壁際に移動して。ナナは三人のガードに。リザ、ポチ、タマは四人の前に展開。抜刀はオレの合図を待て」

「どうかしたのかい、サトゥー君？」

　急に仲間達に指示し始めたオレを見て、偽勇者が不思議そうに首を傾げる。

　オレはそれに取り合わず、肩に掛けていた鞄かばんをリザに手渡す。皆の武装はこの鞄の中に入っている。

　そして、憑依状態の騎士を連れて魔族執政官が扉の向こうから現れた。

『カリナ殿！　ヤツだ』

「お父様、離れてください。ラカさん、強化を」

「カリナ？　それに今の声はいったい……」

　状況の飲み込めない男爵に抱きつかれたままのカリナが、腰に下げた布袋から「魔封じの鈴」を取り出す。

「これはカリナ様、ご無事でしたか。ところでそちらの平民達は何者ですかな？」

　現れた執政官は顔色の悪い瘦やせた黒髪の男で、カイゼル髭ひげをピンと指で弾はじきながらこちらを一いち瞥べつし、オレの横にいる偽勇者に問いかける。

　背後のカリナ嬢のいる方から青い光が漏れ、男爵とソルナ嬢の悲鳴が聞こえた。

　たぶん、カリナ嬢が「超強化」された腕力で男爵を無理矢理引き剝はがしたのだろう。

「執政官！　いいえ、魔族！　貴方あなたの企みもここまでですわ」

「カリナ様何を仰おつしやって──」

「問答無用ですわ！」

　執政官の言葉を遮って、カリナ嬢が「魔封じの鈴」を頭上に掲げる。

　それを投げると警戒したのか、護衛の酷薄そうな騎士が魔族執政官の前に身体を割り込ませた。

　──魔封じの鈴がリーンと涼やかな音を響かせる。

『ＭＹＵＷＥＥＥＥＥＮ』

　正体を暴かれた魔族執政官が、高周波のような悲鳴を上げた。

　騎士も身体から半透明な魔族が半分抜けた状態になって膝ひざをつく。すぐに騎士の身体の中に戻ってしまったが、先ほどの半抜けの魔族も執政官に化けていた分体と同じ姿をしていた。どうやら騎士に憑依していたのも魔族の分体だったみたいだ。

『カリナ殿、今だ！』

「判りましたわ、覚悟！」

　ラカの合図でカリナ嬢が魔族に突撃する。

　できれば先に憑依している魔族を騎士の身体から追い出して欲しかったが、相手は高々レベル一の魔族の分体だ。カリナ嬢ならすぐに倒せるだろう。

　オレはストレージから取り出した青銅の釘くぎを手の中に取り出す。

　不測の事態となったら、この釘に魔刃を生んで投げつけよう。こっそり回収して巨人から貰もらった一回限りの切り札だったと言い訳すれば問題ない。

　ラカに強化されたカリナ嬢が矢のような速度で魔族執政官に接近する。

「カリナ様、乱心召されたか！」

　その異常な速度に驚いた騎士が、後ろの執政官が魔族になった事にも気付かずに凧盾カイト・シールドを構えてカリナ嬢の前に立ちふさがる。
















　騎士の巨体の陰にすっぽりと魔族執政官が隠れる。

「邪魔っ、ですわ！」

　カリナ嬢が騎士の凧盾に跳び蹴げりを仕掛ける。

　だが、さすがは腐っても二〇レベルの騎士だ。凧盾を巧みに操ってカリナ嬢の勢いを受け流し、そのまま斜め後方に投げ飛ばした。

　ゴロゴロと転がっていくカリナ嬢。そこで再び、魔族が吼ほえる。

　彼女の代わりに始末しようと邪魔な騎士の巨体の横に回りこむが、そこには魔族執政官の姿がない。一瞬だけ騎士の身体の中に消える魔族の尻しつ尾ぽが見えた。

　──まさかっ。

「カリナ様、鈴を！」

『ダメだ、サトゥー殿。カリナ殿は気絶しておる』

　ラカに守られたカリナ嬢があの程度で目を回すとは思えない。先ほどの魔族の吼え声が精神魔法だったのだろう。

　オレは迷わずカリナ嬢の所へ走る。

　恐らく、憑依した魔族を体外に追い出せるのはあの鈴だけだろう。

　拾った鈴を振ったのと、魔族が騎士の身体を掌握するのは同時だった。

　だが、それでは遅かったようだ。騎士から魔族が二重写しのように抜けかけたが、それは一瞬だけの事で、すぐに騎士の頭が変形してイソギンチャクのような触手の集合体になってしまった。騎士の種族も人族から魔族に変わっている。二体の分体がいたせいか、触手頭は二つあった。

　騎士の身体を乗っ取ったせいか、魔族のレベルが騎士と同じレベル二〇になっている。

『小娘ごときニ、ワシラの計略ヲ、台無しニされるとハ』

　どこから声を出しているのか判らないが、ヤツの怒りだけは伝わって来た。

「魔族よ！　キサマの相手はボクだ。サトゥー君、キミ達は男爵様を連れてこの場を逃げたまえ」

　偽勇者が偽聖剣を抜いて、魔族の方に歩を進める。やはり異形の魔族が怖いのか足取りが怪しいし、手も震えている。

　それでもオレ達を安心させる為に偽勇者──ハウトが笑顔を作ってみせる。

　なるほど、魔族の人選は正しかったようだ。彼ならレベルが上がって強くなりさえすれば、内面に相応ふさわしい勇者になりそうだ。

　さて、このままハウトを犬死にさせる気はない。オレ達も彼に加勢しよう。

　こいつの使う魔法は精神魔法のみ、それはアリサに妨害ジヤミングさせれば良い。

「リザ、ポチ、タマ、魔族を倒せ。ナナはオレと魔族の攻撃を捌さばくぞ」

　身体強化を済ませたナナが獣娘達の前に出る。

　さすがに新装備で底上げされていると言っても、レベル二〇相手じゃナナ一人に盾役を任すのは無理なので、オレも前線に出る。

　魔族が振り下ろす剣を防ごうと、ナナが丸盾を構える。

　オレはナナが防ぎ易くする為に、魔族の剣が丸盾に命中する瞬間を狙って、ヤツの持つ凧盾カイト・シールドに前蹴りを決めてバランスを崩させる。

　今度は魔族の動きが止まった瞬間を狙って、リザが槍やりを突き入れるが、ヤツの頭部の触手が伸びてそれを防いでしまった。

　そこに後ろに回りこんでいたタマとポチが、魔族の足裏を小剣でチクチクと刺してダメージを与える。

　ヤツも痛みを感じるのか、背後に剣を振り回して二人を追い払った。

　二人はその攻撃を避よけたが、運悪くそれがハウトに命中してしまった。

　彼は床を二転三転して動きを止める。大した怪我はないようで、ふらふらと起き上がり、偽聖剣を構えて戦線に復帰した。

「アリサ、ジャミングは任す」

「おっけー！」

　魔族が詠唱に相当する咆ほう哮こうを上げた瞬間に、アリサから無詠唱で「精神衝撃打マインド・ブロー」の魔法が叩たたき込こまれ、中断を余儀なくされる。

　その隙にナナが理術で「盾シールド」を展開し、魔族の攻撃を先ほどまでよりも安定して防ぐ事ができるようになった。

「ミーアは皆の治癒を頼む。ルルはミーアの護衛だ。銃は使うな」

「ん」

「は、はいっ！　が、頑張ります」

　ミーアが格納鞄から取り出した杖つえを構え、ルルは震える手で胸の前にフライパンを掲げる。

　銃を使わせないのは珍しい魔法道具を見せたくないのもあるが、それよりも誤射が危険だからだ。

　アリサが魔法を中断し、リザとナナが魔族の正面を抑え、タマとポチがちまちまと魔族の体力を削っていく。いつもの連携パターンだ。

　魔族の前に不用意に踏み込んだハウトが触手の攻撃で腕を骨折していたが、追撃を受ける前にタマとポチが救出していたので命に別状は無い。今はミーアの治癒魔法で応急処置を受けているところだ。

　オレも定期的に「魔封じの鈴」を振って、魔族の弱体化状態を維持する。

　今回はタマとポチがミスリル合金製の小剣を持っているから、いつもより敵の体力を削るのが速い。

　長引くと面倒なので、オレもたまに前線で蹴りを入れて魔族の体力を減らすのを手伝った。

「とー！　なのです」

　最後にポチの会心の一撃クリテイカル・ヒツトが決まり、魔族が黒い塵ちりとなって金属甲冑フル・プレート・メイルの隙間から散っていく。

　黒い塵の勢いが失われると、甲冑かつちゆうがバラバラと床に落ちて転がった。

「きえた～？」

「中身の肉が無くなったのです」

「二人共油断してはなりません」

　甲冑の隙間から魔族の分体が変化したと思おぼしき鼠が逃げ出す。

　だが、油断無く警戒していたリザが、魔槍ドウマで逃げ出す魔族鼠を突き殺して黒い塵に変えてくれた。

「リザ凄すごい～」

「さすが、なのです！」

　タマとポチがリザを賞賛しながらも周囲の警戒を再開する。

　オレも念の為、ログを確認して魔族を倒したのを確認して、マップで再検索してムーノ市内に魔族や憑依された者が残っていないかのチェックを済ませた。

「皆、ご苦労様。もう戦闘態勢を解いて良いよ」

　そう告げると、獣娘達も警戒を解いて武器を収納した。

「こあ～？」

「こっちにも、こあなのです」

　タマが甲冑の中に小さな魔核コアが残っていたのを見つけて報告してきた。ポチもリザが倒した魔族鼠の近くに落ちていた米粒のような魔核を拾ってきた。

　魔族も魔物の一種なのか？

　セーリュー市で上級魔族を倒した時は残らなかったはずだ。下級の方は記憶に無い。

　この違いはなんだろう？　神剣を使ったせいなのだろうか？

　オレは答えの出ない疑問に蓋ふたをして、壁際で目を回したままのカリナ嬢を回収して男爵の所へ運んだ。

　魔族の精神魔法による影響はアリサに解いて貰ったが、未いまだに目を覚ます気配が無い。

「執政官や騎士エラルが魔族に？　き、君。君は事情を知っているのかね」

「初めまして、男爵様。私は行商人のサトゥーと申します」

　キョドる小心そうな男爵に挨あい拶さつをしてから、カリナ嬢をソファーの一つに寝かせる。

　カリナ嬢をお姫様だっこするのは役得なのだが、彼女の家族の前で鼻の下を伸ばす訳にもいかない。

「私が存じているのはカリナ様やラカから聞いた事だけですが、それで宜しいですか？」

「……それで構わない。ところでラカというのは何者かね？　そちらのお嬢さん達の──」

　憔悴しようすいしていたはずの男爵の視線がうちの子達の方に向いた途端、そこで固まってしまった。

　ロリコンって事は無いだろうし、何だろう？

「──耳族？　ま、まさか、サトゥー殿も勇者様なのかね?!」

　男爵のテンションに驚いたのか、ポチやタマが耳をペタンとさせて怯おびえている。

　そういえばカリナ嬢も出会った時に驚いていたっけ。

「私は先ほども申したように行商人でございます。もちろん、私の仲間達に勇者はおりません」

　噓は言っていない。オレは勇者の称号を持っている行商人なのだから。

　ここに噓を見抜くスキルを持っている者はいないが、安易に噓を吐いてラカの「悪意看破」に引っかかりでもしたらマズい。

『男爵殿、ラカとは我の事だ』

　カリナ嬢のペンダントから発せられるラカの発言を聞いて、男爵が目を白黒させて驚く。

　なぜか、男爵はラカの事を知らないらしい。男爵家の先祖伝来の家宝ではないのだろうか？

　戸惑う男爵にラカがカリナ嬢との出会いを語る。

　ラカの話を大雑把にまとめると、カリナ嬢が廃はい墟きよになっていたムーノ侯爵の離宮を散歩中に床が抜けて彼の安置されていた隠し部屋に偶然辿たどり着き、彼の新しい主になったそうだ。

　適当なところで、オレは会話の軌道修正を行う。

「男爵様、お話を続けても宜しいでしょうか？」

「ああ、すまん。話を続けてくれ」

「では、失礼して──」

　オレはカリナ嬢から聞いた話を男爵に伝える。

　ラカを手に入れた彼女が執政官の正体を魔族だと見破り、魔族を倒す助力を請いに山樹の里に向かった事、オレ達とはその時に出会い、森巨人から先ほどのアーティファクトを借り受けて来た事を順番に話していく。

　途中でメイド達がやってきて別室が用意できたというので皆を先にそちらに移動させ、オレと男爵は話の途中だったので彼の執務室に場を移した。

　経費節減なのか、この城にいる使用人は広さに比べて非常に少ない。この執務室にも文官どころかメイドの一人もいない。

　事の顚てん末まつを語り終えたオレは、メイドがさっき持って来てくれた白さ湯ゆに香草を浮かべた薄い香草茶で口を湿らせる。

「そのような事が……」

「男爵様、話はそこで終わりではありません。巨人の里にいた精霊様から警告を受けたのですが、このムーノ市に危機が迫っているそうです」

　バカ正直にマップで知ったと言う訳にはいかないので、精霊様──ドライアドから聞いた事にする。ここにはラカがいないので、多少脚色しても大丈夫だろう。

「危機?!」

「ええ、ゴブリンの大群がこの都市の近くに大発生しているそうです。その数は推定で万を超えるそうです」

「万単位……だと?!」

　オレの言葉を聞いて男爵の顔から血の気が引く。

　男爵は愕がく然ぜんとした顔で俯うつむくばかりで、対策を立てたり、対策を立てられそうな部下を呼ぶ気配もない。どうやら、為政者としては有能ではないようだ。

　オレはそれを見かねて無難な提案をしてみた。

「僭せん越えつですが、近隣の村落に住む者達を市壁の内側に避難させるか、遠方に疎開させた方が宜しいのではないでしょうか？」

「そ、そうだな！　それがいい。早速、執政官を呼んで──」

　オレが水を向けると男爵の瞳ひとみに光が戻ったのだが、そこまで言って執政官は魔族だった事を思い出して言葉を詰まらせた。

　オレは「文官の方でも良いのでは？」と再び男爵に助言して、無事に村落の人達の避難誘導に兵士を派遣して貰もらった。

　盗賊退治に出陣している領軍を呼び戻す為の伝令も出して貰う。

　ムーノ市を守る兵士の数が半分になってしまったが、それは仕方ないだろう。




「男爵様、実は先ほどのお話の続きがあるのですが」

「ま、まだ、あるのかね?!」

　だって、魔族の事を教えておかないとね。さっきの魔族の分体で終わりだと思われたら困る。

「はい、これも精霊様からお伺いしたのですが、魔族は先ほどの一体だけではないそうです──」

　話しながら、マップで魔族の現在位置を確認する。分体の一体がヒュドラの生息地付近まで辿り着いている以外は前と変化ない。

　だが、兵士達や盗賊達を示す光点の減り方が早すぎる。もう最初の二割──四、五〇〇人しか残っていない。

　位置的に戦う相手のいないはずの兵士達も怪我を負っている。

　どうやら、同士討ちをしているようだ。

　オレは彼らの状態を確認してその原因が判った。

　彼らの状態が「混乱」になっている。精神魔法を使える分体で領軍を囲んでいたのは、これが狙いだったようだ。

　悪人を助けに行ってやる義理は無いが、こうやって人死にを見せられるのは嫌な気分だ。

　颯さつ爽そうと駆けつけて魔族を始末してやりたいが、オレの足でも一時間くらいはかかる距離だ。残念ながら間に合わないだろう。

　オレは苦い思いを無表情スキルで押さえつけ、男爵との話を続ける。

「──ヒュドラの生息地や大森林の奥にある盗賊達の砦とりでに多数の魔族を見かけたと教えて戴いただきました」

「た、多数の魔族?!　……も、もしや、魔王顕現の前兆では?!」

　魔王か、それは勘弁して欲しいな。

　一応マップを再検索してみたが、領内には魔王の称号を持つ者やアリサのようなスキル「不明」なんてヤツはいない。魔族達が徘はい徊かいしていたマップ空白地帯なんて、この男爵領の地下くらい──。




　──「足元がヘン～？」




　そうだ、確か城に入った時にタマがそう言っていた。

　あの時は地ち下か牢ろうにいた魔族執政官の事だと判断したが、まさか地下に魔王の卵でも転がっていたりしないよな？

「男爵様、他にも『地下に注意せよ』と助言を戴いたのですが、何かお心当たりはございますか？」

　オレは「誰」が助言したかは伏せて男爵に尋ねてみた。

「かつてここが侯爵領だった折に、『不死の王ノーライフキング』が城の地下にある都市核シテイ・コアの間に呪いを掛けたのだ……その事かもしれん」

　──おい、オッサン。

　都市核の事をさらりと部外者の前で喋しやべるなっ！　領主の最重要機密だろう！

　オレは無表情スキルの助けを借りて内心のツッコミを封殺し、ゆっくりと深呼吸して荒ぶる心を落ち着ける。

　男爵は自分の失言に気がついていないようなので、聞かなかった事にして話を進める。

「呪いでございますか？」

「そうだ。貴族や野心を持つ者が地下への階段に足を踏み入れると、徐々に体力や気力を奪われる呪いに冒されていき、やがて死に至るのだ」

「それならば野心のない神官に呪いを解かせれば良いのでは？」

　既に試したとは思うが、オレは好奇心からそう聞いてみた。

「私がこの地の領主に就任する時に、公都から聖女と名高いテニオン神殿の巫女みこ長にお越しいただいたのだが、彼女のような心清き方ですら地下への階段の半ばほどで耐えられなくなってしまわれた」

　あの「不死の王」ゼンの呪いなら、ヤツが成仏した時に解けていそうな気もするし、オレならすぐに「呪じゆ詛そ耐性」がついて普通に入れそうな気もする。

　それにしても聖女様か、きっと清せい楚そで可か憐れんな美人に違いない。公都に行ったら、是非とも遠くからでいいからお目にかかってみたいものだ。

「では平民の兵士か文官に調べに行かせてはどうでしょう？」

「無理だ。かつて我が領地の平民の中でもっとも胆力のある騎士ゾトルに地下を調べさせたのだが、かの者でさえ階段の半ばで恐慌状態になって逃げ戻って来たほどだ。普通の文官達は地下室への階段に近付く事すらできなかったのだ」

　なるほど。貴族や神官にはドレインと呪い。平民には恐怖か。

　ん？　平民でも騎士になれるのか？　ま、今はいいか。

「私も男爵就任時に地下へ足を向けたのだが、途中で恐怖に駆られて地上へと舞い戻ってしまったのだよ」

　──あれ？　それなら男爵は都市核を掌握していないのか？

　そう思ってマップを開いて彼のステータスを再確認したら、前に会ったクハノウ伯爵と違って領主の称号を持っていなかった。

　もしかしたら、領地が飢き饉きんなのは都市核を使った儀式魔法を使えないせいかもしれない。

　マップで都市核の間への経路を確認したが、特に警備の兵士とかはいなかった。

　カリナ嬢から預かったままの「魔封じの鈴」も持っている事だし、都市核の間の見学ついでに呪いを祓はらえないか試してみようか。




　さて、それはともかく、魔族がゴブリン達を率いて襲ってきた時にムーノ市の市民がパニックを起こさないよう指揮できる人材がいないのは困る。

　アリサあたりなら精神魔法と持ち前のきっぷの良さで民心を安定させられそうだが、それは最後の手段だ。

　そうだ、魔族が入れ替わる前の執政官はどうしたんだろう？

　あのエラルとかいう騎士みたいに魔族に乗っ取られて殺されてしまったのだろうか？

　マップ検索で執政官を探してみたが領内ではヒットしなかったので、男爵に尋ねてみた。

「男爵様、本物の執政官様の行方にお心当たりはございませんか？」

「執政官……そうだ、執政官は爺じいだったはず。いや違う、爺は三年前に流行はやり病で逝ってしまった。公爵様から後任に相応ふさわしい者を派遣してもらったはず……」

　男爵が記憶を探る。記憶を消されたように、執政官の名前が思い出せないらしい。

　ＡＲ表示で状態異常になっていないので判らなかったが、恐らく魔族の精神魔法で記憶を弄いじられたのだろう。後でアリサに詳しく解説して貰うとしよう。

　平民を執政官に任命する事は無いだろうから、マップで貴族を検索する。

　このムーノ市内に男爵一家以外の貴族はたった一人だけ。

「ニナ・ロットル名誉子爵という方をご存じありませんか？」

「ニナ……鉄血のニナ。うむ、知っているとも。三年ほど前にオーユゴック公爵が我が領土に派遣してくれた執政官候補だ──」

　オレの質問に男爵がスラスラと答えた。そして答えてから男爵の表情が固まる。

　男爵領の執政官が子爵なのか？

　たしか子爵の方が男爵よりも偉かったはずなんだが……ま、今はいいか。

「──そうだ、ニナ殿はどこへ？　私が彼女の手を取って爺の代わりを頼むと言ったのはいつの事だ……」

「恐らく、魔族に記憶を消されてしまわれたのでしょう。もしニナ様が存命なら、牢屋に閉じ込められているのではないでしょうか？」

　オレの言葉を聞いた男爵が部屋を飛び出して、自ら地下牢へニナ女史を助けに向かってしまった。

　地下牢には他にも神官や鑑定スキル持ちの人達が投獄されていたので、一緒に助け出してもらえば戦力増強になるだろう。




　男爵が部屋を飛び出す姿を見送りながらマップで戦場を確認したが、オレの予想より遥はるかに早く領軍や盗賊達は壊滅していた。

　こちらから出向いて始末しておきたい所だが、飛行型の魔族と入れ違いになって身内に危険が及んでも困る。

　すぐに駆け戻れるくらいの距離まで引き付けてから相手をした方が良いだろう。

　後手に回るしかない事実に忸じく怩じたる思いがあるが、物語に出てくる万能主人公みたいに空を飛んだり瞬間移動したりできるわけでもないのだから、優先順位はハッキリしておかないとね。




　　　　◆




　男爵の後を追うか迷ったが、男爵が都市核を掌握する手助けをできればと考えて、オレは一人でムーノ城の地階にある都市核に続く階段の所までやって来た。

　階段前の仰々しい門は施錠されておらず、普通に扉を押し開けて入れた。

　そして一歩階段に踏み込んだ途端──。




[image: ]「呪詛耐性」スキルを得た。

[image: ]「奪命ドレイン耐性」スキルを得た。
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　呪詛に耐えたから聖者なんだろうか？

　ま、いいか。オレは呪詛耐性スキルと奪命耐性スキルを最大まで上げて階段を下りる。

　一段ごとに寒さむ気けが背筋を伝わる。耐性スキルの補助があってこれなら、普通の人が耐えられないのも無理はない。

　階段の半ばまで下りた所で、別マップになったので「全マップ探査」で調査を行ったのだが、螺ら旋せん階段の一番下に部屋が一つあるだけで、人も魔族も存在しなかった。

　最下層にあった部屋は、半径五〇メートルほどのドーム型をしており、中央部の少し高くなった場所に青く光る二十面体の水晶のような物が浮かんでいた。

　ＡＲ表示によると「都市核：ムーノ」となっている。

　都市核までの通路は段数の少ないゆったりとした階段になっており、その周辺の通路以外の場所は青く光る石の水路になっていて、透明な水がさらさらと流れている。

　涼やかな水の流れる音と都市核から聞こえる柔らかい鼓動のような音に癒されながら、通路を進む。

　通路の半ばまで進んだところで、地面から黒い半透明の影が現れた。

『侵入者よ。我が名は「不死の王ノーライフキング」ゼン──その影なり。清きものよ、我に領主として相応しき事を示せ』

　──いや、領主じゃないんだが。

　ＡＲ表示で「呪詛魂カースド・ソウル」と表示されている。これが呪いの核なのだろう。

　オレは称号を「勇者」に変えて、ストレージから聖剣ジュルラホーンを取り出す。これは「不死の王」ゼンから譲り受け、彼を成仏させた聖剣だ。

「ゼンは成仏したよ。あんたも、もう役目を終えるんだ」

　オレは術者にも忘れられていた「呪詛魂」にそう告げ、聖剣を振り上げる。

　聖剣ジュルラホーンが青い軌跡を描いて「呪詛魂」を斬り裂く。聖剣に触れた「呪詛魂」が薄れて消えていく。

　領主としての相応しさが何かは最後まで判らなかったが、聖剣に浄化される寸前に「呪詛魂」の見せた表情はゼンの最後と同じく安らかだった。




　さて、これで用は済んだのだが、せっかくなので都市核を近くで見物させて貰もらう事にした。

『ようこそ、上位領域を支配する王よ。この地を衛星都市として登録されますか？』

　都市核の浮かぶ最上段に上がった途端、そんな声が都市核から聞こえて来た。エコーが掛かった男とも女とも判断し辛づらい声だ。
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[image: ]称号「無名王」を得た。
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　いやいや、誰が王だ。

　オレはシステムメッセージをログに流す何者かに心の中で突っ込みを入れる。

　この「無名王」や「勇者王」というのは名前を空欄に、称号を「勇者」にしているせいだろう。

　上位領域というのは「竜の谷」の源泉の事に違いない。なにせ最強の竜神の支配していた源泉だしね。

「登録はしないよ。この都市の領主はムーノ男爵だ」

『検索を実行しました。この地にはムーノを名乗る者が三名います。再設定を望みます』

　オレはマップで調べた男爵の名前を都市核に告げる。

「レオン・ムーノ氏だ」

『登録完了いたしました。これより領主レオン・ムーノに仕えます』

「ああ、宜しく頼むよ」

『承知いたしました。名も無き王よ』

　なんとなく居辛い雰囲気だったので、都市核に手を振って地上に戻った。

　もちろん、ムーノ男爵領の領域に戻った時点で名前や称号は元に戻してある。




　地上に戻ったオレはマップで魔族の動向を確認する。

　領軍と盗賊の戦場跡には分体を統合してレベル三六になった魔族が一体と憑依ひようい状態の騎士が一人、そして魔族の傍に一五体ほどの怨霊レイスが存在していた。

　それを確認している間に、怨霊の周囲に動死体ゾンビが次々と出現しだした。

　これは怨霊の持つ「死従者創造クリエート・サーバント」の種族固有能力だろう。

　ムーノ市の前に広がる広大な耕作地に魔物が入り込んだ所で、「小火弾フアイア・シヨツト」の連打で火葬にしてやろう。夜陰に紛れて戦えば誰にも正体がバレないはずだ。

　一番遠くにいた魔族の分体は相変わらずヒュドラの生息地をウロウロしている。

　恐らく、ヤツの狙いはヒュドラに憑依する事だろう。的が大きくなって、こちらとしても倒し易い。

　ムーノ市に向かって移動を始めていたゴブリン達は合流を果たし、三つほどの大集団にまとまって進軍を行っていた。

　ゴブリン達が共食いをしてレベルが上がったのか、デミゴブリン・ロードやデミゴブリン・テイマーのような特殊なゴブリン達が増えている。

　強そうな名前だが、レベル一〇程度なのでまとめて始末すれば良いだろう。ゴブリン達の移動速度から見て日が落ちる前には到着しそうだ。




　　　　◆




「キミがサトゥーかい？」

　メイドに案内されて向かった先には、ベッドから半身を起こした三〇代前半の女性が待っていた。無骨で美女とは言いがたいが「カッコイイ」という言葉が似合いそうな女性だ。

　彼女のベッドの傍の椅子には男爵が腰掛けている。

　ちなみに呼ばれたのはオレだけだ。もうすぐゴブリン達が姿を見せるはずなので、うちの子達には武装のチェックをさせてある。

「こんな姿で失礼するよ。執政官のニナだ」

「はじめまして、行商人のサトゥーと申します」

　男爵の話からすると二年近く投獄されていたはずなんだが、頰がこけているものの目には強い意志の輝きがあり、ハスキーな声は力強い。「鉄血」なんて渾あだ名なが付くくらいだから、きっと芯しんの強い人なんだろう。

　魔族が彼女を殺さなかった理由は判らないが、どうせ碌ろくでもない目的があったんだと思う。

「キミとその家臣団がこの領地に巣くっていた魔族を倒してくれたそうだね。感謝する」

　ニナ女史がベッドの上で頭を下げる。

「それで、魔族が他にもいるってのは本当かい？」

「はい、そう伺いました」

「そうかい……。アレが使えたら魔族も排除できるんだが」

　都市核の事かと思ったが、砲塔の上に飾られたハリボテの魔砲の事らしい。

　そこに伝令兵が慌ただしく駆け込んできた。

「報告します！　大森林との境にゴブリンの大群を確認しました！」

「ゴブリンだけかい？」

「ゴブリンの騎獣らしき蟷螂かまきり型の魔物が数体と見たことの無い筒状の胴体をした四足の正体不明の魔物がいました」

　オレにはマップで既に判っているが、ここで明かすわけにはいかない。

　随行しているのはレベル二七の「岩射筒ロツク・シユーター」という四トントラックサイズの四足の魔物と、「兵蟷螂ソルジヤー・マンテイス」というレベル一〇後半の魔物だ。

　岩射筒には魔族が憑依していたが、現在では魔族が体を乗っ取ったらしく種族が魔族に変わっていた。スキルが「精神魔法」だけなので、こいつに憑いていたのは分体の方だろう。

　念の為、領内の魔族や「憑依」状態の者をチェックしておく。

　憑依状態の騎士の方も魔族が乗っ取りを果たして魔族騎士となり、動死体を率いてこちらに向かっている。意外に移動速度が速いが、大森林を抜けるのは一時間から二時間後だろう。

　そしてついにヒュドラへの憑依に成功した一体が、他二体のヒュドラを連れてムーノ市に向かっている。距離はかなり遠いが、飛行速度から考えて魔族騎士や動死体の到着と同時刻くらいのはずだ。

　手順としては岩射筒や魔族騎士を先に始末してから、ヒュドラに憑依した魔族の本体を始末するのが良いだろう。

　順番に注意しないと、倒す寸前に分体と入れ替わられても面倒だからね。




　ニナ女史は護衛の兵士に守備隊への伝令に走らせ、部屋に待機していた不安そうな顔の文官娘に領政府の官僚への指令を伝えに行かせる。

「あたしは展望室へ行く。あんた、あたしを運びな」

　オレはニナ女史を抱えて、城の上層にある展望室へと移動した。

　そこには令嬢姉妹とハウト、それから武装チェックを済ませたうちの子達が勢せい揃ぞろいして、市門の向こうを指差して何かを言っている。

　皆の不安を反映するかのように、いつの間にか雲が出て太陽を覆い隠していた。

「サトゥー」

「ご主人様～？」

　オレが来たのに気がついたミーアとタマが振り返る。

「森から黒いのがうじゃうじゃなのです！」

　展望室の外の柵さくに登ったポチが、森の方を指差してそう報告してきた。

「この距離でよく見えたね」

「ソルナからトーミヅツを借りて見たのです」

　さすがにポチでも七キロ向こうの人影を見るのは無理らしく、望遠鏡のような魔法道具「遠見筒」で確認したようだ。

　ニナ女史がカリナ嬢から遠見筒を奪い取って、森から出現するゴブリンの群れを確認している。

「なんて数だ……」

　ニナ女史から遠見筒を渡された男爵がその光景を見て息を吞のむ。

　男爵が何かを決意したような顔でオレに遠見筒を渡して宣言する。

「ニナ殿。この場の采さい配はいはお任せする」

　現場放棄な発言だが、男爵の真剣な表情に誰も茶々を入れずに彼の言葉の続きを待つ。

「わ、私は地下の部屋を掌握しに行く。それが、りょ、領主としての私の役目だっ」

　男爵が震える口調で一気に喋しやべり終える。

　事情を知っているのがニナ女史だけなのか、令嬢姉妹は良く判っていない表情だ。

「……無理だと思ったら引き返してくるんだよ」

　そんなニナ女史の言葉に励まされた男爵がメイドに付き添われて地下へ向かった。

　男爵について行こうとしたソルナ嬢はニナ女史に止められて、この部屋に残っている。

　オレは男爵を見送りつつ、マップのチェックをしていて変な事に気がついた。

　ニナ女史が部屋に待機していた別のメイドに、男爵が無事に戻れるように命綱と鈴の手配を命じている。

　鈴の音がしなくなったら地下室への入り口で待機していた下男が命綱を引っ張るそうだ。

　メイドへの指示が終わった所でニナ女史に話しかける。

「ニナ様、一つ質問なのですが──」

「なんだい？」

「都市外への避難を指示されましたか？」

「──なんだって？」

　オレから遠見筒を受け取ったニナ女史が正門を確認する。

「外壁の正門が開いてる？」

　正門付近にいるのは領政府の高級文官や武官とその家族達だ。

　彼らは護衛の兵士と一緒にムーノ市から脱出して、オーユゴック公爵領方面への街道を逃走している。

　正門に残っている兵士はおらず、ムーノ市に殺到するゴブリン達の前に無防備な姿を晒さらしている。

「こうしてはいられませんわ。門を閉めに行かねば！」

「かりな～？」

「一人で行ったら危ないのです！」

　飛び出すカリナ嬢を心配するタマとポチが、懇願するようにオレを見上げる。

「ボクが行こう。ソルナ様の妹君はちゃんと守って見せるよ」

「いけません。ハウトは怪我をしているではありませんか」

　ハウトが偽聖剣を片手にソルナとそんな会話を交わす。

　さすがに、その腕じゃ足手まといだろう。オレは単純骨折にも効果のある高品質な下級の体力回復薬を彼に手渡し、カリナ嬢のお守りを引き受ける事にした。

「ここは私達が行きます。ハウト殿はソルナ様やニナ様を守っていてください」

「……判った。カリナ様を頼む」

　オレの手を握って熱く語るハウトに頷うなずき返し、ニナ女史とソルナ嬢に会釈して皆を連れて部屋を出た。

　もちろん、戦闘の苦手なルルも一緒だ。城に置いていった方が危なそうだからね。




　オレ達がメインストリートを馬で駆けている間にゴブリン達が市内に侵入したらしく、多くの市民達がこちらに向かって殺到してくる。

　ミーアの「急膨張」で押しのけたら市民達が怪我をしそうだ。

「アリサ、頼む」

「おっけー！　忌避空間リパレント・フイールド」

　アリサの精神魔法を受けた市民が不浄な物を目の当たりにしたように、オレ達の前を避よけて走っていく。

　開けた視界の向こうで孤軍奮闘するカリナ嬢と、ゴブリンに捕まって押し倒された市民の姿が見えた。

　カリナ嬢が無数のゴブリン達に囲まれながらも圧殺される事無く、ラカの強靭きようじんな守りと「超強化」による圧倒的なブーストを頼りに無双している。

　間近で見るゴブリンは地獄絵に出てくる餓が鬼きのような姿で、体毛が無く黒い肌に緑色の血のいかにも魔物といった姿をしている。

　人型をしているが言葉は持たないらしく、「グギャグギャ」と騒ぐ声を聞いても新しい言語スキルを取得する事はなかった。

　相手が亜人ではなく、単なる魔物なら遠慮は無用だろう。

「ミーア、タマ、狙え。相手は魔物だ。殺していい」

「ん」

「あい～」

　オレも手綱を同乗するルルに任せて、短弓を連射してゴブリンを仕留めていく。

　元々幅が広い通りなので、アリサの魔法で市民の避難経路を限定できれば射線の確保は容易だ。

「皆！　城に逃げなさい！」

　アリサが小さな身体で精一杯の大声を張り上げて、市民達を城に誘導する。

「城には勇者様がいるわ！　皆の事を守ってくれるわよ！」

　初めは戸惑っていた市民も、勇者と聞いて三々五々に城に向かって逃げ始めた。

「カリナ～」

「加勢にきたのです！」

「貴方あなた達っ……」

　援軍に感極まった様子のカリナ嬢だが、そんな事をしている場合ではない。

「リザ！　ゴブリンを蹂躙じゆうりんして門の向こうまで押し返せ」

「承知！　ポチ、タマ、ナナ、行きますわよ」

「あいあいさ～？」

「らじゃなのです」

「命令受託します」

　うちの前衛陣と合流したカリナ嬢が破竹の勢いでゴブリン達を蹂躙する。

　オレは後衛陣を連れて進軍し、カリナ嬢達が討ち漏らしたゴブリンを弓で射殺していく。

　流血している市民もいたが、家族らしき者が肩を貸して逃げていく。

　城にはメイド達や地ち下か牢ろうから助けた神官達がいるから、彼らが治療してくれるだろう。




　オレ達は正門前の兵士達に合流し、市内に雪崩れ込んでいたゴブリン達を連携して倒していった。

　相手が弱いので特に危険な状態になる事も無く、半時間ほどで門前を制圧できた。

「ミーア、今だ！」

「■■■　■　■　急膨張バルーン」

　新たに門を越えようとするゴブリン達が、ミーアの魔法が作り出した緑色の蒸気に押し戻される。

　あの緑色は先に侵入していたゴブリン達が流した血を気化した物だ。

「門を閉めろ！」

「承知！」

「えいえい～」

「おー、なのです！」

　前衛陣やカリナ嬢に交ざってオレも正門を閉じるのを手伝う。

　ズズンッと重い音を立てて正門が閉まり、正門の傍の兵士達が巻き上げ機を操作して正門をロックする。

　正門前にいた兵士達はゴブリンの侵入を発見して、他の見張り塔から駆けつけてきたそうだ。

「よし、固定具を下ろした。もう押さえなくて良いぞ！」

　オレ達は一息ついて、正門前に転がる一〇〇匹以上のゴブリン達の屍し骸がいを見回す。

　うちの子達が軽い怪我をしていたのでルルとミーアに治療を任せ、オレはカリナ嬢とアリサを連れて正門横の塔を登る。

　正門の上にある楼閣にいる五人の兵士達が必死な表情でゴブリン達に矢を射ていた。

「凄すごい数ですわ」

「そうですね」

「うげっ、夢に見そうな光景ね」

　正門の向こう側には地面を黒く埋め尽くすほどのゴブリンがうぞうぞと群れをなしている。

　まるでパニック映画の群体モノのようだ。

「これだけ密集しているなら、あの投石機カタパルトで攻撃すれば一網打尽じゃないんですか？」

「無い」

　オレが塔の中央に配置された投石機を指差して兵士に尋ねたが、彼は吐き捨てるように短く答えた。

「投石用の石が無いんだ」

「補充しなかったんですの？」

「執政官様が予算がないからと……。向こうの大弩バリスタの太矢ヘビー・クオレルも、前に蜘蛛くも熊の群れを撃退した時に撃ち尽くしました」

　カリナ嬢の詰問に、兵士が怒りを嚙かみ殺すような顔で答える。

　どうやら、魔族執政官は色々とムーノ市襲撃の準備を進めていたようだ。

　ここで彼を責めても意味がないので、マップのアイテム検索で太矢と投石用の石をムーノ市内で検索する。

　──よし、なんとかなりそうだ。

　オレは治療を終えて楼閣の上に上がってきたうちの子達に、次の指示を出す。

「ナナ、お使いを頼まれてくれ。あの赤い屋根の家の裏手に武具を扱う商会がある。そこに大弩バリスタの太矢が大量にあるはずだから、入手してきてくれ。普通の矢もあるだけ確保して欲しい」

　オレは外がい套とうの下から取り出した金貨の詰まった袋をナナに預けて、そう依頼する。

「マスター、望遠ユニット未装備のため、赤い屋根が視認できません」

「ポチには見えるのです！」

「よし、それなら、ポチもナナと一緒に行ってくれ」

「はいなのです」

　ポチとナナが矢を買いに走っていく。

「リザとタマは向こうの外壁沿いの石問屋に行ってきてくれ。あそこなら投石機用の石が大量に確保できるはずだ」

「承知しました。行きますよ、タマ」

「あいあいさ～」

　オレから貨幣が詰まった袋を受け取ったリザとタマが塔を駆け下りていく。

「ルルとアリサは重傷者が出た時の為に、近くの宿が救護施設に使えないか確認してきて欲しい」

「おっけー！」

「はい、わかりました」

　アリサとルルがパタパタと他の子達の後を追う。

「ミーアはオレと一緒にここでゴブリンを近寄らせないようにするのを手伝ってもらうよ」

「ん」

　オレはミーアと一緒に、外壁をよじ登ろうと群がるゴブリンを射倒していく。

「すげぇ、二人共。百発百中だ……」

　兵士の一人が感嘆の言葉を漏らす。

　──しまった、やりすぎたか。これからは五本に一本くらいは外そう。

「あ、あの。わたくしは何をすれば……その、宜しいのかしら？」

　おずおずとオレに尋ねてきたのはカリナ嬢だ。市民を助ける為に飛び出した勇ましい女傑の姿は鳴りを潜め、迷子の子供のように縋すがる目を向けてくる。

「そうですね、カリナ様は一度城に戻って──」

「い、嫌ですわ！　わたくしもここで戦います」

　オレの言葉にカリナ嬢が反射的に拒否する。

「──最後まで聞いてください。カリナ様は城に戻ってハウト殿や城に避難した戦えそうな男達を集めて連れてきて欲しいのです」

「……わたくしが？」

「そうです。これはカリナ様にしかできない事です」

「わ、判りましたわ。わたくし、行ってきますわ！」

　そう宣言してカリナ嬢が楼閣から飛び降りて、青い残光を残して走っていった。

　まったく、猪突猛進すぎる。ラカの「超強化」で走るのが速いのは判るが、馬で行った方が速いだろう？




　門を閉鎖してから一時間。

　オレ達の防衛態勢はかなり改善された。

　うちの子達が調達してきた矢玉が潤沢にあり、ハウトを中心とした市民から募った民兵二〇〇人が到着した。カリナ嬢の周りは元兵士の武装したメイドさん達が固めている。

　また、アリサが精神魔法「戦意高揚空間ブレイブ・ハート・フイールド」でサポートしているので、圧倒的な戦力差でも高い士気を維持している。

　もちろん、震えながらも最前線で民兵達を鼓舞するハウトの姿も大きいだろう。

　外壁の外では、ゴブリン達がお互いの体を台にして壁を乗り越えようと何度も挑んでくるが、そのたびに煮えた油を流したりして撃退に成功している。

　さらに、劣勢な時は不審に思われない範囲でアリサの精神魔法「恐怖フイアー」で怯おびえさせたり、「混乱空間コンフユージヨン・フイールド」の魔法でゴブリン達を同士討ちさせたりして挽ばん回かいした。

　誰にも気付かれていないが、防衛戦でのアリサの活躍は目覚ましいモノがある。後でアリサの好物でも作って労ねぎらってやろう。

　オレとしてはさっさと姿を隠して、銀仮面の勇者として魔族討伐に行きたいのだが、なかなかそのチャンスが訪れない。

　もう三〇分ほどしたら魔族達の援軍が到着するので、早めに機会を作らないと……。

「何あれ～？」

「筒なのです？」

　タマとポチの指差すほうに視線をやると、門から七〇〇メートルほどの所に筒のような形をした巨大な四足の魔物が姿を現していた。

　あれは「岩射筒ロツク・シユーター」という名前の魔物に魔族が融合したヤツだ。

　オレの危機感知スキルが微かすかに反応している。

　──白光が地平線に輝く。

　風切り音が耳に届くのと同時に、強烈な震動が楼閣を揺らす。

「サトゥー」

「ぐえっ」

　バランスを崩したミーアとアリサを支え、何が起こったのか確認する。

　楼閣から見下ろすと、城壁の下の方にバスケットボールサイズの巨石が突き刺さっていた。「岩射筒」が放った砲弾だろう。

　一撃で城壁が破壊されるほどの威力は無いが、何発も喰らったら耐えられないだろう。

　遠くでゴブリン達が「岩射筒」に巨石を装そう塡てんしているのが見える。

　──そう何発も撃たせてたまるか。

　長弓に矢を番つがえ「岩射筒」に向けた弓を上方にずらす。

「無茶だ。幾らなんでも届きっこない！」

　弓兵がそう叫ぶまでも無く、オレの射撃スキルがこのままでは絶対に届かないと教えてくれる。

　この長弓は普通の品なので狙えるのは三〇〇メートルほど、命中させる事を考えなければ四五〇メートルまで届く。

　従って、七〇〇メートル先の敵には逆立ちしても届かない──。

　再び飛来した「岩射筒」の砲弾が正門に命中し、オレ達の立つ楼閣を揺らす。

「サトゥー？」

　心配そうなミーアに口元だけで微笑んでやる。

　──だが、それは普通に射たらの話だ。

　オレはメニューの魔法欄から「風圧ブロウ」の魔法を発動し、楼閣の上方に強力な追い風を作る。

　そして、その風に乗せて矢継ぎ早に七連射する。

　強力な追い風に乗った矢は「射撃」「狙撃」「照準」の三つのスキルの補助のお陰もあり、「岩射筒」の三つの瞳ひとみと片方の前肢に次々と命中した。

　急な強風でバランスを崩していた楼閣の上の兵士達は、その光景を見逃したはずだ。

　痛みに怒る「岩射筒」が次の砲弾を発射するが、片方の前肢が脱力している為、充分な射角が取れていない。

　撃ち出された砲弾は射線上のゴブリンを蹴け散ちらした後、地面に潜って停止してしまった。

　よし、これで「岩射筒」はしばらく放置しても大丈夫だろう。




　レーダーに映るゴブリン達がいつの間にか門を越えている。

　どうやら、二発目の砲弾で正門にゴブリンが通れるほどの隙間が空いてしまったようだ。

　正門の隙間から侵入するゴブリン達を楼閣から駆け下りた獣娘達とナナが的確に倒している。

　楼閣の備蓄魔法薬が無くなったので、アリサを宿で待機するルルの所へ薬品の補充に行かせた。

「ミーアも下に行ってあの子達の援護を頼む」

「ん」

　ミーアがこくりと頷うなずいて塔を降りていく。

　投石機の横でラカの超強化を生かして巨石を投げてゴブリン達を蹂躙じゆうりんしていたカリナ嬢が、それを見て護衛のメイド隊にリザ達の援護を命じる。

「あなた達もリザ達を手伝いに行きなさい」

「ですが、カリナ様！」

「これは命令です」

　カリナ嬢を守っていた武装メイド達がカリナ嬢の命令でゴブリン退治に向かう。

「この楼閣には足を踏み入れさせませんわっ」

　同胞の身体を土台にしてよじ登って来たゴブリンをカリナ嬢が投石で撃退する。

　大量にゴブリン達を倒しているせいかカリナ嬢のレベルが五から七まで上がっており、ＡＲ表示される彼女の経験値ゲージの残量からしてもうすぐ八レベルに上がりそうだ。

「カリナ様、そろそろご休憩なさってください」

「わたくしは大丈夫ですわ。貴方あなたこそ休憩を取った方が──」

　カリナ嬢がふらりと地面に膝ひざを突く。そう、この症状はレベルアップ酔いだ。病気ではないので三時間ほど休憩すれば元に戻る。

　急な体調不良に不安そうにするカリナ嬢を介抱していると、矢玉を運ぶ民兵達が登ってきた。

「投石用の石を運んできました」

「そこに積んでおいてください」

　オレはカリナ嬢を壁にもたれ掛けさせて、民兵達の方を振り向く。

　三人の民兵の内の一番後ろのヤツに見覚えが──。

　そいつが兜かぶとの陰でニヤリと口角を上げて、服の下から短剣を取り出す。

　──門前で演説をしていた魔王信奉者か！

　オレならばヤツが短剣を抜く前に無力化できたが、あえてそれを見過ごす事にした。

「ムーノの血筋に連なる者に死を！」

　魔王信奉者が毒の付着した短剣を腰の高さに構えて、カリナ嬢に駆け寄る。

　オレはその前に立ちふさがり彼女の代わりに凶刃を受け──たように工作し、そのまま魔王信奉者を床に叩たたきつけて短剣を取り上げる。

　飛び散った赤い飛沫しぶきは魔法薬用に確保してあった獣の血だ。

　短剣を失った男を一緒に上がってきた民兵達が取り押さえる。

「サトゥー！　待ってて、すぐに毒を吸い出します」

　カリナ嬢が力の入らない体に鞭むち打ってこちらに這はい寄ってくる。オレはよろめく振りをしてカリナ嬢から距離を取り、市内側の城壁に寄りかかった。

「くはははは、吸い出すがいい！　それはヒュドラの猛毒だ。触れるだけで人を殺す猛毒だ。毒を吸い出してその男ともども死ぬがいいのだ」

　……最近はヒュドラの毒が流行はやっているのか？

　オレの困惑をよそに、男が哄笑こうしようしながら言わなくて良い事をベラベラと喋しやべる。

　ま、後は民兵の二人に任せたら良いだろう。

　オレは城壁の上から転落し、その下にあった厩舎きゆうしやの天井を突き破って馬達の寝ね藁わらを撒まき散らす。

「ご主人様！」

　リザがものすごい速さで厩舎の壁をぶち破って飛び込んできた。

　オレはリザの予想外の行動に驚きながらも命令を与える。

「リザ、オレをルルが待機する宿へ運べ」

「畏かしこまりました」

　オレをお姫様だっこしたリザが、疾風のごとき速さでオレを宿の一室に連れて行ってくれた。

「ご、ご主人様、大丈夫?!」

「そ、そんなっ」

　部屋の中にはルルとアリサの二人以外にも人がいたので、リザに耳打ちして人払いさせる。

　人がいなくなったところで、三人に芝居だったと打ち明けた。

「驚かせてすまない。オレは無傷だ」

「ちょ、ちょっと驚かせないでよ」

「よ、よかったぁ～」

　無言のリザが怒っているかと思って振り返ると、はらはらと涙を流すリザの姿があった。

　オレはリザを抱き寄せて、耳元で謝罪の言葉を囁ささやく。

「ごめん、リザ。驚かせちゃったね」

　オレは三人に芝居を打った理由を話し、アリバイを偽装する事を頼む。

「ルル、これを」

「──魔物避よけの聖碑、ですか？」

「ああ、これをここで発動していてくれ。ここで使えば万が一門を突破されても、聖碑の浄化エリアを嫌がってゴブリン達が市内に紛れ込みにくくなる」

　オレは格納鞄と聖碑を手渡しながら、ルルにそう説明する。地味だが重要な仕事だ。

「頼んだよ、ルル」
















「はい！　頑張ります！」

　真剣な顔で引き受けてくれたルルの黒髪を撫なでて、オレはベッドから立ち上がる。

「で、でも一人で魔族に立ち向かうなんて無茶よ」

「いいえ、先ほどは取り乱してしまいましたがご主人様なら大丈夫です」

「ど、どうして言い切れるのよ」

　オレの方を振り向いて視線で問いかけて来たリザに許可を与える。

「私はご主人様が砦とりでを壊滅させるような巨大なヒュドラを一方的に蹂躙する姿を拝見しました。恐らくご主人様を傷つけられるのは竜や魔王くらいでしょう」

「──そ、そんなに強いの？」

「ああ、だから安心して吉報を待っていてくれ」

「う、うん、判った。でもでも、怪我しないでよ？　ショタの綺き麗れいな肌に傷が残ったら──」

　安心したせいか、バカな発言を始めたアリサの頭を小突いてやめさせる。

「ご武運を」

「ご主人様、ご無事で」

　オレは二人に頷き返し、銀仮面を付けて路地裏へと身を躍らせる。

　背後の部屋にタマとポチが駆け込んでくる足音が聞こえた。ナナとミーアも遅れてやってきたようだ。

　心配させた皆に心の中で詫わび、称号や装備を変更していく。

　──さあ、勇者の時間だ。




　　　　◆




　オレは南西側の外壁を飛び越え、左翼五〇〇〇匹のゴブリン達の側面を突く。

　丘の一つを駆け上がってそのまま宙を舞う。

　さらに「風圧ブロウ」の魔法を使って上空一〇〇メートルまで高度を上げる。




[image: ]称号「空を舞う者」を得た。




「──燃えろ」

　オレはメニューの魔法欄から「小火弾フアイア・シヨツト」を連打して、ゴブリンを囲むように焼き払っていく。

　合計一六発の小火弾で左翼のゴブリンの二割を焼き払い、小火弾の爆炎の壁で囲んでゴブリンの逃げ場を奪う。

　この集団には魔族はいない。

　全滅させる必要はないが、なるべく数を削っておこう。

　オレは左翼集団とムーノ市の外壁の間を駆け抜けながら、炎の包囲網の中に小火弾を追加で打ち込んでいく。

　兵蟷螂ソルジヤー・マンテイスに乗ったデミゴブリン・ロードが炎の壁を飛び越えて、オレに向かってきた。

　オレは「短気絶弾シヨート・スタン」で兵蟷螂の翅はねを砕いて炎の中に叩き落とす。

　悪いが雑魚ざこの相手をしているヒマは無いのだ。




　戦場三キロを時速一〇〇キロで駆け抜け、視界の先に岩射筒に融合した魔族を捉とらえた。

　彼我の距離は一キロ、少々遠いがこの距離なら「魔法の矢マジツク・アロー」が届くはずだ。

　全力掃射した一二〇本の「魔法の矢」が岩射筒魔族に殺到する。

　前に領境の砦でヒュドラを倒した時よりもあっけなく岩射筒魔族が穴だらけになっていく。

　だが、ボロボロになりながらも死んでいない。

　そうか「下級魔法耐性」の効果か。

　──ならば。

　ストレージから取り出した鋼鉄製の短たん槍そうを投とう擲てきする。

　ズバンと岩射筒魔族の横腹に大穴を開けて貫通したが、まだ死んでいない。

　そういえば、セーリュー市でゼナさんが「魔族は魔法か魔法の武器でしか傷つけられない」って言ってたっけ。

　思い返してみたら魔族執政官を倒した時も、皆普通の武器を使っていなかった。

　オレは岩射筒魔族に駆け寄って、聖剣エクスカリバーで魔族を斬り捨てる。

　あれだけしぶとかったのに、聖剣が触れただけで、あっけないほど簡単に岩射筒魔族が黒い塵ちりに変わって消滅した。さすが聖剣だ。

　魔族が討伐されたのを見たゴブリン達が森に向かって逃げ始める。

　損害を出していない右翼のゴブリンも、それに釣られて逃走を始めた。

　時を同じくして、先ほど倒した左翼のゴブリン達がいた方の大森林から、魔族騎士に率いられた不死の魔物アンデツド達が姿を現す。

　魔族騎士が剣を振ると不死の魔物アンデツド達がこちらに殺到してきた。

　個人的には走るゾンビというのは受け入れがたいが、行軍速度を考えたらこの速さも当然だ。

　ヤツラが接近する前に、敗走するゴブリン達を魔法で攻撃して数を減らそう。

　オレがメニューの魔法欄を開いた時に、大森林の奥から断続的な震動が伝わって来た。

　大森林の奥の木々が揺れているのが見える。オレは一いつ旦たん魔法欄を閉じてマップを開く──。

　バキボキと大森林の木々を蹴散らし、巨大な人影が戦場に躍り込んできた。

『タリホー！』

　──は？

　ズドンと大地を揺らして跳躍した森巨人が、巨大な戦せん斧ぷを振り上げてゴブリンの集団を蹂躙していく。

　兵蟷螂に乗ったデミゴブリン・ナイト達が果敢に巨人に挑んでいくが、横よこ薙なぎの戦斧で兵蟷螂の細い首ごとデミゴブリン・ナイトが真っ二つに斬り捨てられていく。

　魔刃を巨大な戦斧に纏まとわせて戦場を駆け抜けるのは森巨人の編み髭ひげだ。

　わざわざ山樹の里から援軍に駆けつけてくれたのだろう。

『編み髭殿、助力を感謝する』

『礼なら人族のサトゥーに言え』

　彼に遅れて三人の森巨人達が編み髭に並んでゴブリンを相手に無双を始める。

『ゴブリン共の始末はお任せする。私は不死の魔物達の相手をさせて貰もらう』

　オレは編み髭の返事も待たず、不死の魔物達を「小火弾」の魔法で焼いていく。

　馬上槍を構えた魔族騎士がこちらに突撃して来た。魔族騎士は憑依ひよういしていた騎士だけでなく、馬とも一体化しているようだ。

　オレは「魔法の矢」で魔族騎士を攻撃する。

　粉々に砕ける魔族騎士を予想していたのだが、それは実現しなかった。

　魔族騎士が前方に掲げていた盾で防いだのだ。

　ＡＲ表示によると「怨魔盾スクリーム・シールド」という名前で、盾の表面に人の顔のようなレリーフが刻まれている。

　今度は「小火弾」の魔法を打ち込んだが、それも怨魔盾によって防がれてしまう。

　魔法がダメなら物理で行こう。

　オレはストレージから取り出した青銅の釘くぎに魔刃を発生させて、こちらに突撃してくる魔族に投げつける。

　オレの攻撃を防ごうと魔族が怨魔盾を構える。

　キンッと音がして魔刃釘が怨魔盾を貫き、魔族騎士が馬諸もろ共とも地面に転がったが倒せていない。どうやら、怨魔盾は物理面でも優秀なようだ。

　オレは聖剣エクスカリバーを片手に魔族騎士に駆け寄る。

　聖剣エクスカリバーに魔刃を発生させようとして、変な抵抗を感じて中断する。

　聖剣とは相性が悪いのだろうか？

　オレの隙をついて、魔族騎士が生物のように脈打つ馬上槍による三連撃を放って来た。

　オレは咄とつ嗟さに聖剣で防ぐ。

　聖剣と触れるたびに魔族騎士の馬上槍が、赤い火花を出して抉えぐれていく。

　やはり聖剣は魔族やその武器に特効があるようだ。

　怨魔盾を蹴け飛とばして、魔族騎士の体勢を崩す。

　そして無防備に晒さらされた魔族の触手状の頭部を聖剣で斬り裂いて討滅した。




　遠くから怪獣のような咆ほう哮こうが、戦場に届く。

　どうやら魔族の本体が憑依したヒュドラがこっちに来るようだ。

　三匹のヒュドラが争うように戦場に姿を現した。

　──いや、本当に戦っているようだ。

　頭が触手になった魔族ヒュドラが、普通のヒュドラ二体と空中戦をしている。お互いの首に嚙かみ付きあっていて、そのまま墜落しそうだ。

　丁度いいから、このまま倒してしまうか。

　オレはストレージから聖矢を取り出す。

　これは魔力の通り易い黒曜石の鏃やじりと山樹の枝から作った逸品で、鏃と軸に「青液ブルー」で聖剣の魔法回路を刻んである。

　耐久性に難があるが、一回撃つだけなら充分なはずだ。

　オレは巨人から貰った魔弓をストレージから取り出し、聖矢を番つがえる。三本しか試作していないから慎重に狙う。

　聖矢に魔力を限界まで注ぎ青い光が溢あふれる状態まで持っていく。

　青い光に気がついた魔族ヒュドラが、自分の首を喰くいちぎって他のヒュドラ達から体を離して逃げ出す。

　振り払われた二体のヒュドラがオレの近くに墜落した。

　必死で逃げる魔族ヒュドラだが、どんなに急いでも時速三〇〇キロにも届かないだろう。

　試射した時のこの弓矢の射程は三キロ。撃ち出された矢は音速を超える。

　──これでも喰らえ！

　オレは気合いを入れて矢を放つ。

　魔弓から放たれた聖矢が青い残光を残して空を貫く。

　聖矢は音速の壁を破り、瞬く間に魔族ヒュドラに追いついて背後から魔族を黒い塵に変えた。

　青い残光に押されるように黒い塵が幾つかの黒い環わを描き、そして散っていく。

　一瞬で魔族を消滅させた矢が、そのまま曇天を貫き、青空を覗のぞかせる。




　聖矢の予想外の威力に驚きながら、ログを確認する。

　ログには「ヒュドラ魔族を倒した」と表示されていた。

　よし、ちゃんと倒せているようだ──いや待て、魔族の光点がレーダーに残っている。

　墜落した双頭のヒュドラの両方が触手状になっている。

　どうやら、自ら喰いちぎった首を使ってヒュドラを乗っ取ったようだ。

　もう一体の三つ首のヒュドラは墜落した角度が悪かったのか死んでいる。

『まさカ、本物の勇者ガ現れるとはナ』

　──お、喋しやべりだした。

　ヤツが喋っている間にマップを検索して魔族や憑依体の残りがいないかチェックしよう。

『だガ、少々遅かったようだナ』

　──こいつ以外に魔族はいない。憑依状態の者も存在しない。

『この領内ヲ絶望に沈メ、領民達カラ集めタ怨えん嗟さや怨おん念ねんはすべて「邪念壷カオス・ジヤー」に集めテ瘴しよう気きに変えタ』

　へー、そんな事をしていたのか。

　死んだヒュドラの体内もチェックしたが、体内に魔族が侵入した形跡はない。

『どうしタ勇者？　その邪念壷ガどこにあるのカ、知りたくはないカ？』

　せっかくなのでマップ内で邪念壷を検索してみた。

　逃げ出した領政府の高級文官の荷物の中にある。

『もはヤ、追いつけぬゾ？　邪念壷は貴様ら人族の手で聖なる祭殿に送られタ』

「そうでもないさ。それより祭殿って何か教えてくれないか？」

　オレが反応したのが嬉うれしいのか、魔族ヒュドラが二つの首で哄笑こうしようを上げる。

『──教えてやらヌ。足あ搔がケ勇者ヨ。黄金の陛下が復活すル、その時に失敗ヲ悔やメ』

　なるほど「黄金の陛下」とやらの復活に邪念壷が必要なのか。

　話から推察して、魔王復活の儀式に使うのだろう。

　──だが、策士策に溺おぼれる、だ。

「悔やむ必要はないさ。邪念壷は届かない」

　オレはキッパリと魔族ヒュドラに告げる。

　だって、邪念壷を運ぶ文官達は国境近くで盗賊達に襲われて戦闘中だ。

　自分達が領内の治安を悪くして蔓延はびこらせた盗賊達のせいで企みが失敗するなんて、因果応報でいい気味だ。

『なぜ断言できるのダ？』

「──教えてやらん」

　オレは先ほどの魔族の言葉を真似して会話を終わらせる。

　片方の首が怒りの篭こもった咆哮を上げ、精神魔法の「精神破壊ブラスト・マインド」を至近距離で放ってくる。

　精神耐性スキルのあるオレは僅わずかな違和感を覚えただけで魔法に抵抗し、聖剣エクスカリバーに魔力を注いで強化する。

　聖剣は強化されたが、聖矢と違って魔力の充塡じゆうてん限界が来ない。

　底なしの魔力容量を誇るようなので、一〇〇〇ポイントほどで充塡を中断して、飛び立とうとする魔族ヒュドラに斬りかかる。

　そこに死体だったはずの三つ首ヒュドラが割り込んできた。

　その背後には魔族が造った怨霊レイスの姿があった。こいつが種族固有能力で三つ首ヒュドラを不死の魔物アンデツドに変えたのだろう。

　オレは立ちふさがるアンデッド・ヒュドラを聖剣で斬り裂いて再び死体に変え、再利用されないようにストレージに格納する。

　続いて魔法欄から選択した「小火弾」で怨霊を焼き払う。

　最後に翼を広げて離陸した魔族ヒュドラを一二〇本の「魔法の矢」で狙う。

　領境で出会った四つ首のヒュドラのように、魔法の矢によって魔族ヒュドラの頭が肉片に変わっていく。

　墜落する死し骸がいから離脱した魔族を聖剣で斬り裂いて黒い塵ちりに変えた。

　──まだ、終わっていない。

「出て来い。死んだ振りは通用しない」

『よく気がついたナ』

　墜落した死骸の腹を引き裂いて、魔族が姿を現す。

　ＡＲ表示されるレベルは三六──つまり、これで本当に最後だ。

　魔族を斬り裂こうと一気に跳躍し、聖剣エクスカリバーを振る。

　青い軌跡が空を斬る。

　──消えた？

『怖い怖イ。さすがは勇者ダ』

　先ほど魔族騎士を倒した場所に、魔族がいた。

　その上半身は捻角獣の胴体から生えている。恐らく魔族ヒュドラの胃の中に仮死状態の捻角獣を隠していたのだろう。

　先ほどの転移は捻角獣の種族固有能力にある「短距離転移」のようだ。

　まずは厄介な捻角獣の体を破壊しよう。オレは魔法欄から「魔法の矢」を放つ。

　だが、その矢は魔族が持っていた怨魔盾で防がれてしまった。

　これを回収する為に転移したのか。

　魔族は二度の「短距離転移」でオレから距離を取り、空を飛んでムーノ城に向かう。

　オレは聖矢を取り出して、魔弓に番える。

　聖矢に魔力を注ぐタイミングで、再び「短距離転移」でムーノ市内に逃げられてしまった。

　オレは魔力を注ぎ終わった聖矢をストレージに収納し、全速力でムーノ市に戻る。

　レーダーの圏外なので、マップを開いたままで追いかける。

　オレの視界から隠れているうちに分体を造らないとも限らないので、オレは油断無く何度もマップ検索を繰り返しながら追いかけた。




　オレが再びムーノ城を視界に収めた時、魔族はハリボテの魔砲のある塔にいた。

　壊れているはずの魔砲が独りでに浮き上がっている。

　ＡＲ表示では「騒霊ポルターガイスト」となっていた。

　──まさか器物まで不死の魔物に変えられるとはっ！

『そこでムーノ市ガ、焼き払われるのヲ指を咥くわえテ見ていロ』

　聞き耳スキルが遥はるか遠方の魔族の声を拾ってくる。

　魔族は捻角獣の体をその場に脱ぎ捨て、騒霊と化した魔砲と合体した。

　──ちっ。位置が悪い。

　周辺被害の少ない「魔法の矢」は怨魔盾で防がれるし、さっき使った「聖矢」は威力が強すぎる。

　この位置から「聖矢」を使ったら、近くにある城の本棟まで吹き飛ばしてしまいそうだ。

『かつて幾多の都市ヲ炎に沈めタ、忌まわしキ魔砲ノ威力ヲ思い出すがイイ』

　魔族の哄笑と共に、魔砲が変形して近未来的な長い砲身を展開する。

　うちの子達を害されるかもしれないという焦りがオレの思考を狭め、他の手段を模索する余地を奪う。




　──どうする？




　うちの子達の安全の為に、城の人達を犠牲にしてでもヤツを排除するか……。

　焦りに短絡しようとする心を押さえつけてオレは路地を駆ける。




　──聖剣の届く距離まで後九秒。




『源泉の魔力ガある限り、魔砲の砲弾ハ限りがなイ』

　ヤツの魔砲の砲身に光る粒子が舞い始める。




　──高威力の上に弾切れも無いのかっ。




　オレは最初の城壁を飛び越える。

『さア、美しキ炎に怨嗟の声を上げヨ！　我らガ王の復活の狼煙のろしトなるのダ！』

　魔族がこちらを見下ろしながら魔砲の砲身をムーノ市の正門、うちの子達が戦う場所に向けた。




　──やむをえん。




　オレは第二城壁の塔に着地し、魔弓を取り出す。

『もう、オソイ！』

　だが、突然、魔砲の砲身の光が消えた。

『何っ？　源泉との接続ガ？』

　表示したままのマップに映る男爵の光点が都市核の間にあった。

　オレは心の中で、呪いの恐怖に打ち勝った男爵の勇気に賞賛を贈る。

　そして、その心の余裕がオレに気付かせてくれた。




　──魔砲を破壊するだけなら、普通の武器でいいじゃないか。




　ストレージから取り出した短たん槍そうを魔砲に投とう擲てきする。

　一瞬で残ざん骸がいとなった魔砲から騒霊が漂い出てきた。

　そこに、ヴォンと空気を震わせて、白い光の障壁が城の本棟を覆う。

『ば、馬鹿ナ！』

　塔の上にいた魔族が防壁に弾はじかれて空中に投げ出され、騒霊は防壁に耐え切れず消滅した。




　──都市核の防御壁は上級魔族の攻撃だって何度か防げるらしいわ。




　かつて、そう言っていたのはアリサだったか。

　逃げ出そうとする魔族に、オレは矢のない魔弓を引く。

　オレに向けて怨魔盾スクリーム・シールドを構える魔族。




　──ならば城に被害は出るまい。




　ストレージから魔力装そう塡てん済みの聖矢を取り出して魔弓に番つがえる。




　──これでチェックメイトだ。




　青い軌跡がムーノ市の空に一つ生まれ、ムーノ市を舞台にした魔族の陰謀がここに潰ついえた。
















　新しい家名





〝サトゥーです。現代日本だと一般家庭に家名があるのが普通ですが、ゲームなどではメタボ氏のように家名を考えるのが面倒という理由で、一般人には家名をつけない企画者もいるようです。〟






　魔族を始末し終えたオレは赤い外がい套とうのフードを後ろに倒し、長い金髪と銀仮面を衆目に晒さらしてメインストリートを正門に向けて地を飛ぶように駆け抜ける。

　金髪のカツラや銀仮面は走ったくらいでは取れない構造なので問題ない。

　正門ではまだ数百匹のゴブリン達が市内に侵入しようと戦っていた。

　もっとも、ゴブリン達は市外で暴れる森巨人達から逃げようとしているだけみたいだ。

「■■■　■　■　急膨張バルーン」

　正門の前でミーアの水魔法がゴブリン達を門の向こうに押し返す。

　ミーアの傍にはアリサとナナが、門の傍には獣娘達とカリナ嬢がいる。ハウトは多くの民兵達と一緒に市壁の楼閣の上、ルルは宿の部屋の中で役割を果たしている。

　門の向こうのゴブリンが投げた石をナナの盾が防ぎ、アリサの精神魔法「精神衝撃打マインド・ブロー」がゴブリンをノックアウトする。

　ミーアの魔法で市内に転がり込んだゴブリンは獣娘達とカリナ嬢が打ち倒した。

　他の民兵達は四人をカバーするように後ろで控えている。

　くぴっと魔力回復薬を飲むミーアの傍を駆け抜け、城門の前に割り込む。

『カリナ殿！』

「何者?!」

「──勇者さ」

　誰すい何かしてきたカリナ嬢に、腹話術スキルで渋めに作った声で答える。声優のナカジ・ジョータを意識してみた。

　オレは驚くカリナ嬢の横を抜け、「短気絶弾シヨート・スタン」の魔法で門向こうのゴブリンを蹴け散ちらして、歪ゆがんだ鋼鉄の門に手を掛ける。

　オレがグイッと力を入れると、鋼鉄の門が飴あめ細工のように変形していく。

　一秒もかからずに門の隙間が無くなった。少々不細工だが後は職人達に任せれば良いだろう。

　驚くカリナ嬢やうちの子達の前に戻り、カリナ嬢に男爵やニナ女史への伝言を頼む。

「令嬢よ。男爵殿に領内の魔族は全て滅ぼしたと伝えろ」

　サトゥーと違う口調を意識した。

　話し終わったオレは楼閣の上へと跳躍する。一回で上がれたら格好良かったのだが、外壁と一体化している塔の壁を足場に三角とびの要領で楼閣に上がった。

「よく守ったな。後は任せろ」

　オレはハウトの横に着地し、彼を労ねぎらう。

　指を広げた片手を眼下のゴブリン達に向けて突き出し、「短気絶弾」の雨を降らせて蹂躙じゆうりんする。

　脆もろいゴブリン相手だとこの魔法が一番効率的だ。

　民兵達の間から驚きのざわめきが上がったが、オレは相手をする事なく市外のゴブリン達を「短気絶弾」と「魔法の矢」で徹底的に掃除していく。

　マップで森巨人の傍以外の残敵を確認し、「魔法の矢」で狙撃していく。

　今初めて判ったが、この魔法の射程は二四〇〇メートルもあった。

　正門の外にいた一四〇〇匹ほどのゴブリンと二〇〇体の動死体を潰つぶし終えたので、この場を立ち去る。魔族が造った怨霊レイス達は残っていないようだ。

　ハウトに先ほどのカリナ嬢と同じ内容を伝え、男爵の下に報告に行くように伝えておく。情報が重複するが、これはカリナ嬢とハウトをサトゥーの見舞いに寄らせずに城に帰らせる為だ。

　オレは市外に向けて跳躍し、人々の前から去った。




　あの後、カリナ嬢とハウトはオレの目もく論ろ見みどおり、サトゥーの見舞いに寄らずに城に帰ったようだ。

　市外に去ったオレは魔族の言い残した「邪念壷カオス・ジヤー」を回収する為に、ムーノ市から七キロほどの山中にある盗賊のアジトにやってきていた。

　盗賊に襲われていた官僚達は護衛と共に惨殺されており、金目の物を根こそぎ奪われていた。

　その凶行を行った盗賊達も、好奇心に負けて「邪念壷」の蓋ふたを開けてしまったらしく、恐怖を浮かべた顔で全員変死していた。

　そのまま放置したらアンデッド化しそうだったので、盗賊達を「落とし穴ピツト」で作った深い縦穴に入れて「小火弾フアイア・シヨツト」で火葬した。

　最後に「邪念壷」をストレージに回収して、その場を立ち去った。

　もちろん、盗賊達の溜ためていた宝も回収してある。ムーノ市の復興に役立ててもらおう。




　オレは夕日に照らされた戦場跡に舞い戻った。

　ムーノ市周辺に動死体にされた遺体と魔物の屍し骸がいが、沈みゆく夕日に照らされて無常観を誘う。

　オレは黙もく禱とうを捧ささげて立ち去ろうとして、ハタッと気がついた。

　このまま放置して屍し毒どくが出ても困る。

　たしか昔読んだ戦国時代へタイムスリップする小説では遺体の片付けで命を落とす村人が描かれていた。

　──ここはチートなマップとストレージに頼るか。

　マップで遺体や魔物の屍骸をマーキングしてレーダーに黄色い光点として映るように設定する。

　オレはレーダーの黄色い光点を目印に戦場跡を縦横無尽に駆け抜け、遺体や屍骸が収納範囲に入るたびにストレージに回収していく。

　一体何度往復しただろう。夕闇が戦場跡を隠す頃にようやく全てを回収する事ができた。

　……なかなか疲れた。

　魔物の屍骸は良いとして、遺体は市内の遺族達に返還するべきだろう。

　オレはストレージ内で遺体を生前の所属別に分け、「落とし穴ピツト」の魔法で作った深さ七〇センチほどの穴の底に並べていく。

　火葬するなり埋葬するなり、後は遺族達に任せよう。オレは黙禱を捧げてその場を去った。

　一仕事終えたオレは闇に紛れて市内に潜入し、宿の一室で待つ皆の所に帰還した。もちろん、勇者の扮ふん装そうや称号は解除してある。

「ただいま」

「お帰りなさいませ、ご主人様」

　リザを筆頭に皆が帰還を祝福してくれる。

「おかえり～」

「心配したのです！」

　ポチやタマはずっとオレを心配していたのか、オレの体をよじ登って顔に頰を擦こすり付けて来た。

　安心して眠くなったのか、オレにくっついたままうつらうつらとし始めたので、二人の頭をポンポンと撫なでて、ベッドの上に寝かす。

「ご主人様、これを」

　ルルが差し出す格納鞄ガレージ・バツグと聖碑を受け取る。ルルは門を侵入した魔物達が市内に広がらないように、この部屋で聖碑を発動し続けていてくれたのだ。

「よく頑張ったね、ルル」

　オレは陰の功労者に労いを込めて優しく髪を撫でる。

　ルルがちょっと誇らしそうに微笑を浮かべた。

「勇者？」

　ミーアがそう呟つぶやいて首を傾げる。

　行商人なのは噓で本当は勇者なのかと問いたいのかな？

　アリサが小声で「ミーアは教える前から正体を見抜いていたわよ。精霊が教えてくれたんだって」と教えてくれた。それはいいが、教える時に耳を舐なめるのは止めろ。

　精霊とはドライアドの事かな？

　前に「揺り篭クレイドル」で勇者の称号を付けたままドライアドに脱出を手伝って貰もらったから、その時に知られたのだろう。今度会ったら、あまり吹聴ふいちようしないように頼まないとね。

「マスターはミーアを救うために前マスターと戦い、勇者の称号と聖剣を得たのですと解説します」

　ナナがオレの代わりにミーアに説明してくれる。

　事実とは少し違うが、ミーアはその説明に満足してくれたようなのでそういう事にしておこう。

　ちょっと疲れていてちゃんと説明するのが億おつ劫くうだったのだ。

「マスター、魔力供給を依頼します」

「悪い、明日あしたの朝になったら供給してやるから、今は魔法薬で我慢してくれ」

　いつもならご褒美だが、今はそんな気になれない。

　オレの返答にナナが無表情のまま捨てられた子犬のようにしょぼんとした雰囲気になる。

　皆にオレが勇者である事を口止めし、今日はこのまま門前宿で宿泊する事になった。

　ポチやタマはオレが勇者である事をまだ知らされていないそうだ。

　教えるか迷ったが、二人が大人になるまで内緒にしておいた方がいいとリザやアリサが勧めたので、話す必要ができるまで秘密にする事にした。

　今後はこんな騒動に巻き込まれる事もないはずだから、問題ないだろう。

　なお、森巨人達はオレが盗賊退治に行っている間に大森林に帰ったそうで、挨あい拶さつをする事ができなかった。




　　　　◆




　翌朝、オレ達は迎えにきたカリナ嬢に連れられて、ムーノ城の謁見室を訪れていた。

「サトゥー君、カリナの命を救った事に父として深く感謝する。また、魔族討伐に多大なる貢献を果たしてくれた事に領主として礼を言う」

　ムーノ城で男爵から開口一番に聞かされたのはそんな言葉だった。

　それにしても、感謝する順番が逆だ。まったく、子煩悩な男爵らしい。

　その後、ニナ女史も交えて、男爵領の危機を救った事に何度も感謝の言葉を貰った。

　そして男爵に一任されたニナ女史から、領地を救った褒美の話をされた。

「さて、論功行賞は後で行うんだが、キミの功績は実に大きい。勲章を与えるくらいでは足りない。この男爵領の権限で与えられる褒美と言えば──」

　ニナ女史の言葉にカリナ嬢が頰を染める。ニナ女史はそんなカリナ嬢を一いち瞥べつしたあと、オレの後ろの娘達を見回す。

「──美女か爵位だ。あんたは何を望む」

　ニナ女史の提示した褒美に大金が入っていないのは、ムーノ市の金庫がピンチだからだろう。

　このままだとカリナ嬢を嫁にするルートになりそうな予感がする。

　カリナ嬢の容姿は好みだが、彼女を妻にしたら確実にムーノ男爵領の振興に生涯を尽くし、この地に骨を埋うずめる事になりそうだ。

　オレとしては自由気ままに、この世界を旅してみたい。

「申し訳ありませんが、どちらも不要です。勲章だけで充分ですよ」

「えらく、欲が無いね」

　ニナ女史が訝いぶかしげな視線をオレに向ける。

　カリナ嬢の表情が暗いが、ここは心を鬼にしてスルーしよう。八方美人はいけない。

「欲がないわけではありませんよ。私の望みは、この目で世界を見て回る事なのです。領地の為に働けない貴族など塵芥ちりあくた以下でしょう？　それに私は嫁を貰うには若すぎますしね」

「成人しているなら嫁を貰ってもおかしくないだろう？　後ろの娘達は嫁じゃないのか？」

　ニナ女史がその質問をした瞬間に、後ろの子達から物もの凄すごい圧力が生まれた。

　ここは世のハーレム系主人公達を見習って鈍感さを演出しよう。

「ええ、皆家族のような者ですが、嫁はいません」

　後ろから落胆とカリナ嬢の方から安あん堵どのため息が漏れるのを感じた。

「なら、カリナ様はどうだい？　少し薹とうが立ってるが美人で安産型だ。丈夫な子供を生んでくれるよ？」

　ニナ女史の失礼な発言でカリナ嬢が不機嫌な顔になり、その後の「美人」という誉め言葉で顔を赤らめる。少し可愛いが、表情に出したらニナ女史に付け込まれるので、無表情スキルの助けを借りて乗り切った。

　ソルナ嬢はハウトの隣で余裕の表情だ。

「平民の身分で男爵令嬢を嫁に望むなんて──」

　オレの発言の途中でソルナ嬢の笑みがこちらを向いたので、セリフを修正する。

　危ない危ない、彼女の恋人のハウトが平民だって事を忘れていた。

「私には畏れ多いですよ。それに世界を旅する間は嫁を貰うつもりはありません」

「そうかい……」

　ニナ女史が顎あごに手を当てて、何やら思案している。

　そして横の男爵に何か耳打ちして、男爵の了解を取ったようだ。

「よし、サトゥー。キミを名誉士爵に叙爵じよしやくする」

「ニナ様──」

　オレはニナ女史に抗弁しようとするが、それを手で制された。

「キミに領地の仕事をさせる気はない。キミの任務はムーノ男爵領の家臣として様々な土地を巡ってもらう事だ」

　はて？　オレに各地の情報収集をさせたいのだろうか？

「もちろん、間諜かんちようの真似事をしろと言ってるわけじゃないよ」

　──違うのか。彼女はオレに何をさせたいのだろう？

　オレが口を開くより先にニナ女史が機先を制した。

「ただ、ムーノ男爵領の家臣として様々な土地を巡る事が重要なんだよ」

「よく判らないのですが、ニナ様は私に何をお求めでしょう？」

　訳が判らないので、単刀直入に尋ねてみた。

「ムーノ男爵領が『呪われた領地』と噂されているのは知っているかい？」

「ええ、理由までは存じませんが」

　ニナ女史の言葉に首肯する。

「この地を訪れた貴族は必ず不幸になると言われているのさ。ムーノ男爵よりも前にこの地の領主に名乗り出た貴族は多かったんだが、そのほとんどが変死や怪死してね。おまけにムーノ男爵就任後に客として訪れた貴族も、そのほとんどが体調不良を訴えたり、床に臥ふせったりと碌ろくでもない目に遭ってね。そのせいで『呪われた領地』なんて噂が立っちまったのさ」

　前者はゼンかその配下が暗躍したみたいだし、後者は都市核の間に侵入しようとしてゼンの残した呪いで酷ひどい目に遭ったのだろう。

「では、ムーノ男爵領が安全だと、周囲に宣伝するのが私の仕事なわけですね？」

「その通りだ。噂を払拭ふつしよくしない事には、貴族籍にある人材を勧誘する事もできないからね」

　オレの言葉にニナ女史が首を縦に振り、さらに言葉を続ける。

「それにキミに爵位を与える必要があるんだよ。あれだけの功績を立てた人間に勲章だけしか与えないケチな領地だと噂が立ったら困る。もちろん、キミがそんな事を吹聴するとは思っていない。だが、口さがない連中はどこにでもいるのさ」

　ニナ女史が嘆息して肩を竦すくめる。

「まあ、そんなに身構えなくて良いさ。名誉士爵なんて大したもんじゃない。貴族の最下級だし、門閥貴族連中にはエセ貴族扱いされる程度だからね。だけど、あんたの役には立つはずだよ？」

　役に立つ理由が思いつかないオレを見てニナ女史がニヤリと笑う。

「この領地や隣のオーユゴック公爵領はともかく、北の領地じゃ亜人に対する差別が根強いだろ？　キミが名誉士爵になれば、平民からは貴族様として扱ってもらえる。つまり、キミの奴隷達も貴族様の所有物として丁重に扱ってもらえるわけさ。下手な平民よりは扱いが良くなるはずだよ」

　それは魅力的だ。宿泊拒否されないだけでも価値がある。

　結局、それが決め手となり、オレはムーノ男爵から名誉士爵の位を賜る事になった。
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　その日からオレ達はムーノ城に部屋を与えられ、叙爵までの期間をムーノ城で暮らす事になったわけだが、なかなか濃い日々だった。

　砦とりで跡や逃亡農奴の事をニナ女史に相談したら、なぜかオレの別荘や使用人として譲渡されていたり。

　重罪を犯した兵士の捕縛や横領役人が隠匿した財産を探すのを手伝わされたり。

　こっそりとムーノ侯爵の隠し財産と同額の金貨を「銀仮面の勇者」名義でプレゼントしたり。

　セーリュー市のゼナさんへ砦跡の怨霊レイス退治のお話を手紙に書いて送ったり。

　オレが全額費用を出して、メイドさん達にヴィクトリアンなメイド服を作って制服として採用して貰ったり。

　ルルと一緒にお城の料理長から料理の基礎を教えて貰い、そのお礼に唐揚げやマヨネーズなどのレシピを布教したり。

　リザ達の訓練を兼ねて盗賊退治に赴いた折に、戦記モノの主人公のように義賊みたいな盗賊団を調伏して領軍に招いたり。

　ガボの実畑をムーノ市内に作る労働力として、魔物の肉などの食糧や空き室だらけの兵舎を住居に提供する事を対価にスラム街の住人を雇用したり。

　ポチやタマと一緒にソルナ嬢のお茶会で勇者研究家の顔を持つムーノ男爵のお話を聞かせて貰ったり。

　魔法屋で新しい巻物が手に入らなかったものの、男爵のはとこの子爵が国内唯一の巻物工房を経営している事が判明して、紹介状を書いて貰ったり。

　他にも、場内の誰も使わない工房を借りて色々な工作をしたり新しい馬車を作ったり。

　ヒュドラの素材を使ったハンググライダーに乗って巨人の里に赴き、噴進狼ロケツト・ウルフの丸焼きやムーノ市内で調達したシガ酒の樽たるを土産に助力の礼を告げに行ったり。

　前に鼬イタチ人族の漁師に頼まれていた魔物を退治して対価の舟を貰ったり。

　帰りに寄った山小屋でコボルトの娘が置いていった礼状と報酬の青鋼の大剣から、無事に青晶を採掘できた事を知ったり。

　最後にムーノ市前の川の上流にダムを作っていた魔物を退治して、川の流れを元に戻したりした。

　これでムーノ市前の農地も耕作がしやすくなるだろう。

　当面の食糧は魔族執政官がゴブリン用に街で量産させたガボの実が大量にあったので、それを分配する事でなんとかなりそうだとニナ女史が言っていた。




　また、ニナ女史には貴族の爵位についても色々と教えて貰った。

　前に疑問に思っていた爵位の上下だが、やはりオレの知識通り、子爵の方が男爵よりも偉かった。

　一代限りの名誉貴族も建前上は永代貴族と同列に扱われるそうなので、子爵、名誉子爵、男爵の順で考えて良いらしい。

　ではなぜ、ムーノ男爵の執政官がニナ名誉子爵なのかというと、ムーノ男爵が「領主」である事が理由らしい。

　というのも、シガ王国では領主本来の位に拘かかわらず、伯爵以上の扱いを受ける慣例があるそうなのだ。これは恐らく「都市核シテイ・コア」のせいに違いない。

　それに、今回「都市核を掌握した」──ニナ女史によると「本物の領主となった」ムーノ男爵は、次の王国会議で正式に伯爵に陞しよう爵しやくする事が確定しているそうだ。

　そうなれば、このややこしい逆転現象も解消されるだろう。




　　　　◆




「キミの家名だが、希望はあるかね？」

「家名ですか？」

　名誉士爵に叙爵される事が決まった一〇日後、ニナ女史の執務室に呼び出されたオレは彼女から名誉士爵としての家名を決めろと命じられていた。

　ニナ女史によると、ようやく緊急を要する事案が片付き、オレの叙爵の儀式の準備ができるようになったそうだ。

「名誉貴族って一代限りですよね？　家名が必要なんですか？」

「確かに一代だけだが、意外に何代も続けて名誉貴族に叙される家は多いんだよ」

　ニナ女史の答えに、そういうモノかと頷うなずき返す。

「一代限りの成り上がり貴族といっても、貧乏貴族や没落貴族に比べたらよっぽどお金があるもの。領地によっては爵位をお金で買えたりするし、子供の教育費が充実してるからね」

　書類の陰からそう声を掛けたのは、ニナ女史の書類仕事を手伝うアリサだった。

　執政官に再就任したニナ女史が最初に行った綱紀粛正によって、領政府では人手が不足しているのだ。

　アリサの話だと、初めは文官達の落とし物を届けに行っただけだったのが、忙しそうな様子に同情して事務書類の仕分けの手伝いをしてやったらしい。

　そのまま仕分けから普通に事務書類の手伝いに移り、最終的にはニナ女史の補佐のポジションをゲットしていたそうだ。アリサは特に経理が得意らしい。

「アリサはお役に立っていますか？」

「ああ、このまま執政官補佐として残していって欲しいくらいさ」

「あら、ダメよ。わたしはご主人様に身も心も捧ささげているんだから」

　パチンと下へ手た糞くそなウィンクをしてくるアリサの頭を撫なでてやる。

「すぐに決めろって言っても無理だろう？　二、三日やるからその間に決めな」

「タチバナとかお勧めよ」

　確か、アリサの前世の姓が橘たちばなだったはずだ。

「それは遠慮する」

「そうだね、タチバナ士爵はたしかいたはずだよ。使える家名かどうかは、文官のユユリナに確認しな。王立学院で紋章学を修めているから、あたしより詳しいはずだ」

「判りました、ある程度候補ができたら確認してみます」

　伝える事を言い終えたニナ女史が書類仕事に戻る。

　ユユリナは茶髪で三つ編みの大人しい感じの無口な文官だったはずだ。

　オレはアリサに一声掛けてから、執務室を後にした。




　廊下を歩きながら頭を捻ひねっても良い家名が思い浮かばなかった。

　本名の鈴すず木きを思い浮かべたが、それだとサトゥー・スズキ、佐さ藤とう鈴木というどっちが家名なのか突っ込み待ちの名前になるので自重した。

　サトゥーというキャラ名から判るようにオレは名前の付け方が適当なので、まともな家名にする為に皆からアイデアを募る事にした。

「ふぁめ～？」

「カメさんは美味おいしいのです！」

　一番近くの男爵家の私室にいたタマとポチに聞いてみたが、そもそも「家名」の意味が判っていないようだ。

　二人は、ソルナ嬢の横で骨センベイのようなオヤツを食べていた。なかなか渋いお茶請けだ。

　この部屋には三人だけしかいなかった。男爵は隣の執務室で明日あしたまでの書類と格闘中らしい。ハウトはリザやナナと一緒に市内の警けい邏らに行っている。

「家名ですか？　そうですわね、カリナを娶めとってくれるならドナーノの名を継いでくれてもいいですわよ？」

　ソルナ嬢が、ちょっと悪戯いたずらっぽく言う。ドナーノという家名は男爵がムーノという家名を継ぐ前に使っていた家名らしい。

　ムーノ男爵はドナーノ准男爵家の爵位も持っているので、将来はソルナ嬢かカリナ嬢と結婚した人間が家名と爵位を継ぐ事になっているそうだ。

「それは畏れ多いので遠慮いたします」

「まぁ、カリナは前途多難ね」

　くすくす笑う令嬢に見送られながら部屋を出る。




「悪いけど通してくれるかい？」

「あ、士爵様！」

「ささっ、どうぞっ」

　厨房ちゆうぼうの入り口の前で団子になっていたメイド達に通してもらって中に入る。

「おや、おかえり、士爵様」

「お帰りなさいませ、ご主人様」

　料理長のゲルト女史と揚げ物をしていたルルがこちらを振り返る。

「いい色だね。でも、ちょっと火が強いよ。もう少し弱くしないと外が真っ黒になっちゃうよ」

「ああ、ごめんなさい」

　ルルのかわりに火加減を調整してやる。

　ニナ女史に呼び出される前は、三人で猪肉を使ったトンカツを作っていたのだ。

「見ただけでよく温度まで判るね」

　呆あきれたようなゲルト女史に微笑み返して、トンカツを油きりの網の上に上げる。

　包丁で半分に切って、中まで火が通っているのを確認する。衣は真っ黒だが、一応食べられるだろう。

「どうする？　あの欠食メイドどもに始末させるかい？」

「はいはい！　ちょっとくらい失敗していても大丈夫ですっ！」

「士爵様のお料理なら、なんだって！」

　オレはソースとマヨネーズを添えた皿をメイドの一人に差し出す。

　トンカツにマヨネーズは合わないと思うのだが、マヨラーとなってしまったメイド達にはそんな意見は通らない。

「やったー、一人二個だからね」

「美味しい～」

「ちょっと、エリーナ！　一人でマヨをそんなに付けないでよ」

「あんた達、騒ぐなら、もう試食させてやらないよ！」

「「「ごめんなさい、ゲルトさん！」」」

　争うメイドさんを一喝したゲルト女史が、ルルと一緒に次のトンカツの準備を始める。

　オレもそれを手伝いながら、ルルに家名の相談をしてみた。

「家名ですか？　それならクボォークは如何いかがでしょう？」

　クボォークはアリサやルルのいた国の名前だ。王女だった頃のアリサの家名でもある。

「さすがにクボォークは不味まずいよ。クボォーク王国を侵略した国に喧けん嘩かを売るようなモノだしね」

「ダメですか……。あっ、いえ、何でもありません」

　何か思いついたルルだが、途中で止める。せっかくなので続きを促すと「ワタリ」と言う名前を勧めてきた。

　ルルの曽そう祖そ父ふが日本人だって言っていたから、その人の姓だろう。

「私の曽祖父の姓なんです。遠い遠い国の出身だったんですが、私の生まれたクボォーク王国では貴族以外は家名を名乗るのが禁止されていたので、誰も使っていなかった名前なんです」

　──サトゥー・ワタリ。

　何かサトリみたいだが、そんなに悪くないな。

「採用するかは判らないけど、候補の一つに入れさせて貰もらうよ」

「はいっ！」

　オレがそう告げると、ルルが嬉うれしそうに返事をして可か憐れんに微笑んだ。

　うん、今日もルルは美少女だ。




　美味しいトンカツを揚げるコツをルルとゲルト女史に伝授したオレは、庭で音楽を奏でるミーアの所に向かった。

　沢山のシーツが風に揺れる裏庭を抜けて、男爵のプライベートスペースの奥にあるミーアのお気に入りの木陰に向かう。

　ムーノ市の都市核を使えるようになったお陰か、ここ何日かは気温が高めで過ごし易い。

「サトゥー」

「やあ、ミーア」

　日向ひなたで小動物達に囲まれてリュートを奏でていたミーアがオレに気がついて振り返る。

　ミーアの動きに驚いた小鳥やリスが慌てて逃げ出していく。

「ん」

　ミーアはそれを気にした様子もなく、自分の横をポフポフと叩たたいてオレに座るように促した。

　オレはミーアにも家名について相談してみた。

「ボルエナン」

　……それはミーアの家名というか、氏族の名前だね。

「さすがに氏族の名前はダメだよ。エルフの里の偉い人に怒られちゃう」

「むぅ」

　ホッペを膨らましたミーアに、試作品のクレープを渡して機嫌を取る。

　バターを作る過程で生クリームができる事を発見したので、さっそくクレープを焼いてみたのだ。

　ふくらし粉も手に入ったので、ムーノ城のオーブンが使える間に色々とお菓子作りにもチャレンジしていこうと思っている。

　ミーアとクレープを齧かじりながら、家名に使えそうな色々な植物や動物の名前を教えて貰ったが、どれもしっくりこなかったので、いくつかを候補に加えると約束してこの場を立ち去った。




「マスター、帰還しましたと報告します」

「ご主人様、加工の終わった羽毛を受け取って参りました」

　ナナとリザの二人が馬から下りて帰還の報告をしてきた。

　羽毛布団に使う為の鳥の羽の処理を、市内の職人に依頼していたのだ。

　羽が足りなかったので、前衛陣と一緒に主街道沿いの盗賊退治をしながら鳥を狩り集めた。

「ああ、ありがとう」

「ふわふわでステキです」

　ナナは羽毛の詰まった袋の感触を楽しむ。

　オレは二人に家名の話をしてみた。

「ナガサキを推挙します。前マスターの姓です」

「キシュレシガルザは如何でしょう？　私の氏族の名ですが、名乗る者はいないはずです」

　それぞれ、ナナ、リザの発言だ。

　──サトゥー・ナガサキ。

　──サトゥー・キシュレシガルザ。

　あまりしっくりこないな。

　そこに数人の兵士がやって来た。

「リザ殿、ナナ殿、これから訓練を始めるが一緒にどうだ──これは士爵様。ご一緒に如何ですか？」

　やってきたのはゾトルという名の男だ。

　このゾトルとはリザと一緒に盗賊狩りに行った時に出会い、苦戦を演じてから打ち倒した相手だ。

　彼はリザと一対一で勝利し、前衛陣の四人と互角に戦って見せたレベル二五の手て練だれだ。

　彼や彼の部下は魔族宰相の残酷な命令や同僚達の腐敗に耐えられなくて出奔し、領内を通行する商人達の護衛をしたり村落や街から依頼を受けて魔物を退治したりしていたらしい。

　盗賊というよりは傭よう兵へい団の方が相応ふさわしいが、彼を危険視した腐敗官僚達の罠わなにかかって盗賊として指名手配されてしまったそうだ。

　今では彼の部下ともども、男爵領の兵士として再就職している。

　残念ながら、いきなり騎士に戻す事はできなそうなので、今は兵士の身分だ。

「いえ、用事があるので、訓練は遠慮しておきます」

「次は絶対ですよ。そうだハウトを見かけたら練兵所に来るように言ってください」

　剣を片手に力瘤ちからこぶを作る彼にリザとナナの訓練を任せ、ハウトの件を了承してこの場を後にした。




「家名かい？　ボクの村は貴族がいなかったから、家名とか言われても判らないよ」

　食堂にいたハウトに家名について尋ねてみたらそんな答えが返ってきた。

　今のハウトは勇者としてではなく、従士見習いとしてムーノ男爵に仕えている。

　先日ヤマト石に触れて、勇者ではない事が判明したからだ。

　例の偽聖剣ジュラルホーンも、物品鑑定によって呪われた魔剣だという事が判明したので、ムーノ城の地下にある封印庫に収納されてしまった。

　その為、彼の腰に下がっているのは普通の鉄剣だ。

　勇者ではなくなったハウトだが、ソルナ嬢との仲は相変わらずで、彼女を妻に迎える為に正騎士を目指して特訓中だそうだ。

　言葉遣いや教養を文官やソルナ嬢から学び、剣術や兵法をゾトル卿きようから叩き込まれる日々を送っている。

「見つけましたわ！　今日こそ一緒に訓練していただきますわよ！」

『ハウト殿も一緒とは丁度良い』

　兵士が着るようなシャツとズボン姿のカリナ嬢が食堂に現れた。

「また、礼儀作法の先生から逃げて訓練ですか？」

「ち、違いますわ。今日は戦闘訓練の日なのですわ」

　ニナ女史の組んだカリナ嬢の教育日程に、戦闘訓練の日は無い。

　ちなみに礼儀作法の先生とはソルナ嬢の事だ。

「カリナ様に相談してみたらどうだい？」

「わたくしに相談ですの？」

　ハウトにそう促されたので、ダメ元でカリナ嬢に家名の相談をしてみた。

「家名を迷ってらしたの？　なら、良いのがありますわ」

「どんな名前ですか？」

「ペンドラゴンはどうかしら？　勇者様の名前ですのよ。オリオン・ペンドラゴン様」

　近くで食事をしていた三つ編みのロリ文官が「あの～」と会話に割り込んできた。

　さっきニナ女史が言っていた文官のユユリナだ。無口な彼女にしては珍しい。

「それって、架空の人物じゃなかったですか？」

「そうよ。わたくしの大好きなお話の勇者様なの。竜に乗って旅をして、神々の用意した七つの試練を乗り越えて、最後に大魔王を倒す英雄譚たんなのですわ」

　アーサー王の物語とギリシャ神話が混ざってる。

「竜に乗るのですか」

「ええ、翼竜ワイバーンなんかじゃなくて赤竜せきりゆうウェルシュに乗るんですの」

　たしかアーサー王の父親の名前がペンドラゴンだった気がする。竜退治の英雄だったかな？

　意外にいいかもしれない。エクスカリバーも持っていることだし、名前もアーサーに変えて、アーサー・ペンドラゴンとかね。

　その後、きっちり二日悩んだ末に家名を決めた。




　　　　◆




「■■　叙爵コンフアリング・ピレージ」

　オレはムーノ城の叙爵の儀式をする部屋でムーノ男爵から貴族の階級を与えられた。

　ステータスの階級欄が「貴族【士爵】」に、所属が「シガ王国ムーノ男爵領」になっている。

　昨日までに与えられた三つの勲章もステータスの賞罰欄に記載されている。もちろん、礼服を着る時に他者に判り易いように、実物の勲章も存在する。

　先ほどの「叙爵」でスキルを覚えなかったのは「都市核」の機能を使った儀式魔法だからだろう。

「サトゥー君、このヤマト石に触って儀式が成功したか確認してくれたまえ」

「はい」

　今回、ヤマト石に触る前に交流欄の値を変更しておいた。

　少し頼りないとはいえ後ろ盾もできた事だし、もう少し動きやすいようにレベルやスキルなどの開示量を増やした。この辺は前日にアリサに相談して内容を決めた。




　叙爵儀式が終了し、ニナ女史に先導されたうちの子や男爵令嬢姉妹が入室してくる。

　最後に入ってきたのは文官のユユリナだ。

「では、始めます。■■　命名ネーム・オーダー。『サトゥー・ペンドラゴン』」

　三つ編みの文官ユユリナが緊張した面持ちで命名スキルを使う。




[image: ]「命名」スキルを得た。




　皆に見守られながら、オレに新しい名前が増えた。

　自動ではメニューの交流欄の名前が変わらなかったので、自分で変更する。

　その後にヤマト石で確認して、新しい身分証明書を用意して貰う事になった。平民用と違って銀製のプレートに文字が刻んである。

「ふふふ、カリナ・ペンドラゴンか、悪くないですわね」

　不穏な発言が聞こえたが聞き流そう。小声だったのでラカと聞き耳スキルがあるオレ以外には聞こえていないはずだ。

「アリサ・ペンドラゴンか、アーサーみたいだけど、語感がいいわ」

　アリサがニヨニヨと口の端を波打たせている。

「えへへ～、いつかルル・ペンドラゴンとか言われるといいな」

　──ルル、君もか。

　もちろん、ルルの言葉もカリナ嬢と同じく独り言だ。オレ以外には聞こえていない。

「ポチ・ペンドラゴンなのです」

「タマ・ペンドラゴン～？」

　ポチとタマがオレの周囲をくるくると走りながら祝福してくれる。

　翼があったら、そのまま飛びそうな勢いだ。

「ご主人様、ご立派です」

　リザが目元に浮かんだ涙を拭ふきながら、感極まったようにそう呟つぶやく。

「むぅ、ボルエナン」

　ミーアはまだ諦あきらめていないらしく、不満そうな表情だ。

「マスター。マスター、ペンドラゴン。どちらでお呼びしましょう？」

　ナナの質問には「マスターでいい」と言っておいた。

「では、サトゥー・ペンドラゴン士爵。今後ともよろしく頼むよ」

「はい、ニナ・ロットル子爵」

　ニナ女史の差し出してくる手を取り、握手する。この世界にも握手の習慣があるのを初めて知った。

　口頭で爵位を呼ぶ時は「名誉」を付けないらしい。自分で名乗る時は「サトゥー・ペンドラゴン名誉士爵です」と告げる必要があるとの事だ。

　オレの手を握ったままニナ女史は更なる宿題を出してきた。

「あとは出発までに紋章も決めておいておくれ」

　今度は紋章ですか……。

　翌日から男爵や執事さんに社交界について、ユユリナに紋章学についての授業を受けることになった。

　その間に「社交」や「紋章学」のスキルが手に入ったのは言うまでも無い。

　なお、新しい紋章はベタにペンを槍やりのように抱えるドラゴンという意匠にしておいた。




　魔族が復活を企んでいた「黄金の陛下」とやらが気になるが、復活に必要な邪念壷もストレージに死蔵してあるし、オレ達が公都を通過する間くらいは安全でいて欲しい。

　もちろん、ピンポイントに復活するかもしれないから、それまでに色々と準備するとしよう。




　オレの異世界生活は明日あしたからも色々と忙しそうだ──。







■　交流欄のステータス　■──────────

　名前：サトゥー・ペンドラゴン

　種族：人族

　レベル：三〇

　所属：シガ王国ムーノ男爵領

　職種：なし

　階級：貴族【士爵】

　称号：なし

　スキル：

　　　　「剣術」「弓術」　「格闘」　「投とう擲てき」「回避」

　　　　「調理」「算術」　「錬成」　「魔法道具製作」

　　　　「相場」「値切り」「社交」　「紋章学」

　賞罰：

　　　　「ムーノ男爵領蒼そう輝き勲章」

　　　　「ムーノ男爵軍一等勲章」

　　　　「ムーノ市民栄誉勲章」

──────────────────────■







　あとがき




　こんにちは、愛あい七ななひろです。

『デスマーチからはじまる異世界狂想曲』の第四巻を手に取っていただき、ありがとうございます！

　読者の皆様の応援のお陰で書籍版デスマも一周年を迎える事が出来ました！

　これからも皆様を飽きさせない工夫を凝らして参りますので、今後ともデスマをよろしくお願いいたします。




　本巻の見所を語る前に宣伝を一つ。

　予定通りならば、あやめぐむさんによるドラゴンコミックスエイジ版『デスマーチからはじまる異世界狂想曲』の第一巻が同時発売されているはずなので、よろしかったらお手に取ってみてください。

　小説版ではページ数の都合で描かれなかったキャラ達の姿や臨場感豊かな露店街や小物など、様々なものが細かく丁寧に描かれていて、デスマ世界を豊かに広げていってくれます。

　漫画版を読みながら、「なるほど、ここはこんな風になっていたのか」と感心する事もしばしばでした。

　買って損はありません！　原作者が保証します。




　少し宣伝が長くなってしまいましたので、そろそろ本巻の見所を語るとしましょう。

　前巻までと同様に本巻も新規エピソードやストーリーの再編を行っており、ほぼ書き下ろしとなっております。

　本巻は前巻でも悪い噂が流れていたムーノ男爵領でのお話です。

　サトゥーが困窮する民草の為に、人の枠を超えた力で軍隊を蹴け散ちらし悪逆な貴族を調伏する──といったような正義漢なルートを通る事はありません。

　ボランティア感覚で手の届く範囲で餓うえる人達に食料のお裾すそ分わけをする程度のお節介しか焼かないのがサトゥーです。

　ただ、自分の興味のある事や趣味に合う場合はその限りではないようで、物のついでに種族の危機を救ったり、通りすがりに災害レベルの魔物を倒して食材にしてしまったり……。

　一番変わった点と言えば、扉絵にも登場するカリナ嬢の扱いでしょうか？

　ネット版では事件の収束でようやくサトゥーの前に姿を現した彼女ですが、書籍版ではもっと早い登場となります。サトゥーが巨人の里に訪れる理由ができたように、ネット版とは少し世界の流れが変わっているのです。

　さらにネット版には無かった「なぜ魔族がムーノ領を支配しようとしたのか」というエピソードも追加しました。




　また、今回は各章の小エピソードを、テーブルトークＲＰＧのキャンペーンシナリオっぽいテイストに仕上げてあります。

　小さな事件がやがて大きな事件の歯車に……みたいな感じと言えば伝わるでしょうか？

　前巻で物語の背景にあった「銀山とコボルト」関係のエピソードも、そんな感じで盛り込んであります。

　どんなシナリオになっているかは、本編をご覧ください。

　テーブルトークＲＰＧとはなんぞや？　と興味を持たれた初心者の方には「富士見書房公式　ＴＲＰＧ　ＯＮＬＩＮＥ」なんかがお勧めです。




　そして、今回最大の魅力と言えば、デスマ最大の魔乳まにゆうキャラ「カリナ」嬢のイラストでしょう！

　このあとがきを書いている時点ではキャラクター設定画しか見ていませんが、作者のイメージを超える魅力的なおっ──姿を描き出して戴いただきました。

　まさか、ここまで理想的なカリナ嬢の姿が見られるなんて、正に作者冥利みようりに尽きます。




　さて、ページ数の上限も近いので、第四巻の内容についてはこのあたりで締めましょう。




　では恒例の謝辞に移りたいと思います。

　担当のＨ氏の指摘や改稿アドバイスで様々なシーンの魅力や臨場感がアップしました。これからもご指導ご鞭べん撻たつの程をよろしくお願いいたします。

　毎回素敵なイラストでデスマ世界を盛り上げてくださるＳｈｒｉさんには幾らお礼を言っても言い足りません。これからもデスマ世界のビジュアル面をよろしくお願いいたします。

　そして、富士見書房の皆様を始めとして、この本の出版や流通、販売に関わったすべての方にお礼申し上げます。

　最後に、読者の皆様に最大級の感謝を!!

　本作品を最後まで読んでくださって、ありがとうございます！




　では次巻、大河編でお会いしましょう！





愛七ひろ
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